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日本のフジツポ類の時空介布

山 口 寿 之事

Distribution in time and space of J apanese bamacles 

Toshiyuki Yamaguchi事

Abstract In ]apan. extant cold water species appeared first in the early Middle Miocene (1 6ふ15Ma)

and alI five cnexisted in the middle Middle Miocene (1 5・9 Ma). Geographic ranges of the cold water 

species extended southwards along the Pacific coast with falIing temperature from the middle Middle 

Miocene to Pliocene (5.2Ma) and reached central ]apan. 

Extant open coast and embayment warm water species appeared in the middle Middle Miocene and 

I'leistocene. respectively. These warm water species became abundant during the Pleistocene. pro. 

bably in association with the expansion of embayment and shalIo¥V marine environments due to the rise 

of sea level during the interglacial stages. 

はじめに

北東から南西に長く延びる弧状列島からなる日本

列島は，新生代中新世中期以降，北からの寒流と南

からの暖流との会合する地域にあたり，北西太平洋

の海洋環境の影響を常に受けてきた.そのため日本

には地質時代を通じて，寒流系・暖流系の豊富な生
物群が生息した.そのような海洋環境の変遷が化石

記録から読み取れる.化石を含む地層の時代や地理

的分布(時空分布)にはかたよりがあり，化石記録は
完全ではないが，化石が地質時代の生物相の変選を

物語る直接的証拠であるから，化石の時空分布を明

らかにすることが，過去の生物および生物地理の変

遷を理解する上で重要である.

この研究では，現生フジツボ類の地理的分布の特

徴や分類学的研究を基礎に，日本の新生代の化石フ

ジツボ類の時空分布の特徴を整理し，それらの生物

地理的分布の変遷を明らかにする.

フジツポ類

化石フジツボ類は，周穀や蓋板といった殻板が離

ればなれの破片で，複数種混在した状態で地層中に

発見される.それらは先ず種ごとの周殻や蓋板の組

合せを決める必要がある.好運にも蓋板が周殻内に

保存された状態で発見される場合がある.その穀板

事千葉大学理学部地学教室 (1987年 5 月 18 日受理)

の組合せに基づいて，現存種または既に記載された

絶滅種との比較が可能となる.

化石の研究を遅らせている他の原因に，西太平洋

~インド洋地域における現存種の情報が乏しいこと
があげられる.多数見いだされる暖流系種と考えら

れる化石フジツボ類の分類には，それらの地域の現

存種や化石種の情報が必要不可欠である.現在の知

識で，既存の種に同定されない新種の可能性がある

化石が十種以上発見されているが，それらを新種と
して提唱するためには，近縁種とのさうに詳細な形

態の比較や時空分布を明らかにする必要がある.

ここで扱われるフジツボ類は主に現存する次の種

である.寒流系種は， 5 種(図 2) で，多様性が低い.

つまり Balanus crenatus Brugui吾re， Semiba必nus

cariosus (Pallas). Solidobalan1ts (Hesρeribalanus) 

hesperius (Pilsbry), B. rostratus Hoek および Chi.
rona (Chirona) evennanni (Pilsbry) である.これら

は，全て日本及び北太平洋に広く分布する種で，そ

の層位学的分布は長い.

暖流系種は 12 種で，多様性に富む.現存種は生態

的に，内湾種および外海種に区分される.内湾種は

潮間帯に生息する B. amphitn'te Darwin 種群の構

成員である ， B. amphitrite Darwin, B. albicostatus 

Pilsbry, B. kondakovi Tarasov and Zevina, B. 
reticulalus Utinomi および B. amaraqzωticus Ya. 

maguchi (絶滅種)からなる(図 3).
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外海種は，生態的特徴から潮間帯種と浅海種とに

区分できる.化石に見いだされる潮間帯穫は Chtha­

malus challengeri Hoek, Megabalanus volcano 

(Pilsbry), Octomeris sulcata Nilsson-Cantell および
Tetraclita ja�onica Pilsbry (以前には主抑制mosa

(Brugui吾re) の亜種とされていた，山口， 1986 および

Y àmaguchi, 1987 を参照)である(図 4) .また浅海

穫は A的問tobalanus (A.) allium (Darwin), B. 
�oecilotheca Krüger, B. trigonus Darwin, C. 
(Striatobalanus) amaηllis (Darwin), C. (Striaｭ
lobalanus) tenuis (Hoek), M. rosa (Pilsbry) およ
び Solidobalanus (Solidobalanus) soc必lis (Hoek) 

であり，これにはしばしば浅海堆積物に見つかるク

ジラに付着する Coronula diadema (Linnaeus) を含

めた(図 5). また浅海種にはサンゴや海綿に寄生あ

るいは共生する多くの種があるが，それらの多くは

分類学的に混乱しているために，本稿の議論から除

いた.

海洋環境の変遷

日本の新第三紀および第四紀の歴史は次のような

環境変遷で特徴づけられる.中期中新世初頭 (16.5

~15Ma ， Ma は百万年前を意味する)に始まった新

第三紀の海進は日本列島に著しく温暖な海洋気候を

もたらした.優勢な暖流は北海道まで到達し，日本

列島は熱帯から亜熱帯気候にさらされた.中期中新

世初頭の終わりに気温の低下が生じ，続く中期から

後期中新世(15~5Ma) および鮮新世 (5~2Ma) は現

在とほぼ同じ温帯気候になった (Chinzei ， 1984). 第

四紀は氷河性気候変動の影響を受け，温暖な時期と

寒冷な時期の繰り返しで特徴づけられる.

時空分布
フジツボ類の時空分布の特徴は次のようにまとめ

られる(図 1).

寒流系フジツポ
寒流系フジツボ類(図 2) の日本での最古の化石記

録は，北海道東部の始新世(舌辛層)に見いだされる

B. cf. crenatus および S. cf. he.ゆerius である.分類

学的に確実なものとしてのそれらの最古の化石記録

は，中期中新世初頭(l6.5~ 15Ma) の仙台の茂庭層

で，そこではC. evermanni および暖流系の絶滅種

と考えられる B. sendaicus (Yamaguchi , 1982) を加
えた合計 4 種(内寒流系種 3 種)が見られる.また同
時代の日本海側の西津軽地域大戸瀬(田野沢層)に

B. crenatus が見いだされる.

中期中新世(l5~9Ma) には現存する 5種全部が

揃う.その内 I 種 C. even叩nni はその後銚子の鮮

新世，いわきの更新世の産出を最後に，オホーツク
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やベーリング海に分布が後退した (Yamaguchi ，

1977b). 

太平洋側での寒流系種の時空分布の特徴は，中期

中新世以後，鮮新世 (5~2Ma) にかけての寒冷化の

傾向の中で，それらの分布域の南限が南下し，ほぽ

関東地方まで広がる.化石の記録に見られる寒流系

種の関東地方を南限とする傾向は更新世にも引き続

く.

日本海側でのそれは，化石産地が少ないが田野沢

層(大戸瀬)以後あまり大きな変化はなく，現在に至

る.それはひとつに日本海が中期中新世以降現在の

それと同様に，寒流と暖流との混合水塊の影響下に

あったことに関係するのだろう.鮮新世には， B. cf. 

crenatus が南西諸島の久米島(真謝層)・宮古島(与那

浜層)にも見いだされる.それは，主分布域から約

1500km 以上南西に離れていて，その聞の地理的分

布は全く知られない.更新世 (2~O.01Ma) には，同様

に S. cf. he.司perius が本州中央部の関東地域の主分

布域から約 800km 離れた九1'1'1東部の宮崎(通山浜
層)に見られる.このような関係は， B. rostratus の
現在の太平洋側の主分布域の南端(相模湾)から，西

方に約 200km 以上離れた三河湾付近にも飛ぴ地と

して離れた分布域を持つのと良く似ている.分布の

空白を埋める化石や現生種の発見によって，それら

の間の地域に将来新たな地理的分布が明らかになる

かもしれない.それらの南の飛ぴ地を除き，寒流系

フジツボの鮮新世~更新世を通じての太平洋側の地
理的分布の南限は関東地域となり，日本海側のそれ

は北陸ないしさらに南下して一部は瀬戸内海となる.
完新世 (O.01Ma~現在)および現在の寒流系種の
地理的分布は，三河湾に飛び地的に分布する B.

rωtratus を除き，寒流(親潮)の影響のおよぶ関東地

方または東北地方をその南限とする.

地理的分散対地理的分断

この論文ではフジツボ類を現在の地理的分布に基

づいて寒流・暖流種に区分した.しかし個々の種が

地質時代を通じてそれらが現在と同じような海洋環

境に生息していたかというと明確ではない.軟体動

物化石やいろいろな分類群の化石で明らかになって

きた海洋環境(古気候)の変遷とそれに伴う生物地
理的変遷などを総合すると，フジツボ類の中には地

質時代を通じてその生息域を変えたと思われるもの

がある.それは，始新世から知られる B. crenatus お

よび S. he.ゆerius である.現在寒流域に生息するこ

れら 2 穫は現在に比べてかなり温暖な始新世 (B. cf. 

crenatus および S. cf. he.ゆerius として)および中期

中新世初頭の東北日本に見いだされる.また B. cf. 

crenatus は中新世に比べて寒冷化している鮮新世
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には東北日本を主たる分布域とするが，九州、|から琉

球列島域にもその生息が確認されている.これらの

化石記録を整理すると，これら 2 種は中期中新世初

頭までは暖流域に生息して(ただし当時寒流域に生

息していたか否かは日本に同時代の明らかな寒流影
響下の堆積物がないので不明である)，鮮新世は他の

寒流系種と共に主に東北日本に分布し，一部暖流域

に確認され，更新世以後はその生息域を寒流域に限

定したようにみえる.このような分布変化はそれら

2 種が見掛け上その生息域が暖流域から寒流域へと

変わったように見えるが，その分布変化が中期中新

世初頭に熱帯域から寒冷域に広く分布していたもの

が，その後分布域の南の部分が分断現象によって失

われたものか，あるいは中期中新世初頭から更新世

にかけて熱帯域から寒冷域への移住による分散現象

として説明されるかの判定はできない.この事の解

決のためには中新世から鮮新世ゐ頃の日本より北の

地域，例えばサハリンなどの地域における化石フジ

ツボ類の情報が必要である.しかしその他の種の分

布変化，つまり暖流種の北上および寒流種の南下は，

それぞれ暖流および寒流の優勢な時期に対応するの

で，分散現象として理解できる.

時空分布の変選の他に，これらの寒流種に見られ

る特徴の一つに形態の恒常性がある.始新世に知ら

れる化石 B. crenatus および s. hesperius は，それら

の形態的特徴が現在までの地質時代を通じて，一定

していて，変わったという証拠はない.このように

長期にわたる形態の恒常性は，それらの種の初期の

進化(種分化)以外に，その後長期にわたって目立つ

た形態的進化が無かったことを示すのだろう.この

ような進化のパターンは Eldredge and Gould 

(1972)の進化のpunctuational model に比較される

であろう (Yamaguchi ， 1987). 

暖流系フジツポ

現存穫は中期中新世まで遡ることができる.また

近縁種との形態的類似から暖流系フジツボ類と思わ

図 2 寒流系種
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れる絶滅種も多い.あるものは中期中新世初頭以降

に出現し，鮮新世までには絶滅しているし，あるも

のは更新世の一時期出現し，絶滅している.

内湾種(図 3) の化石記録は更新世以降に限定され
る.それは，更新世の間氷期の氷河性海面変動によ

る内湾や浅海域の拡大や暖流の勢力の拡大と関係す

る.更新世のそれらの地理的分布は， B. kondakovi 

が現在のそれとほぼ一致するが，当時関東地方を北

限とした他 2 種は現在の北限である津軽海峡よりだ

いぶ南に位置していたことになる.しかし，それは

関東地方から北の津軽海峡までの地域における内湾

の堆積物の分布の狭さや保存状態などと関係するよ

うに思われる.

完新世には，これら 3 種のうち B. reticulatus が北

に分布を広げ，現在の分布の北限よりわずかに北に

位置する北海道の室蘭に知られる.しかし，他 2 種

は更新世とほぼ同じ地理的分布をとる.現在の内湾

には ， B. amphitrite がこれら 3 種に随伴するが，そ

の化石は未だ発見されていない.この種の日本への

移住はほぼ同じ生態を示す B. amphitrite 種群の一

絶滅種の B. amaraquaticus の更新世後期の絶滅に

よってはじめて可能になったのであろう (Yamagu.

chi, 1980). 
外海種は，生態的特徴から潮間帯種と浅海種とに

区分でき，それらはともに中期中新世まで遡れる.

しかし潮間帯穫はどの時代をとっても化石の産出は

多くない.岩礁性の潮間帯やその周辺域は波浪の強

い影響を受けるため堆積の場になる機会が少ないこ

とがその原因と思われる.他方，浅海種は，現存種

に関しては中新世には産出が多くないが，鮮新世・

更新世に増加する.中新世の現存種が少ない理由と

して中期中新世初頭には 10 種ほどの未記載の絶滅

種が存在することおよび中一後期中新世は主に深海

の細粒堆積物からなることが考えられる.鮮新世以

降産出する種数が増加する理由は，中新世から鮮新

世にかけての海退に伴う浅海域の拡大，および更新

世の間氷期における内湾，浅海域の拡大や暖流の勢

1. Balanus rostratus H oe k [ミネフジツポ]，むつ湾浅虫，現生， 1a.d: UMUT. 
RA8278 標本(東京大学総合研究資料館所蔵，以下同じ)， 1e.f: UMUT.RA8277 標
本， 1a.b. 楯板 (scutum) ， X 2, 1c.d. 背板 (tergum) ， x 2, 1e. 側板(lateral)， X 1, lf. 周
殺 (shell wal l)., 2. Balanus cre1回tus Brugui是re [ハナフジツポJ，千島列島パラ
ムシル島，現生， UMUT.RA8330 標本， 2a・b. 楯板， X5， 2c・d. 背板， X5， 2e. 噴板， X
2， 2f. 周殻， X 1.5., 3. Solidobalanus (H，岬eribalanus) heゆerius (Pilsbry) [アラス
カフジツポ]，北海道噴火湾，現生， 3aイ: UMUT.RA8296 標本， 3g: UMUT.RA8298 
標本， 3a.b. 楯板， X8， 3c.d 背板， X8， 3e・1 側板， X 3, 3g. Macoma calcarea の殺に
付着した個体， X 0.75., 4. Semibalanus cariosus (Pallas) [チシマフジツポ]，北海
道寿都湾，現生， 4a・b. 楯板， X3，4c.d. 背板， X3， 4e. 噴板， X 1, 4f. 周殻， XO.75. ， 5. 
Chiro加 (Chiro加) even問問i (Pilsbry) [和名なし]，北海道今金町花石，更新世
瀬棚層， 5a・b. 楯板， X 1, 5c・d. 背板， X 1, 5e. 側板， X 0.6, 5f. Chlamys islandi，ωs の
殻に付着した個体， X 0.75. [1.3 は Yamaguchi (1977b) より引用]
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力の拡大と深い関係がある.

潮間帯種(図 4) は中期中新世には， O. sulcata が

出羽丘陵(須郷困層)に見いだされる.鮮新世には，

T.j，ゆonica が，久米島(真謝層)および神奈川(野島

層)に知られる.更新世には， C. challengeri (神奈

川・長沼層)， M. volcano (沖縄・羽地層)が新たに化
石記録に加わり，これで日本の代表的な暖流系外海

性潮間帯種がそろったことになる.完新世には，更
新世の沖縄に知られた M. volcano (Yamaguchi , 

1977b) が北上し，現在の海流の会合する地域に近い
房総・館山(沼層)に達し，そこでは M. rosa ととも

に産出し，微視的な意味での同所性を示す.現在で

はC. challengeri・や T. japonica は，さらに北上し津

軽海峡まで広がっているが，更新世，完新世と通し

て東北地方の化石記録はない.

浅海種(図 5) は中一後期中新世には，深い海の細

粒堆積物が特徴で，浅海堆積物はわずかな地域(例

えば，神奈川の小磯層，初声層)に限定され，そこに

は M. rosa が産出する.鮮新世には，浅海域の拡大

に伴って現存する暖流系フジツポ類の種数が増加し，

M. rosa, A. allium が神奈川(野島層)に ， B. tri. 

gonus が高知(唐の浜層)に ， B. poecilotheca および

仁 lenuis ?が沖縄(知念層)に， C. diadema が太平

洋側では関東地方を北限とし，日本海側では北陸地

方に知られる.更新世には， M. rosa は津軽海峡まで

広がり，日本海側の地域にも化石が良くみつかる

(Yamaguchi, 1973, 1977b). そして S. socialおおよ

びC. amaηllis が新らたに見られるようになり，そ

れらの北限は，関東地方にある.関東地方は，日本

列島太平洋岸のほぼ中央部に位置い現在の海流系

では寒流(親潮)と暖流(黒潮)とが会合する地域に

あたる.鮮新世の沖縄に知られた B. ρoecilotheca お

よびC. tenuis は，更新世には分布を北に広げ，関東

図 3 暖流系内湾種および絶滅種の内湾種 Ba/an官S 仰畑町'quaticus
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地方に見いだされ，そのまま現在につながる.c.

diadema は鮮新世とほぼ同じ分布が見られる.現在

の浅海種の地理的分布はあまりよく判っていない.

しかし，それらの暖流系の種は更新世および完新世

には，現在の暖流(黒潮)の影響のおよぶ北限近くに

生息していたと思われる.房総半島の更新世~完新
世には氷河性海面変動の影響を受けた地層が何層準

にもわたって繰り返し堆積している.一つの地層は，

下位から，低海面期に始まり高海面期を経て次の低

海面期の直前まで，つまり寒冷期に始まり温暖期を

経て次の寒冷期の直前までのーサイクルで特徴づけ

られる.ここに示した暖流系種の化石は，問氷期の

温暖な高海面期の堆積物に限定される.寒冷な層準

に暖流系種が見いだされないことから，それらは温

暖な時期以外には関東地方以北に分布を拡大してい

ないと思われる.

結び

ここに示したように，化石フジツボ類の日本にお

ける時空分布の様子が不完全であるが，やっと多少

明らかになった.寒流種は 5 種からなり ， Balanus 

crenatus および Solidobalanus hesμnus は，始新世

に知られる日本最古の化石フジツボである.中期中

新世には 5 種全てが揃う.更新世の産出を最後にオ

ホーツク以北に分布が後退した Chirona ever. 

mannz を除き，中新世以後鮮新世にかけての寒冷化

に伴って，それらの分布の南限が南下し，鮮新世に

は現在とほぼ同じ生物地理的分布を示す. Balanus 

crenatus および Solidobalanus hesperius は中期中

新世初頭およびその後しばらく暖流の影響下に生息

していたが，鮮新世以降その生息域が寒流域に変

わったように見える.しかしその出来事が，分断現

象の結果としてか，生態的要求の変更を伴った分散

1. Ba/a即時 amρhitrite Darwin [タテジマフジツポJ. 和歌山県田辺湾，現生. la. 
e: UMUT.RA8263 標本. lf.g: UMUT.RA8264 標本. la.b. 楯板. X6, lc・d. 背
板. X6, le 周殻. x2, lf. 侭Ij板.x2ム 19. 周穀を構成する穀板の穀構造. x5. , 2. 
Balanus a/bicostatus Pilsbry [シロスジフジツポJ. 和歌山県田辺湾，現生. 2a.e: 
UMUT.RA8265 標本. 2f.g: UMUT.RA8266 標本. 2a.b. 楯板. x5, 2c・d. 背板. x 
5， 2e. 周殺. x2, 2f. 領Ij板. x2, 2g. 周殻を構成する殻板の殻構造. x 5., 3. Ba/anus 
reticulatus U tinomi [サラサフジツポJ. 和歌山県周辺湾，現生. 3a-g : UMUTｭ
RA8267 標本. 3a-b 楯板. x4, 3c-d. 背板. x4, 3e. 周殻. x 1.5, 3f. 側板. x 1ム 3g. 周
殻を構成する殻板の殻構造. x 2., 4. Ba/anus kondakovi Tarasov and Zevina [ド
ロアジツポJ. 静岡県浜名湖，現生. 4a-e : UMUT-RA8268 標本. 4f-g : UMUTｭ
RA8269 標本. 4a.b 楯板. x4, 4c・d. 背板. x4, 4e. 周殻. x 1ふ 4f. 側板. x 1.5, 4g. 周
殻を構成する殻板の殻構造. X4. , 5. 絶滅種 Ba/anusamaraquaticus Yamaguchi 
[和名募集中J. 神奈川県藤沢市村岡東，更新世長沼層.5a.b. 楯板 (UMUT-CA9958
標本). x3, 5c・d. 背板 (UMUT.CA9961 標本). x 3, 5e. Chlamys farreri farreri の殻
に付着した完模式標本 (UMUT.CA9950 標本). Xlふ 5f. 側板 (UMUT-CA9953 標
本). xlふ 5g. 周殻を構成する殻板の殻構造 (UMUT.CA9951 標本). x5. [1-4 お
よび 5 はそれぞれ Yamaguchi (1 977a) および Yamaguchi (1 980) より引用]
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現象の結果としてかは判定できなかった.また

Balanus crenatus および Solidobalanus he.ゆen簡

には始新世または中期中新世初頭以降それらの形態

的特徴が変化したという証拠が見られない.このよ

うな長期にわたる形態の安定はそれらの進化(種分

化)の初期における形態的修正以外に形態進化が無

かったことを意味するのかも知れない.

暖流種は 12 種よりなり，現存種は生態的に，内湾

種および外海種に区分される.内湾種は潮間帯に生

息する Balanus amþhitrite 種群の構成員 4 種(内 1

種は絶滅種)からなる.それらは更新世以降に知ら

れ，その産出は問氷期の内湾や浅海域の拡大と関係

する . B. amþhitrite の種群の一員である B. amaraｭ

quaticus の更新世における絶滅は，ほぽ同じニツ

チェを占める B. am�hitrite (完新世)の出現をもた

らした.

外海種は生態的特徴から潮間帯種と浅海種とに区
分できる.潮間帯種は，現在の暖流域の潮間帯の代

表種 4 種からなる.最古の記録は，中期中新世の O.

sulcala であり，鮮新世には T. jaþonica が付け加わ

り，更新世には全 4 種が揃う.しかし， M. volcano 

だけが現在の地理的分布よりはるかに南方(沖縄)

に位置する.その分布が現在と同じ房総を北限とす

るようになったのは，完新世で，そこでは M. rosa と

の微視的な意味での同所性を示す.浅海種は 8 種か

らなる.後期中新世には最古の記録である M. rosa 

が関東まで分布を広げ，鮮新世には 5種が付け加わ

り，更新世にはそれら全 8 種が関東に揃い， M. rosa 

だけがさらに北上して東北北部に広がった.これら

の暖流系種は更新世に種数の増加が認められ，現在

の地理的分布や種構成がほぼ確立した.それは氷河

性海面変動による内湾および浅海域の拡大と関係す

るのであろう.

図 4 暖流系外海性潮間帯種および絶滅種の Balanus sendicus 
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今後の課題

多くの未記載の絶滅種(15種以上あり，その内訳

が 10 種程度は門の沢動物群に，数種が掛川動物群に

伴う)の存在は化石フジツポ類の時空分布の研究が

未完成であることの大きな理由となっている.それ

は東南アジア方面の現存種の研究が極めて乏しいこ
とに起因する.種分化や生物地理学的な研究のため

には先ずその調査を行わねばならない.

謝辞
この小論をまとめるにあたり有益な助言をいただ

いた京都大学理学部鎮西清高教授に深謝の意を表す

る.またこの研究に用いた標本類は多くの方々から

の寄贈によるものも含まれている.今から十数年以

前には日本の化石フジツポ類は何故か軟体動物化石

リストの末席に遠慮深く Ba}anus sp. とその存在
だけを示すに過ぎなかった.そのことを思うと，こ

のように時空分布の一端が明らかにできたことは多

くの方々からの協力による所が大きい.標本寄贈者

全ての氏名を記すべき紙面の余裕はないが，次の

方々や組織からは特に多くの貴重な標本の提供や援

助をえたので記して謝意を表する:池谷仙之， '糸魚
川淳二，岩崎泰穎，大阪市立自然史博物館，大原隆，

岡崎美彦，小笠原憲四郎，小沢智生，蟹江康光，北

里洋，小池裕子，鎮西清高，野田浩司，花井哲郎，

速水格，本田裕，松居誠一郎，松浦信臣，松島義章，

瑞浪市化石博物館，矢島道子(敬称略，五十音順).

1. Chtha附加 challengeri Hoek [イワフジツポ]，和歌山県田辺湾，現生， la・b.
楯板， x 10, 1c-d 背板， x 10, le. 周殻， x l., 2. Megabalanus volcano (Pilsbry) 
[オオアカフジツポ]，和歌山県田辺湾，現生， UMUT-RA8202 標本， 2a-b. 楯板， X

4， 2c-d. 背板， X4， 2e. 周殻， X2. ， 3. Octomeris sulcata Nilsson.Cantell [コウダカ
キタフジツポ]，長崎県対馬厳原町久根浜，現生， 3a.b. 楯板， x3 ， 3c・d. 背板， x3， 3e・
f. 周殻， x l.3., 4. Tetraclita j，ゆ0削・'caPilsbry [クロフジツポ]，和歌山県周参見町
黒崎，現生， 4a-b. 楯板， x4 , 4c-d. 背板， x 4, 4e-f. 周殻， x l.5., 5. 絶滅種 Balanus
sendicus Hatai, Masuda and Noda [センダイフジツポ]，宮減県仙台市茂庭，中
新世中期初頭茂庭層， SHM・22077標本(斎藤報恩会自然史博物館所蔵，以下同じ)，
5a-b. 楯板， x5， 5c-d. 背板， X5， 5e-f. 腕足類 Coρωか均 gr，のi miyagie悶is Hatai, 
Masuda and Noda の穀に付着した標本 [5a.d の蓋板は写真の左側の個体 (SHM・
22077 標本)中に保存されていたもの]， 5e. x 1, 5f. x2., 6. 絶滅種 Balanussendiｭ
cus Hatai, Masuda and Noda [センダイフジツポ]，宮城県仙台市茂庭，中新世
中期初頭茂庭層， UMUT-CA9641 標本， 6a. 周穀， x 1, 6b. 6a の周殻中に保存され
ていた蓋板の完全な組合せ(左右一対の楯板と背板)，x2. [2 および 5・6 はそれぞれ
Yamaguchi (1973) および Yamaguchi (1982) より号|用]
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1. An叩tobalanus (Armatobalanus) allium (Darwin) [ニンニタフジツポ]，千葉
県館山市府中橋，完新世沼層， la・b. 楯板， x 12, lc.d. 背板， x 12, le 周殻 (shell.
wall), x4., 2. Chirona (Stri・átobalanz店) amaryllis (Darwin) [サクラフジツポ] , 
長崎県南有馬町原城跡，更新世原城層， 2a.b. 楯板， x3, 2c・d. 背板， X3， 2e. 周殻， x 
1. 5., 3. Chiron哩 (Striatobalanus) tenuis (Darwin) [シロフジツボ]，千葉県木更
津市桜井，更新世木下層， 3a・b 楯板， X4 ， 3c.d. 背板， X4， 3e 周穀， X3.5. ， 4. 
Solidobalan附 (Solidobalanus)socialis (Hoek) [ムレフジツポ]，千葉県木更津市桜
井，更新世木下層， 4a・b. 楯板， X8， 4c.d. 背板， X8， 4e 鳴板， x 4., 5. Balanus 
�oecilotheca Kr�er [ニシキフジツボ]，千葉県木更津市太田，更新世木下層， 5aｭ
b 楯板， X5， 5c.d. 背板， X5， 5e. 周殻， x 2.5 , 6. Balanus Irigonus Darwin [サンカ
クフジツボ]，鹿児島県新島，完新世燃島貝層， 6a.b. 橋板， X5， 6c.d. 背板， X5， 6e
周殻， X 1.5. , 7. Megabalanus rosa (Pilsbry) [アカフジツポ]，和歌山県田辺湾，現
生， UMUT.RA8198 標本， 7a.b. 楯板， X5， 7c・d. 背板， X5， 7e. 周穀， X2. ， 8. 
Coronula diadema (Linnaeus) [オニフジツポ]，千葉県市宿，更新世市宿層， XO.5. 
[7 は Yamaguchi (1 973) より引用]
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復元されているが，どういう経緯で犬塚流復元が

なされるに至ったか， くわしく披露している.

レイ・ブラッドベリ著(伊藤典夫訳) :恐竜物語.

新潮文庫， 223p.，新潮社， 1984 年， 400 円.

〔主要内容〕恐竜のほかに，大きくなったら何にな

りたい?/いかずちの音/見よ，気のいい，気ま

ぐれ恐竜たちを/霧笛/もしもわたしが，恐竜は

死んではいない，と言ったとしたら/ティラノサ

ウ Iレス・レックス.

〔寸言〕世界的な SF 作家である著者が，恐竜への憧

れを率直に表明した短篇小説と詩を，一流イラス

トレーターたちの見事なさし絵っきで集大成.

ヒサクニヒコ著:恐竜図鑑.新潮文庫， 223p.，新潮

社， 1985 年， 480 円.

〔主要内容〕恐竜について/初期の恐竜/竜脚類/
大型獣脚類/小型獣脚類/鳥脚類/剣竜/曲竜/

角竜/カモノハシ竜/博物館ガイド.

〔寸言〕著者は漫画家で絵が達者. 1 頁ごとに属の解
説とカラーイラストがある.最後にi貧困隆士氏の

解説文が添えられている.

デビッド・ランパート編(長谷川善和・真鍋真訳)

恐竜の百科. B5 変形判， 259p.，平凡社， 1985 年，

2600 円.

〔主要内容〕恐竜とは何か/恐竜の誕生/恐竜たち
の世界/変わりゆく世界/恐竜の発見/恐竜の展
刀て.

〔寸言〕分類上は 50 科 340 属を網羅しており，各大
陸の恐竜産地図なども含み便利.

フェドゥシアA.著(小畠郁生・杉本剛訳) :鳥の時

代. A5 判， 336+ 19 p.，思索社， 1985 年， 3200 円.
〔主要内容〕羽をもったハ虫類/鳥類の祖先/飛行
への進化/歯をもった鳥と潜水性の鳥/シギ・チ
ドリ類，ガンカモ類およびコウノトリ類/飛べな

い鳥の進化/猛禽類/陸鳥の出現.
〔寸言〕著者はスミソニアン国立自然史博物館の研
究員で，鳥類の進化と系統学上の重要な問題を詳
述している.

ロパート・シルヴアーパーグ著(佐藤高子訳) :地

上から消えた動物.ハヤカワ文庫， 252p.，早川書

房， 1983 年， 360 円.

〔主要内容〕絶滅の意味するもの/ドードー/オー

ロックスとパイソン/ステラーカイギュー/オオ

ウミガラス/クァツガ/モアとロック鳥/地上性

のオオナマケモノ/リョコウパトとヒース・へ

ン/忘却の淵より/絶滅のせとぎわで/滅亡の門

の前に.

アラピーM ・ラプロック].著(中沢宣也・萩原輝彦

訳) :恐龍はなぜ絶滅したか.進化史のミステリー

に挑む.ブルーパックス. 302p.，講談社， 1984 

年， 680 円.

〔主要内容〕プロローグ「恐龍絶滅事件」解明の最

新レポート/発端死体が発見された/事件解明
の手がかりを得た/突発的な「事件」で滅んだ/

容疑者がしぼられてきた/惨劇現場を再現してみ

た/犯行現場をつきとめた/絶滅の真因に迫っ

た/情況証拠は固まった/ほかの可能性も考えて

みた/真犯人を確定し，再犯を防止する.

〔寸言〕激変説のうち陳石説について詳細に解説.

小畠郁生著:恐竜はなぜ滅んだか.中生代のなぞ.
岩波ジュニア新書， 21Op.，岩波書店， 1984 年， 580 

円.

〔主要内容〕古い時代を再現する/地球の歴史をは
かる‘ものさし砂/恐竜が出現するまで/恐竜とそ

の仲間たち/恐竜の生活と能力/翼竜・始祖鳥・

地球環境/恐竜はなぜ滅んだか.

〔寸言〕恐竜絶滅に関する他書が，他天体の飛来に
よる激変説にのみ焦点、を合わせているのに対し，

漸減説の証拠もとりあげながら総合的に考察.

犬塚則久著:デスモスチルスの復元.四六判， 146p., 
海鳴社， 1984 年， 1600 円.

〔主要内容〕デスモスチルスとは何か/復元のやり

方/骨格復元の六仮説/新しい復元方法/骨にき

ざまれた謎/解明された謎/渚の晴乳類.

〔寸言〕デスモスチルスは研究者によりさまざまに

• Some popu!ar books on pa!eonto!ogy (11), ..国立科学博物館地学研究部
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日本産 Glossaulax (Gastropoda: Naticidae) の進化

一第一部: G. didYma , G. vesicalis , G. bicolor および G. reiniana の進化一

間 山鳥 隆 * 

Evolution of ]apanese Glossaulax species (Gastropoda: Naticidae) 

1: G. didyma, G. vesicalis, G. bicolor and G. reiniana 

Ryuichi Majima* 

Abstract ]apanese Glossaulax ranges in age from the Middle Miocene to Recent, and consists of the 
following seven species: G. didyma (Rðding), early Middle Miocene.Reαnt; G. vesicalis (Philippi), 
Early Pleistocene.Recent; G. hyugensis (Shuto), Early Pliocene-Late Pliocene; G. hagenoshitensis 

(Shuto), Late Pliocene-Early Pleistocene; G. nodai Majima, Late Pliocene-Early Pleistocene; G. 
bicolor (Philippi), Late Miocene-Recent; and G. reiniana (Dunker), Late Pliocene-Recent. Among 
them. the evolution of G. hyugensis , G. hagenoshitensis and G. nodai is discussed in part II of the present 

study. 

Glossaulax didyma is considered to be a descendant of a Glossaulax species in northwestern America 

where Glo品;aulax ranges in age from the Eocene to Recent. In Pliocene time, G. didy明a gradually 

changed its morphology and increased its morphological variability. 

Glossaulax vesicalis evolved from G. didyma. In Late Pliocene time, G. didyma had a local populaｭ
tion that showed an extremely wide range of morphological variation, including one variant very 
similar to the earliest known individuals of G. vesicalis. This population appears to be a transitional 

population between G. didyma and G. vesicalis. 

Glossaulax bicolor and G. reiniana are considered to be descendants of G. d;幼Ima. They share some 

important characters with G. didyma. 

はじめに

日本の現在の浅海域および上部新生界には Glos­
sau伽(ツメタガイ属:タマガイ科)が多産する.

Glossau[，協は砂底あるいは泥質底に住み，底層中

に潜行して二枚貝類や巻員類を捕食する . Glossauｭ

lax は軟底に生息することから化石として保存され

やすしまた穀が球形であるため地層から完全な

標本を摘出することが容易である.さらに密集型

の化石産地では幼員から成員までの多数の標本が採

集されることが多い.このような産出上の特色は，

遺穀に基づいて個体変異や個体発生を解釈し，その
進化を論ずる研究に Glossaulax が有用な材料とな

りうることを示している.本論は，日本産 Glossaulax

-静岡大学理学部地球科学教室 (1987年 7 月 31 日受理)

の形態変異の検討を踏まえ，その進化を論じたもの

である.

日本産 Glossaulax には 7 種が認められる(間嶋，

1987): G. didY1ηa(Rδding， 1798), G. vesicalis 
(Philippi, 1848), G. hyuge附is (Shuto, 1964), G. 
hagenoshitensis (Shuto, 1964), G. nodai Majima, 
1985, G. bicolor (Philippi, 1848), G. reiniana 
(Dunker, 1877). それらの進化について，一部は既

に議論してきたが (Majima， 1985; 間嶋， 1986)，本

論では日本産 Glossaulax 全体の進化について述べ

る.第 I 部では Glossaulax の起源と G. didyma から

G. vesicalis, G. bicolor および G. reiniana への進

化を論ずる.第11部では Majima (1985) で議論され

た G. hyt伊別is， G. hagenoshitensおおよび G. no・

dai の進化を heterochrony (異時性)に基づいて論
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ずる . 分類上の議論および種の比較については間嶋

(1987) を参照されたい.

図 l には Glossaulax の主要形質の名称を示す. 図

示した標本は以下の研究機関に保管されている .

CC, ]C (Department of Geology and Mineralogy, 

Faculty of Science, Kyoto University , Kyoto)一
京都大学理学部地質学鉱物学教室

GIYU (Geological Institute, Faculty of Education, 

Yokohama N ational University, Yokohama) 

横浜国立大学教育学部地学教室

GS] (Geological Survey of ]apan , Yatabe)一一工業

技術院地質調査所

IGPS (Institute of Geology and Paleontology , 

Faculty of Science, Tohoku University, Sendai) 
…東北大学理学部地質学古生物教室

IGUT (Institute of Geosience , University of Tsuｭ

kuba , Tsukuba)一筑波大学地球科学系

SHM (Saito Ho-on Kai Museum of Natural Hisｭ

tory, Senda i)一斎藤報恩会自然史博物館

UMUT (University Musèum , University of Tokｭ

yo , Tokyo)一一東京大学総合研究資料館

Glossaulax の起源

Glossaul，叫が良く発達した勝滑層上に明確な一本

口

FOSSILS 44 (1988) 

の索溝を持つことで特徴づけられる (図 2 の 2a-b)

のに対して ， Neverita は良く発達した平滑な横滑層

を持つことで特徴づけられる (図 2 の 1a -b). Glosｭ

saulcL': が Neverita globosa Gabb から始新世に北米

で進化したことは Givens and Kennedy (1976) と

Mari ncovich (1 977) によって指摘されている .

Neverita globosa は北米西岸の上部暁新統か ら上部

始新統に産する殻高 2cm に達する球形の種である

(Marincov ich ， 1977). 本種は Neverita に特徴的なよ

く発達した平滑な11費滑層を持つが，中部始新統産の一

部の団体には11賓滑層上に非常に~~~、一条の索溝が観察

される (Givens and Kennedy , 1976 , pl. 2, figs. 7, 11) 

一方， 11費滑層上に明確な索講を有する Gloss，ωtlax の最

も古い記録はやはり北米から記録されている . すな

わち北米西岸の中部始新統に践する Glossaul，似

reclusiana (Deshayes) (Marincovich , 1977) と北米

東岸の同じく中部始新統に産する Glossaulax lim/lｭ

la (Conrad) である (G i vens and Kenne<;lY. 1976). 

Mari ncovich は北米西岸の G. reclusùina が N.

gわbosa か ら直接進化したと考えた . 一方 ， Givens 

and Kennedy は N. globosa か ら 北米東岸の G.
limula がまず進化し ， G. limula あるいはその近縁

種 (Giv巴ns and Kennedy は種を特定していない) が

北米西岸に移住して Glossaula:x secta (Gabb ) に進化

隣f骨

区1 1 Glossaul，ω の主要形質の名称(主に大山， 1969，堀越， 1 977 による).

Neverita josephinia G/ossau/ax rec/usiana 

図 2 Neve門 /(/ と Gloss(/ulax の模式種.
la.b : Neverita jose�hinia Risso , 1826; x 1.1. イタ リ ア ， シシリー島(現生).
2a.b: Glossaltlax rec/usiana (Deshayes, 1839); x 0.8. メキシコ太平洋岸(現生) .
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[~[ 3 N剖)erita eo(引zica (Nagao , 1928) 
la-b: IGPS35696, X2.1. 長崎県西彼杵

郡香焼鳥， 下部始新統二子J即日. 後綴
式機本. 2a-b: IGUT 1 595 卜 2. x 2.2. 長
崎県西彼杵郡高島， 下部始新統二子鳥
居. 3a-b: IGUT 15951-1. x 1. 7. 長崎
県西彼杵郡高島， 下部始新統二子島JB.

したと考えた . Clossaul(L"C secla (Gabb, 1 864) は

Marincovich (1 977 ) によれば C. l'eclusiana (De 

shayes, 1 839 ) のシノニムである .

北米西岸では始新世以後現在まで Clossaulax が

途切れることなく生存し続けている (M arincov i ch 、

19 77) . この北米西岸の種が中期中新世以降日本に現

れる ClossaulcLr の祖先であると考えられる . ところ

が FI 本にも N. globosa と同様なl跨滑層上の変異を

有する Neverila が始新世に生息していた. 九州の始

新統から産する Neverila eocenica (Nagao) は，良く

発達した平滑なl隣滑層を有し， 殻径 1. 5cll1 に達する

Neuerila globosa に大変良く似た種である . Nagao 

(1 928) は本種を記載した際， 本穫の!僚滑層には索棋

がないことを述べた (図 3 の 1a.b: 後様式標本， 下

部始新統二子島層産， 長崎県西彼杵郡香焼島) . 一

方， 筆者が調べた下部始新統二子島居産 (長崎県西

彼杵郡高島) の N. eoceniω の形態変奥の中には 11費

滑層上に非常に弱い一本の索溝を有するものが認め

られた (図 3 の 3a-b) . したがって ， 日本にも Clos.

saul仰の祖先形とみなしうる種がいたことになる .

しかし日本を含む北西太平洋地域には始新世以降前

期中新世まで Clossaul仰の記録が全くない. そのた

め N. eoceniω を中期中新世以降に出現した日本の

Clossaulax と直接関連づけることは， その時間的空

白を埋める種が存在しないことか らむずかしい.

Neverita eoceni，ω と N. globosa は形態的に良 く 似

ることや類似した形態変異を示すことから ， 非常に

近縁で一つの種グループを形成していたと考えられ

る . このうち，北米の N. globosa だけが Clossau l，ω

への進化の機会に恵まれたのであろう .
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Glossaulax didyrrヨの種内変異
Clossaulax didyrna は本論で議論されるように日

本の全ての Clossaul(L"C の祖先穫であると考え られ

る . 本種は中期中新世の初めに 日本に現れ， {作新世

の聞に形態を変化させると共に著しく幅広い形態変

異を示すよ うになった . なお ， 以下で本種を 3 つの

亜種に細分するが， 単に C. didyrna と言うとき ， そ

れは本種の全てのËIE穫を含んだものを意味する .

中新世の本種は， 球形ないし殻軸方向に伸長した

穀， 中庸に発達した瞭滑層， 深く広 く 刻まれた索機，

および幅は狭いが深く明確な勝孔壁上の螺状織を持

つことで特徴づけられ， これを化石型 (間嶋， 1987 : 

図 4 の 1) と l呼ぶ .

j洋新世の聞にこ の化石型は， 球形ないしやや扇平

な殻， 浅く狭く刻まれた索溝， および弱いが幅広く

刻まれた勝孔壁上の螺状講を持つことを共通の特徴

とする A 型 (間l嶋， 1987: 図 4 の 2) および B 型 (間

l嶋， 1987 : 図 4 の 3 ) に次第に変化する . A 型は， 百Íj

丘と後丘の大きさがほぼ等しい三角形の小さな腕滑

層を有するのに対し ， B 型は ， 11膏孔をほとんど閉じ

てしまう程大きく発達した勝滑層を有する . 化石型，

A 型， B 型の聞には， それらをつなぐ中間形があ

り ， 種としての境界を引くことは困難である . また

数は少ないものの中新世にも A 型や B 型に良く似

た個体が産することがある . 更新世および現世の本

種は ， A 型， B 型および A 型と B 型の中間形か らな

る . しかし数は少ないものの，この時代にも化石型

に良く似たものが産することがある .

中新世と更新 |立~現世の本種を比較したと き ， そ

こにはかなり大きな形態的差異が認め られるので本

種を亜種として時間的に二分する . 本論ではヰI新世

の本種を Clossaulax didyma coticazae (Makiyall1a) 

(図 5 の 1 a- 1 5b ， 17a ・ 1 8b，図 6 の 16-17b) とし ， 更新世

の本種を Clossaulax didyma didyma (R�ing) (匡1 6

の 2a-b ， 6a-8b , ll a-b，図 7 の 9a-1 5b) とする . 鮮新

世の本穫に つ いては ， 一産地から産出した標本群を

一個体群と考え ， その形態的要素が化石型に近いも

のであるならばその個体群を C_ didyma coticazae と

し， A 型みるいは B 型に近いものであればその個体

群を C. didyma didyma とした . その結果 ， C. didyｭ

円w colzcazae と される鮮新世の個体群は， 前期鮮新

世と考え られる宮城県仙台市郷六の竜ノ口層産の個

体群 (図 7 の 1a -8b) ， 長野県戸隠村の概層産の個体

群 (図 5 の 1 6a- b) および新潟県上越市の能生谷層産

の個体群 (All1 a no et a l. , 1985, pl. 2, fig. 1 4) である .

他の鮮新世の個体群はいずれも C. diのrna didyma 

である (図 6 の 1 a-b， 3a -5b , 9a- 10b , 13a-14b). 

静岡県袋井市大日周辺に分布する上部鮮新統掛川

層群大日砂層下部の幾つかの産地より採集される
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G. d冝yma 
化石型

G d冝yma 

A 型

FOSSILS 44 (1988) 

G. d冝yma 

B 型

G. d冝yma 
C 型

G. ves兤al﨎 

図 4 Glossaul.出 didyma の変異形 (1・4) および G. uesicalis (5 ) の勝孔部.

図 5 Glossaul(Lr didyma cotic回ae (Makiyama) 
la.b: IGUT 15835 , X 1. 2，北海道沙首ãîlflt鳴内，フラヌイ層.中期中新世前期. 2a-b: 
IGUT 15844-2, X 1.5，岩手県二戸市白鳥，門ノ沢周， 中期中新世前期. 3a-b: IGUT 
1 5846・ 1 ， X 1. 2，岩手県二戸市福岡町矢沢， 門ノ沢回， 中期中新世前期. 4a-b: SHK 
611 0, X O .6，福島県伊達郡波川， 察川層，中期中新世前期. 5a-b: IGUT 15838- 1, X 
1. 3，石川県珠洲市真部j(転石) ， 東印内層， 中期中新世前期. 6a-b: IGlJT 15837, X 
1. 5. 福島県いわき市忽来町九回. 九函層， 中WJ CÞ新世中期. 7a・b: IGUT 15852-2, X 
1. 6 ， 富山県婦負郡八尾田T綾尾， 八尾層城山部陪， 中期中新世前期. 8a-b: IGUT 15950-
1. x2.2. 岐阜県瑞浪市街澗，宿洞層，中期中新世前期. 9a-b: IGUT 15858- 1, X 1.6. 
岡山県勝田郡土井， 自I1北陪刻1 ， 中期中新世前期. 10a-b: IGUT 15854- 1, X 2.3 ， 岡山

県新見市久原，倣北府 n~上告1 1昔日!百，中期中華什世前期 lla-b: GSJ F12556, X l.8，岩
手県岩手郡雫石町西桜，山津田市，中期中華什世中1~1- 後1~1中華lii!!:. 12a-b: SHK 21708, 
X O.5 ， 宮城県柴田郡村旺l町足立，金ケ瀬1習， "I"J~I 中華lí'世中 J~ト後期中新ilt. 13a-b 
IGUT 15839-2, X 1.0，侃山県東白 川 lnl :fJ品目 I篠田 ， 久仇L 困層 ， 中 J~I 中華斤世中 J~I. 14a-b: 
IGUT 1 5842・ 1 ， x O. 8，稲山県東白川1~1橋田T観音liíj ，久保田層，中期中幸市止中lVl . 15a-b: 
UMUT CM25918 (Natica kù-itani仰α Yokoyama ， 193 1 の完模式標本)， X 1.0，福島
県東白川君11橋町西河内，久保田層， 中期中新世中期. 16a-b: GIYU 521, X O .8，長野
県上水内郡戸隠村川下， 側!晋， 前期鮮新世. 17a-b: IGUT 15851, X 1.1 ， 栃木県温谷
郡塩原町大黒岩， 鹿股沢!習， 中j問中新世中期~後期中新世. 1 8a-b :JC 6 10093 (Ne打。tae­
Jo川口s (Neverita) Jissuratus Kuroda , 193 1 の完模式標本l ， X O . 9 ， 長野県上水内郡
栄村栄沢， 青木層，後期中新世.
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G. di，めnna (図 8 の 1a・l1b) は，全般に薄い穀からな

り， A 型(図 8 の 5a・6b) ， B 型(図 8 の 1a-2b)， A 型

と B 型の中間形をその変異の中に含む一方，それら

に形態的に連続するもう l つの型， C 型(図 4 の4:

図 8 の 8a・l1b) をも含み，著しく形態変異の幅の広

いごとを特徴とする.この C 型は，著しく扇平な殻
と強く刻まれた斜め後方に走る索溝によって特徴づ

けられる.大日周辺の産地(大日砂層下部)を除いた

他の全ての産地(中新世~現在)の G. didyma には，

著しく扇平な殻や斜め後方に走る索溝を有するもの

はほとんど産出しない.この極めて特異な変異形 C

型を有する標本群を後期鮮新世のある極めて短い時

間帯(標本群はほぼ同ーの層準から産する)におけ

る G. didYI仰の地埋的堕種と考え Glossaulax di，の­

ma n. subsp. とする.

Glossaulax vesicalis の起源
Glossaulax vesicalis は更新世の前期に出現し，非

常に薄い穀，小型で薄い隣滑層，および斜め後方に

走る索溝によって特徴づけられる(図 4 の 5 :図 8

の 12a・ 19b). 索溝の刻みの強さには変異があり，広

く深いものから非常に弱いものまである.本種の殻

形には時間的な変異が認められ前期更新世の標本は

螺塔の低い扇平な殻を有する(図 8 の 12a・14b) のに

対して，後期更新世および現世の標本は螺塔の高い

球形な殻を有する(図 8 の 15a-19b).

ここで本種の前期更新世の標本と G. didy附 n.

subsp. の C 型を比較してみると，薄く属平な殻，強

く刻まれた斜め後方に走る索溝など形態上の共通点

が多いことがわかる.また本種と G. didyma n. 

subsp. の全ての変異形を比較してみると薄い殻を

有する事で共通している.このことから G. d:幼Ima

n. subsp. は G. vesicalis への種分化の過程にある個

FOSSILS 44 (1988) 

体群であると考えられる.この G. di，のma から G.

vesicalis への進化を説明する種分化モデルを次に述
Jてる.

後期鮮新世の静岡県大日付近にあった G. didyma 
の一個体群は，著しく幅の広い連続的な形態変異を

示すと同時に全ての個体が薄い殻を持っていた.形

態変異のうち， C 型は既に述べたように他の G. di. 

のma の個体群にはほとんど見られない全く新しい

変異形である.この C 型の形態が遺伝的に固定さ

れ，また同時代の他の G. didyma の個体群との生殖
的隔離が完成して薄い穀を特徴とする新しい種， G. 

vesicalis が誕生した.誕生したばかりの G. vesicalis 
は， C 型から引き継いだ殻形上の特徴(扇平な殻)を

有していたが，時間の経過と共にその形質を失い球

形の殻を有するようになった.

なお， G. vesicalis の一部の個体に見られる著しく
強い索溝は G. didyma n. subsp. の C 型の形質を引

き継いだものであ.り，また C 型のそれは G. di，のma

の化石型の形質を引き継いだものである.したがっ

て G. vesicalis の強い索溝は化石型の形質を反映し

ているといえよう.

Williamson (1981) はケニアの Turkana 湖の淡

水性貝化石を研究し，種分化の際の形態推移が非常
に急速で，しかも比較的大きな個体群の中に起こっ

ていること，および種から種への漸移的な個体群は

個体発生上の不安定化により著しく幅の広い形態変

異を呈することを示した. Williamson によって示

された種分化の際の形態推移は，本論で示した G.

di，のma から G. vesicalis への種分化の際のそれに

非常に良く似ている.

Glossaulax didyma から G. bicolor 

および G. reiniana への進化

図 6 Glossaulax didym混 didyma (Röding) と Glossaulax di，のmacoticazae (Makiyama). 
la・ 15b: Glossaulax di，のma didyma (R�ing). la.b: IGUT 15886.3, X 1.1，福島県
双葉郡二ツ沼，山田浜岡，鮮新世， 2a.b: IGUT 15887, X 1.7，石川県金沢市大桑町
犀川河床，大桑層，前期更新世. 3a.b. 14a.b:3a. b, IGUT 15876.1, XO.8; 14a.b, 
IGUT 15876.2, XO.7，静岡県掛川市下垂木，掛川層群天王砂層，後期鮮新世.4a・5b:

4a.b, IGUT 15878.1, X 0.6; 5a.b, IGUT 15878・ 2 ， X 1.0，静岡県掛川市下西郷，掛
川層群天王砂層，後期鮮新世. 6a.8b: 6a.b, IGUT 15875.1, X l.0; 7a.b. IGUT 15875. 
6, XO.9; 8a.b, IGUT 15875.21, X 1.0，静岡県掛川市細谷，掛川層群細谷凝灰質シル
ト層，前期更新世. 9a.l0b: 9a.b, IGUT 15879.2, X 0.8: 10a.b, IGUT 15879・ 1 ， XO.7, 
宮崎県児湯郡高鍋町禿の下，宮崎層群高鍋部層，後期鮮新世. lla.b: IGUT 15884・
1, xO.8，青森県むつ市近川，砂子又層，前期更新世. 12a.b: IGUT 15890, X 0.6，秋
田県南秋田郡五城目町，笹岡層，後期鮮新世~前期更新世. 13a.b: IGUT 15877, 
XOム静岡県掛川市殿谷，掛川層群大日砂層(最上部)，後期鮮新世. 15a.b: IGUT 
16076, X 0.9，沖縄県名護市古我知，仲尾次砂層，後期鮮新世.
16.17b: Glossaul，出 didyn個 coticazae (Makiyama). 
16.17b: 16, CC 100231, X 1.1; 17a.b, CC 100231 (Po/inices (Neverita) coticazae 
Makiyama, 1926 の完模式標本)，X l.0，朝鮮半島北部(朝鮮民主主義人民共和国)威
鏡北道吉州都金筒洞，下部高戸洞砂岩，中期中新世前期.
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Glossaulax bicolor と G. reiniana は，地質時代か

ら現在までほとんど形態を変えずに生存してきた.

この 2 種の形態変異の幅は比較的狭しこれらがい

かなる種から由来したかを形態的な時間的 ・ 空間的

推移から求めることは難しい.したがって， この 2 種

の起源は形質上の共通点を多く持ち ， かつそれらの
出現時に既に存在していた種に求めるのが妥当であ

ろう . そのような種としては， 以下に述べるように

G. didym頃が考えられる.

Glossaulax bicolor (図 9 の 1) の最も古い記録は，

フィリピンの上部中新統から Shuto (1969) によっ

て Neverita (Glossaulax) petiveriana co mp ressa 

Shuto として報告されたものである . Shuto (1969) 

の標本は， 扇平な殻，舌状に斜め前方に突き出し前

丘が後丘よりも大きい瞬滑層，強く刻まれた索溝，

丸まった毅底， 二重の螺状溝によって刻まれた瞭孔

G. bicolor 

FOSSILS 44 (1988) 

壁など現世の G. bico lor の特徴 (間嶋， 1987) を既に

全て備えている . 後期中新世には G. di，のma と本種

を除いて西太平洋に生存した Glossaulax は存在し

ない . また本種は G. didyma の化石型と強い索講を

有する点で共通している . このことか ら本種は G.

didyma から後期中新世の頃進化したと考えられ る

Glossaulax reiniana (図 9 の 2) の最も古い産出層

準は， 上部鮮新統の掛川層群大日砂層である.本種

の特徴は勝孔壁上を強く刻む螺状溝で(間嶋， 1987), 

この形質は G. didyma の化石型と共通してい る . IJ膏

滑層上の索溝が強く刻まれないという事を除いて，

本穫と G. didyma の化石型は全般的に良 く 似てい

る . これらのことか ら本種は下部鮮新統から産する

G. di，のma cotz印zae の個体群のあるもの(未知のも

のも含めて ) か ら 由来したと推察される.

G. reiniana 

Igj 9 Clossau"田 bicolor (1) と C 陀inia加 (2) の勝孔部.

図 7 Clossalllax didyrna coticazae (Maki yama) と Clossaulaxdidyrna didyrna (R�ing) 
la.8b: Clossaulax didyrna coticazc� (Makiyama) 
la.8b: l a.b , lGUT 15849.5, X 0.9; 2a.b , IGUT 15849.4. X 0.8; 3a-b, IGUT 15849. 
3. X 0.9; 4a.b , SHM 2261, X 0.9; 5, IGUT 15849-2, X 0.8; 6, IGUT 15849・ 1 ， X 0.7; 7a 

b , IGPS 15967, X 0.9; 8a-b, IGPS 15967 , X 0.8，宮城県仙台市郷六.竜ノ口l習，前期
鮮新世.
9a-15b: Closほu/，ι didyl'nß didy>叩 (Röding).

9a-15b: 9a-b , IGUT 15893-82 , X 1.0; lOa -b, IGUT 15893-88, X 1.0; lla -b , IGUT 
15893-53 , X 1.0; 12a-b, GIYU 599.5, X 0.7; 13a.b, IGUT 15893-8, X 0.8; 14a.b , GIYU 
599.7, XO.7; 15a.b, GIYU 599.23 , XO.8，静岡県磐田市豊岡村合代島下，掛川層群大
白砂層(西縁部n. 前期更新世.
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まとめ

(1) 中期中新世の初めに Glossaulax が日本に初め

て現れた.それは G. didyma で，本種は北米西岸

の Glossaulax から進化したと考えられる.
(2) Glossaulax di，のma は鮮新世の時代に形態を変

えながら形態変異の幅が広くなるように変化した.
(3) 後期鮮新世の G. didyma の一個体群が種分化

を起こし G. vesicalis が生じた.この個体群は著
しく幅の広い形態変異を示し，その変異形の中に

は G. vesicalis の最も初期の個体に良く似たもの

が存在した.
(4) Glossaulax bicolor は後期中新世に，また G.

reiniana は鮮新世の中期頃に G. diのma から進

化した.
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図 8 Glossaulax di，のma n. subsp. と Glossaulax vesicalis (Philippi). 
1a・ llb: Glossaulax didyma n. subsp. 
1a-llb: 1a.b, rGUT 15826.36, X 0.9; 2a-b, rGUT 15826.84, X 1.2; 3a.b, rGUT 15826-
52, X 1.1; 4a・b， rGUT 15826.42, X 1.0; 5a-b, rGUT 15826-38, X 0.8; 6a.b, rGUT 
15826.39, xO.8; 7a.b, rGUT 15833, xO.9; 8a-b, rGUT 15826-17, xO.8; 9a-b, rGUT 
15826-40, xO.9; 10a.b, rGUT 15825, xO.7; lla.b, rGUT 15826・ 1 ， xO.6，静岡県袋井
市大日，掛川層群大白砂層{下部)，後期鮮新世.
12a.19b: Glossaulax vesicalis (Philippi). 
12a.b: rGUT 15872-3, x 1.0，青森県むつ市近川，砂子文層，前期更新世.13a・b:GryU
535, XO.8，石川県金沢市金川，大桑層，前期更新世. 14a・b: rGUT 15870, X 0.9，宮
崎県児湯郡川南町通浜，宮崎層群高鍋部層，前期更新世. 15a.b: GryU 624 , xO.7, 
紀伊半島沖，現生， 16a.b: rGUT 15874, xO.7，愛知県三河一色沖，現生. 17: rGUT 
15873-2, x 0.9，千葉県市原市瀬又，瀬又層，後期更新世. 18: IGUT 15871・ 1 ， x 1.0, 
石川県珠洲市西院町平床，平床層，後期更新世. 19a・b: GIYU 525, X 0.9，鹿児島県
大島郡喜界町(喜界島)，琉球石灰岩，後期更新世.
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日本学術会議だより 必.7

「脳死に関する見解」採択される
一医療技術と人聞の生命特別委員会報告ー

昭和62年11月日本学術会議広報委員会

日本学術会議は，去る 10 月 21 日から23 日まで第 103 回総会(第13期・ 6 回目)を開催しました。今回の「日

本学術会議だより」では，今総会で採択された勧告を中心として，同総会の議事内容をお知らせします。本会

議の第13期も.余すところ 9 か月となり.各委員会は，期の活動の取りまとめに向けて一層活発に審議を進め

ています。

総会報告

総会第 1 日自の午前中には，会長からの経過報告，各部・

各委貝会報告に続き.勧告・対外報告等 4 つが提案され.

そのうちの 2 {，牛が可決された.そのほかの 2 件に関しては，

同日午後に各部会で審議が行われ.第 2 日目の午前中に 1

件が.第 3 日自の午前中に l 件が可決された.

なお.総会前日の20 日午前には連合部会が開催され，こ

れらの案件の予備的な説明.質疑が行われた.また第 2 日

目午後には「食樋生産と環境J についての自由討議{詳細

別掲)が.第 38 自の午後には常置委貝会，特別委員会が

開催された。

第 1 日目午前。まず.利根川進氏のノーベル生理学・医

学賞受賞に対し日本学術会議第103回総会の名において祝

電を呈することが提案され.全員一致で可決された.

次に日本学術会識の行う国際学術交流事業の実施に関す

る内規の一部改正についての提案がなされ.これも賛成多

数で可決された.この改正は.第14期の当初 3 か月間にお

ける.国際学会への研連委員の代表派遣について，必要な

経過措置を講ずるものである.

続いて.高齢化社会特別委員会提案の「日本高齢社会総
合研究センター(仮称)の設立について J (勧告) (詳細別

f晶)の提案説明と質疑応答が行われた.さらに，医療技術

と人間的生命特別委員会報告「脳死に関する見解」を「日

本学術会議の運営の細目IJ に関する内規」に定める対外「報

告J として認めることに関する提案が行われた.これは同

特別委員会がその発足以来 2 年間にわたって審議を重ねて

きたものであり.前回 4 月の総会では討論の過程でさらに

検討する必要があるとして同特委により取り下げられたも

のである.その後.委員定数を増加するなどして審議を重

ね.今総会に再度提案されたものであるが.批判的意見を

背後に含む多〈の質問が出された.

第 2 日日午前.前日提案された「日本高齢社会総合研究

センター(仮称)の設立についてJ (勧告)が.賛成多数で

採択され.直ちに内閣総理大臣始め関係諸機関等に送付さ

れた.閉じく前日提案の「脳死に関する見解」は.前日の
部会審議で異論が続出したため，抜本的に書き改められた

ものが提案されたが.なおい〈つかの疑問が示され.採決

には至らなかった.

第 3 日日午前.再度修正された「脳死に関する見解J が

提案された.国民的合意の形成，医学界における少数意見

の存在などに関して.なお理解の不一致があり.質問討論

が行われた.これら若干の点に関する討論者聞の相互了解

を遂げた後.数名の発言者から再度の修正を経ることによ

って本報告は異なった専門分野のいずれからみてもおおむ

ね満足できるものになった，当初に危倶した点が除かれた，

などの意見が述べられだ.こうして多少の曲折はあったが.

最後に本提案がほぼ全貝一致で採択された. (見解の内容は

別項参照)

日本学術会議月報

日本学術会議は，その日常的な活動の状況を科学者や学

術研究団体を始め関係諸機関・団体等に広〈理解してもら

うため.毎月 1 回. r 日本学術会議月報J (85 版・ 6 -12 

ページ)を発行し.無料で配布している.

その内容は，総会の決定事項.運営審議会の審議事項.

研究連絡委員会の開催状況.関係学術研究団体と共同主催

する国際会識の開催状況.後援する国際会議及ぴ研究連絡

委員会等が主催するシンポジウム・講演会のお知らせ等を

中心として，その折身のトピ"ク事項を掲載している.ま

た，会員の随筆なども取り入11. なるべ〈読み易い紙面と

なるよう努めている.

現在.当「月報」を送付している織関・団体等は.次の

とおりである.

大学・短期大学.関係国・公・私立研究機関.

公立図書館.関係省庁.関係報道機関， 日本学術

会議広報協力学術団体・等

* 本会議活動の周知を図るとともに.各学術研究分
野との緊密な連絡・協力関係を維持・強化するため，

本会識の広報活動に協力してもらう学・協会

第14期日本学術会議会員選出の
ための登録学術研究団体の概況

本会議では.現在第14期(昭和田年 7 月 22 日~昭和66年

7 月 21 日)会貝(定貝210人)選出のための手続きが進めら

れているが.先頃 6 月末日を締切期限として，学術研究団

体からの受録申摘が受け付けられた.その後日本学術会議

会員推薦管理会で審査が行われたが.結果は次のとおりで

あった.

学術研究団体の登録申臓の審査結果

申鯖団体数・・・・・・・・・・・・900団体

登録団体数・・・・・・・・・・・・836団体

事 日本学術会議会員推薦管理会が畳録した836団体

名は「日本学術会議月報J 11月号に揚識されるので.

ご参照願いたい.
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北海道菊面沢の上部白亜系におけるイノセラムス・有孔虫化石の対応

松本達郎* .米谷盛寿郎料・野田雅之判事

Inoceramids and foraminifera correlation in the Upper Cretaceous 

of Kikume-zawa, Hokkaido 

Tatsuro Matsumoto事・ Seijuro Maiya柿 and Masayuki Noda*** 

Abstract The Kikume.zawa , a branch of the River Ikushumbetsu in central Hokkaido, is celebrated 
for the occurrence of inoceramids and ammonites of the "Upper Urakawan" , which consists of the 

Zone of Inoceramus (Plalyceramus) ja�onicus above and the Zone of 1. amakusensis below. Foraｭ

miniferal assemblages of the mudstone samples from representative localities of the two zones have 

been examined. with results shown in Tables 1 and 2. 

The beds with よ jaþonicus exposed at Ik 8014 (type locality of よ jaþoniclls hokkaidoensis) and Ik 8013 

contain planktonic foraminiferal species referable to the Globolruncana arca Assemblage-zone, sug. 
gesting a Campanian age. The bed with 1. amakllsensis at Ik 8021 contains the benthic foraminiferal 

faunule of the Silicos忽lIloilina んlaba仰sis・ S. ezoellSお Concurrent.range.zone and planktonic species 

referable to the Dicarinella concavala Acme-zone to MarginolrulZcana canaliclllata.M. marginata Acmeｭ

zone and is probably of early Santonian age. As 1. h忽oensis N oda has b巴en separated from よ

ja�oniclIs. the foraminifera from the beds with よ higoensis in Kyushu should be carefully investigated. 

1. はじめに

北海道幾春別支流の菊面沢は化石がよくとれるこ

とで古くから知られている.その化石群は浦河統上

部の Inoceramus amakusensis 帯と Inocerm勿us jaｭ

þoni，αIS 帯のものとされていた.四国の物部地域の

上部白亜系についての多面的研究 (Matsumoto and 

Tashiro, eds., 1982) において，メガ・ミクロ化石層
序の対応が検討され，よ jゆonicus 帯は少なくも一部
はカンパニアン下部に相当することが有孔虫・放散

虫の研究者により指摘された (Takayanagi et al., 
1982; Okamura et al. , 1982)， では北海道ではどう

か?

偶々野田・松本はいわゆる Inoceramus j，ゆonicus

Nagao and Matsumoto, 1940 について再検討をし
ていたので，他の諸地点、に加え， 1982 年に菊面沢の

同種化石を採集するとともに，同種産出層(泥岩)の

微化石試料をも採取した.これには高橋武美氏が同
行して助力した.さらに 1985 年には，松本(高橋武

美・内田繁比郎両氏同行)は，上記に近い場所で

Inoceramus amakusensis 帯を認定し，その微化石試

料を採取した.これらの試料の処理・検討は米谷が

分担した.この研究結果は 1985 年 11 月 30 日早稲田

大学での白亜系研究小委員会のコロキウムで口頭発

表した.サントニアン・カンパニアンの境界をどの

ように認定するかは，国際的の課題でもあるので，

これに関する資料として役立つよう，ここに記述す

る.

本論にはいるに先だち，野外作業を助けて下さっ

た高橋武美氏と内田繁比郎氏，入林その他調査上の

便宜をはかつて下さった三笠市博物館の方々，特に
村本喜久雄氏に感謝する.

2. 地質の概況
幾春別川本流の桂沢ダムのできる前には，菊面沢

が幾春別川に合流する地点 (Ik1301b) に，コニアシ

アン最上部を示すアンモナイト Parafexanites

orientalis (Yabe) (Matsumoto, 1965, pl. 35 に図示
の GK. H5505) が産出した.そのすぐ上位 (Ik1301c)

-九州大学理学部気付，・宿泊資源開発側技術研究所，山大分市深河内 5 組 (1987年 9 月 10 日受理)
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には凝灰質砂岩~膚灰岩があり，それより土位は

Inoceramus amakusensis Nagao and Matsumoto や

Plesiotexanites kawasakii (Kawada) などを産し，サ

ントニアンである.上記の凝灰質岩層を基底として，

それより上位は上部エゾ層群を 4 区分した上部で，

記号IIId で示している.さらに主として泥岩から成

る IIId の中程にも，基底のと類似した凝灰質岩層が

あり，それより上位に Inoceramus j，ゆomcus を産す

る.最近までIIId の全部をサントニアン相当の浦河

統上部とみなし，その中をよ amakusensis 帯とよ

jaþonicus 帯に分けていた.

幾春別川本流々域白亜系の踏査図と柱状図は

Matsumoto (1965) の figs・2 ， 4 に示され，また地質図

と化石層序を記入した地質断面図は Matsumoto et 

al. (1978 , figs. 6.8)，和文では松本 (1978， シート

Cr50; 1979，シート Cr59) に示されている.

さて，菊面沢は化石の産出で有名ではあるが，地

層の露出は断続的で，かつ走向傾斜の変化がいちじ

るしく，断層に近い部分の急な擦曲や，小規模な背

斜・向斜・スラストもある.従って順序よく層序を

立てるのに困難がある.メガ化石にせよ徴化石にせ

よ，層序に従い順序よくこまめに採集するのが理想

であるが，僅かの距離の聞に順序が乱れるので，化

石帯の認定に有効なメガ化石産出層の露頭から微化

石試料を採集した.但し地層が乱れていたり，風化

のおそれのある場合は採取していない.

桂沢ダムにより桂沢湖ができてからは，菊面沢の

もと下流だった部分は水没している.試料採取地点

を示す図 l の部分は，人によっては上流流域とする

かもしれないが，図のそとになるが南西にはいる支

流(広峰沢)合流点より上を上流とし，そこ迄は中流

と呼ぶ方が便利である.図示の範囲内で注意すべき
点を以下に列記する.

(1)よ (Platyceramus) jaþonicus が loc. Ik8000 (地

層やや擾乱， NW 方向の背斜あり，その両翼)の泥

岩に産する.

(2) Ik8006 に層灰岩~凝灰質砂岩が露出するが，こ

れは先述したII1 d 層の中程のものと解釈する.

(3) それより南々東直線距離で 100m ほどの

Ik8010 の崩れた泥岩にもよ jlψonicus を産する.

(4) さらにその南方 200m 程の地点 Ik8013 の泥岩

にもよ japonicus を産する.川床中の新鮮な露頭

なので，微化石用試料 2 袋を採取した.

(5) これより上流約 70m の Ik8014 では，すでに村

本喜久雄がよ (P.) japonicus のよい標本を採集し

ているので，ここの微化石試料も採集した.Ik8013

~Ik8014 は東北性のゆるい向斜の軸部に近いか

ら，よ jaþonicus 帯の中で比較的上部に当たる.

(6) 菊面沢中流の範囲では， l. jaþonicus 帯の地層の

FOSSILS 44 (1988) 

下位に整然とよ amukusensis 帯の地層が重なる

状態での露頭がない.しかし，たぶん断層で距て

られて，急によ amakωenszs 帯の地層が， IK8014 

の南方 250m あたりで南東に入る枝沢(高村沢と

仮称)の川床や川岸に露出する.ほとんど水平か，

ごく緩傾斜の泥岩で，ノジュール中にはよ ama­

kusensis のほかいく種かのアンモナイトも含むが，
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図 l 菊面沢中流の踏査略図
Fig. 1 Route map along the middle course 
of the Kikume-zawa, a branch of the 
River Ikushumbetsu. 
露頭番号の頭には Ik をつける.・おも
な化石産地， vv 層灰岩~凝灰質砂岩
(鍵層)， +R エゾミカサ竜(転石)の
あった位置.長破線，推定断層.右上
の小図にくさり線で囲んで図示の範囲
を示す.指示図の左下隅は北緯 43・11'，
東径 142'0'，沢の名は略字で示す
一KM: 菊面沢(Kikume-zawa)， HM: 
広峰沢(Hiromine.zawa) ， TK: 高村沢
(Takamura-zawa). 

(松本原図・野田製図)
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示準化石級のものはここからはまだみつかってい

ない， Ik8021 で微化石試料を採取した.

(7) 同じ沢の loc.Ik8028 には，層灰岩~凝灰質砂岩
がほぼ水平の姿勢で露出する.これはIIId 層基底

のものが中程のものか決めにくいが，この露頭の

少し上流の地点で北東から入る小沢ではよ (P.) 

jゆonicus の転石が多い.
(8) 村本喜久雄が発見した腿虫類化石(エゾミカサ

竜の和名があるが，古生物学的記述は未出版で正

式の学名がまだついていなしヨ)は図 1 の+R地点

の転石であったとのことである.

なお 1986 年の夏，松本・野田・高橋の調査で菊面

沢にコニアシアンの地層も露出していることがわ

かったが，この報文ではそのことの詳細を省く.他

方山手には函淵層群が分布し，沢には同層群の砂

岩・磯岩の大小の岩塊が少なくない.しかしエゾ層

群と函淵肘群が接触する露頭はまだ見ていない.

菊ïHi沢の地質踏査図として小畠・村本のものがあ

る(村本. 1982, p. 11)，その露頭番号には IK8000 台
がついているが，今回の Ik 番号と必ずじも一致しな

• 、
.L
 

3. メガ化石について

fnoceramus japonicus の記載に際し Nagao and 

Matsumoto (1 940) は変異が著しいので ιβ. Y の

型を区別した.その後 Matsumoto and Ueda (in 

Ueda , 1962) は各地産の多数個体に基づき，必要があ
れば統計的に吟味もして，それら相互や他の近似種

との関係を明確にすべきであると言及している.そ

のことを具体的に実施した成果は最近 Noda (1983) 

が詳記した， (はじめは野田・松本で共同研究を行っ

ていたが，中途から松本は野田にこの研究を一任す

るようにした， )佐々(1932) が japonicus の MS

name をつけた岩手県の久慈層群国丹層産の図示標

本 (Nagao and Matsumoto, 1940, pl , 9, fig. 1) はよ
japonicus の lectotype に指定された (Matsumoto

and Ueda, 1962) が，これは γ 型で，斜め後腹方に

延びた穀形を示す.北海道に多く産するのは扇形の

β 型で. Noda はよ (Platyceramus) jゆonz ，ωs hokka. 

idoensis N oda という亜種とし，その holotype は先
述の Ik8014 産 (Noda ， 1983 に Ik8015 とあるのは

Ik8014 の誤り)の村本標本 (MC. 520621) (Noda, 
19田， pl. 41 , fig. 2 に図示)であり， Ik8013 や羽幌川

支流右の沢で野田・松本(高橋同行)が採集したもの

(その一部も Noda， 1983 に図示)などは，同亜種の

paratypes である.他方縦長い楕円形で鮫線が β や

y より短いものが α 型で，これは九州の姫浦層群下

萌豆層群下部層の上部によく産し，よ (P.) jlψonicus 

とは別種で，よ (P.) higoensis Noda, 1983 と命名記
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述されている.但しこの型のものは北海道やサハリ

ン(旧樺太)にもいくらか産するが，九州、|のとは若干

の差があるとして，よ (P.) higoensis subsp. nov. と

亜種名を与えないが，亜種としている.なお，九州、|

に近い四国の物部川流域の上部白亜系格佐古層上部
のは，かなり多数だが二次的変形の著しい化石が多

い.しかし変形の少ないものは，むしろよ (P.)japoｭ

niczω であることを示す (Matsumoto et al. 1982 : 

松本・甲藤， 1984)，ここによ (P.) h忽oe附is がある

か，あるとしても層位がよ (P.) jaþonic附と同ーか

疑問である.

fnoceramus amakusensis は九州、|から北海道(さら

にサハリン)まで広く分布し，一定の層位に産する

ので，白亜紀日本区内では特徴的な示帯化石種であ

るが，欧米の標式地域には，同種文はこれの近縁種

は特に認められない.従って国際対比に必ずしも有

効と言えない.欧米ではよ (Platyceramus) rhomboiｭ

des Seitz やそれに分岐肋を加えた形質のよ (P.) 

undulatoPlicatus Römer がサントニアン下部の特徴

種とされており，あるいはチュニジアのよ (P.) suc・

censお Pervinquière が同階基底指示種の候補に挙

げられている (Birkelund et al. , 1984: Bailey et 
al. , 1984)， よ (P.) japonicus はよ (P.) ezoensis 

Yokoyama に分岐肋が加わった形質を持ち，よ (P.)
1I1l du latop licat;ω とは別系統である.よ amakusensis

は一時よ (Platyceramas)とされていたが，田代(口

述)の指摘のように Platyceramus ではないらしい.

ところで幸なことに，よ amakusensis の模式地点、(天

草樋ノ島の石切場の砂岩)から，アンモナイト Te­

xanites collignoni Klinger and Kennedy , 1980 (ニ

T. oliveti (Blanckenhorn) of Matsumoto and Ueda 

in Ueda , 1962, p. 169, pl. 26, fig. 2 : text-fig. 13) (松
本が東大大学院生のころ採集し，現在九大に保管，

GK. H6117 from loc. K60) (最近これに同定できる

ものを同じ地点で利光誠一・野田が採集)が伴って

いる.このアンモナイト種は南アフリカ Zululand

のサントニアン 1 -11. マダガスカルのサントニア

ン下部と中部，さらにルーマニアのサントニアンに

も産する.この仲介によりよ amakuse附is 帯は国際

尺度のサントニアンであることが明確である.

このほか日本(及びサハリン)の諸地域のよ ama­

kusensis 帯から産する Plesiotexanites 属 (Matsu­

moto, 1970 が Texanites の亜属として提唱し，後に

Klinger and Kennedy, 1980 が理由をつけて独立属
とした)は T飢;1nites とともに世界各地から産し，両

属の大多数の種はサントニアンを示すとされている.

菊面沢からも P. kaw轉sakii (Kawada) の見事な標本

が記載されている (Matsumoto， 1970, pl. 39, fig. 1, 
GK. H5507), 
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他方， 1. (P.) japonicus と伴って，あるいは広くよ

(P)j，ゆonicus 帯には，多数のアンモナイトを産する

が，国際対比に有効な示準化石種は菊面沢ではまだ

見付かっていない.利光が目下研究中の北海道北西

部の羽幌及び隣接地域の成果に期待している.但し，

従来得た資料の中で注目されるのは，羽幌川支流右

の沢で高橋武美採集の Menabites mazenoti Colｭ

lignon (Matsumoto and Takahashi, 1986 に報告)
である.これは転石ではあるが， 1. (P) jaþoniヒus

hokkaidoensis (Noda, 1983, pl. 42, fig. 1 ; pl. 43 , fig. 

3 に図示，その他)の多く産する地層にごく近い地点

で得られ，右の沢の白E紀層がドーム構造を呈して

いることと併せ考えると，よ (P.) jaþonicus 帯の中か

あるいはすぐ上位からと推定される.ただし M.

mazenoti は原産地のマダガスカルで完模式標本 I

個がカンパニアン中部から得られているだけで，本

種の真のレインジ (range) は未詳である.本種と類

似の M. menabensis Collignon は同島のカンパニア
ン下部と中部に産しているから ， M. mazenoti が同

階下部から出現しても不合理ではない.

とまれ菊面沢ではよ (P.) jaþoni，αlS がかなりよく

産するのだから，それに伴うアンモナイト中に国際

対比に直接有効な種を見出すことが肝要である.

4. 微化石について

よ (P) japonicllS を産した locs. Ik8013, Ik8014 の

試料中から米谷が検出した有孔虫化石穫は表 l に示
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した.

底生種では Silicosigmoilina ルtabaensis と S.
ezoensゐの両種が多く，それらの層序的レインジ

(range) からいうとサントニアンないし同階より上

位の上部白亜系である.わが国白亜系底生有孔虫化

石帯区分での Marginulina sp. A -Silicosigmoiｭ

lina ルtabaensゐ Assemblage-zone(Maiya and 

Takayanagi, 1977 ;米谷， 1985) に帰属できるか否

かについては，試料中からまだ Marginulina sp. A 

を検出していないこと，さらにそれの最初の出現を

層序的に確認することは下流水没後の菊面沢では困

難という事情に弱点がある.

他方浮遊性種では Globotruncana linneiana と

G. arca が多く，とくによ (Plaかceramus)japoniclIs 

hokkaidoensis の模式地点、の Ik8014 の試料には

Globotruncana が多産し，その中には G. arca の典

型的なものが検出される.ここにその図を添える

(図 2 の 2a・c).

この有孔虫組成を含む Ik8013-8014 の地層は，

Maiya and Takayanagi (1977) の Globotruncana

arca Assemblage-zone に帰属され，国際区分として

はカンパニアンということになる. Douglas (1969) 

はカリフォルニアの上部白亜系の浮遊性有孔虫化石

群による帯区分と他地域との国際対比を試み，カン

パニアン階に G. arca 帯を設けているが，彼の帯の

内容も assemblage-zone である. G. arca , G. linｭ

neiana の両種はカンパニアンの基底から出現し始

表 1 菊関沢のよ (P.) ja，μnicus産出層からの有孔虫(米谷同定).

Table 1. List of foraminifera from the bed with l (P.) 
japonicus in the Kikume.zawa (Identified by S. Maiya). 

産地と頻度

!段生種 (Benthic species) I Loc. Ik 8013 Ik 8014 
Silicosigmoilina ezoensお Takayanagi I a a 

Sβdabaensis Asano I a a 

HaPloPhragmoides asanoi Takayanagi I c 
H. obesus Takayanagi I c 
Gavelinella rumoiensis (Takayanagi) I r 
Robul;術糊帥motoi Takayanagi I c c 

Gyroidin日l depressa (Alth) I r 

浮遊性種 (Planktonic species) 

Globotruncana linne必na (d'Orbigny) I r r 

G. arca (Cushrnan) I c 

G. cf. G. arca (Cushman) I r 

G. japonica rob附ta Takayanagi I c c 

Rosita fornicata (Plummer) I r 

Abundance-a: abundant, c: common, r: rare 
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1a 1b 

2a 2b 

3a 3b 

図 2 浮遊性有孔虫の走査型顕微鏡写真
Fig.2 I1Iustration of selected specimens of planktonic foraminiferal species by SEM. 
la.c. Marginotnmcana marginata (Reuss) 仕om loc. Ik 8021. 
2a.c. Globotl7lncana arca (Cushman) from loc. Ik 8014 
3a.c. Globotnmcana cf. G. arca (Cushman) from loc. Ik 8013. 
Scale bar = 100μm (米谷原図)
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めてマストリヒチアンまで存続するとされている.

しかし Caron (仇 Bolli et a人 1985) のレインジ

チャートでは，.両種とも出現開始はサントニアン最

上部となっており，従来の通念を僅かながら変えて
いる.但しその経緯の説明がない.他方， Robasｭ

zynski et al., (1984) によれば， G. arca は Globo­

truncanita elevata zone の基底から出現とされてお

り，そのレインジはカンパニアンとマストリヒチア

ンにわたる.

サントニアン・カンパニアン両階の境の正確な規

定には，なお問題がある(例えば Birkelund et al. , 
1984 を見よ)し，伴う浮遊性種をさらに検出すべき

ではあるが，今回の結果は北海道でのよ (P.)japonｭ

icω 帯にもカンパニアンの部分があることを強く

示唆し，四国物部川流域の椿佐古層上部についての

研究結果 (Takayanagi et al. , (1982) と調和する.
次によ amakusensis を産した loc. Ik8021 の試料

から米谷が検出した有孔虫種を表 2 に示す.

底生種群は Silicosigmoilina ezoe附おと S. ルta­

baensis に加えて石灰質殻の表示 3 種が特徴的で，北

日本白亜系底生有孔虫化石帯区分における Silicosi­

gmoilinaルtabaensis-S. ezoensis Concurrent-rangeｭ

zone (Maiya and Takayanagi, 1977 :米谷， 1985) 

に帰属できる.

また浮遊性有孔虫群はわが国の Dicarinella conｭ

cavata Acme Zone (サントニアン下部)ないし

Marginotruncana canaliculata-M. marginata 

Acme-zone (チユーロニアン上部~コニアシアン)

の範囲のものである(米谷， 1985: Toshimitsu and 

Maiya, 1986). 底生種群との組み合わせを考慮に入
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れ，この層はサントニアン下部とすることができる.

国際的の化石帯として Caron (仇 Bolli et al. (ed), 

1985) はコニアシアン上部~サントニアン下部に

Dicarinella concavata Interval-zone (D. concavata 

の出現から D. 筒ymetrica の出現まで)，サントニア

ン下部の上部~サントニアン上部に Dicarinella
asymetrica Total-range-zone を設定している.この

定義に合う化石帯を日本で認定できる見込みはある

が，なお攻究を要する.

5. おわりに

今回の検討でよ amakusensÎs 帯はサントニアン
ということは追認できたが，よ (P.) jaþoniclIs 帯の少

なくとも一部はカンパニアン下部に及ぶことが強く

示唆された.しかし国際尺度の区分との対比にはな
お検討を要することも記した.

菊面沢には産しないが，よ (P.) higoensis を L 冶 hゆ

るよ japonicω から分離して別種とするのが正しい

とすると，今までよ japonicus 帯と称していたもの

も見直さなければならない.改正されたよ (P.) jaｭ

ρonicus とよ (P.) hi.主roensis とは同じ時代に生存し

ていたか否かが疑問である. Noda (1983) は両穫を

同時代とし，この問題を提起しなかった.確かに

Ueda (1962) は天草の姫浦層群でよ jゅonicus とよ

amakusensis は上下の順を保つように示したが，Taｭ

shiro (1976) は両者が同一部層から産する部分，すな

わちレインジの重複を認めている.松本も以前から

同様に観察しており，従って Matsumoto (1959) の

化石帯表ではよ amakusensis 帯とよ japonicus 帯の
境界を破線で示した.イノセラムスに伴うアンモナ

表 2 菊函沢のよ amakusensis産出層からの有孔虫(米谷間定)

Table 2 List of foraminifera from the bed with L amak時
四zsis in the Kikume.zawa (ldentified by S. Maiya). 

産地と頻度

民生観 (Benthic species) I Loc. Ik 8021 
Silicosigmoilina ezoensis Takayanagi I a 

S ルtabaensis Asano I r 

Nuttallinella florealis (White) I r 

Robulus 附伽motoi Takayanagi I c 

Gavelinella rumoiensis (Takayanagi) I c 

Oolina apiculata Reuss I c 

Dentalina spp. I c 

浮遊性傾 (Planktonic species) 

Archeoglob信.erina cretacea (d'Orbigny) I c 

Marginotrunca加 ma割問ta (Reuss) I r 

M pseudolinneana Pessagno I r 

M renzi (Gandolfi) I r 
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イトの中で， Protexanites (Anatexanites) ルkazawai

(Yabe and Shimizu) が L arnakuse附is帯の上部，"よ

JGψonzcus 帯"の下部に産する (Matsumoto and 

Ueda in Ueda , 1962 : Matsumoto , 1970) と記して

いる.当時のよ jaþonicus にはよ (P.) h忽oe附おが含
まれるから，このアンモナイトはよ am旧zkuseηSlS 帯

の上部でよ (P.) higoensis をも産する部分に特徴的

ということになるのではないか.九州・北海道など

での確認が必要である.さらにこの部分の有孔虫化

石組成を検討した場合， どういう回答が得られるで

あろうか.今回の小論に引き続いて検討すべき課題

と考え，ここに付言する.
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生物測定にもとづく珪藻化石 Denticulopsis lauta の形態解析

一大きさと形による種の認識一

丸 山 俊 明事

Morphological analysis of the fossil diatom Denticu砂羽 lauta

on the basis of biometry 

- Recognition of species by size and shape一

Toshiaki Maruyama * 

Ahstract The Genl1S DenliclIlo�sis Simunsen (planktonic diatom) flul1rished in the North Pacific 

throl1gh the middle.to.late Miucene Epoch. Most species under this genus are useful as an index 

bec<t ll民e of their rapid progress in evolution and abundant uccllrrence from both onshore strata and 

deep 同日間diments. Del/liclIlo�sis lallla is olle of the most important species in establishing biostrati. 

!-,1faphy and reconstructing paleuenvirunments at the time of about 15 Ma. 
1100 specimens, collected frum Hitachiota City, northeast Honshu , Japan , are examined und巴r the 
Iight microscopc for the size and shape of diatom valves. In order to appreciate the detaiIs of valve 

structure. 1 have defined a new term of "chamber" which signifies the space between pseudosepta, 
and counted the sum of the "chamber" in each valve. D. lauta keeps an odd number of "chamber" 
essential1y. Valves having either 3 or 5 of "chambers" occupy more than 70% of the total speciｭ

mens. 1 have distinguished three types of valves among the samples of D. lauta on the basis of 

apical pseudosepta's mode within the apices of diatom skeletons. The number of "chamberγand 

mode of apicaI pseudosepta are the most important character in analyzing life cycles in which diaｭ

tom valves gradual1y decrease in size through the process of cell division. 

はじめに

Denliculopsis laula (Bailey) Simonsen, 1979 は北
太平洋中~高緯度域の中期中新世初期の示準化石と
して，また西黒沢階の古地理や古海況を知る示相化

石として重視されている.北太平洋の珪藻化石層位
学を発展させてきた研究者のほとんどがこの種の生

存期間 (range) に着目して化石帯区分を行っている

(例えば， Barron, 1980; Maruyama, 1984b; 

Koizumi , 1985; Akiba, 1985). 
さらに D. laula は Denticulopsis 属の分類基準の

再評価や系統発生・進化を考える上でも重要な種で

ある.この種は， Denl加tlopsis 属の中で最初に出現

した D. ρraelaula Akiba and Koizumi (Akiba and 

Yanagisawa, 1985) から分岐した種であり，また D.

-東北大学教養部地学教室 (1987年 9 月 21 日受理)

hyalina (Schrader) Simonsen, 1979 や D. hustedtii 

(Simonsen and Kanaya) Simonsen, 1979 および D.

sp.1 (谷村・斎藤， 1986) の直接の祖先に当たると考

えられる . D. ρraelauta から D. hustedtii までの系

統発生は非常に速やかに進行し， 16Ma から 14Ma
に至る 200 万年間で達成されている.これらの種の

日本列島に沿う地浬的産出頻度の分布ノfターンにつ

いて経時的変化を解析すると，常磐沖かう下北半島
までの広い海域を温暖な水塊が一様に被っていた古

環境を復元できる.

また ， D. laula は形態の類似度が高いことから，

中~後期中新世の D. ρraedimoゆha (Akiba) Barｭ
ron, 1981 や D. dimoゆha (Schrader) Simonsen 

1979 などとも強~，類縁関係を持つと考えられる.北

太平洋の中新統から産出する Denticuloρsis 属の代
表的な種を図 l に示す.

本研究では， D. lauta の形態変異の幅や殻構造を
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D. katayamae 

D. hyalina 
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図 1 Denticu/o.μお属の代表的な種(左から frustule を横から見たところ， valve を上か
ら見たところ， connecting band を上から見たところ，殻長は約 20μm)

D. lauta 

生物測定を通して正確に把握し，大きさと形にもと

づいて本穫のカテゴリーを確立することを目的とす

る.また，殻の大きさや区分したタイプについての

統計結果を手がかりにして細胞分裂に依る増殖過程

の復元を試みる.さらに，将来他地域の標本と比較

しながら生層序・古生物地理学的な考察を加えるた

めの基本資料を得る目的も兼ねている.

材料と方法
1.霞処理による珪藻穀の分離抽出

軟質な堆積岩をカッターナイフで 2~3mm大に削

り，大さじ 1~2 杯程度の量を 200m! ビーカーに入

れ，オーブンを用いて 50Tで 12 時間乾燥させる。た

だし，数週間~1 ヶ月間自然乾燥させた試料の場合

には，すぐに薬品処理を行う. ドラフト付置の作業

台上で試料に高温の 15%過酸化水素水を注ぎ，十分

に泥化させた後，サンドパスに乗せる.過激な発泡

反応が起こらなくなるまで過酸化水素水を少しずつ

足す.反応が激しく泥水が噴きこぼれる危険がある

場合には冷水を足して反応速度をおとす.泥水の全

量は100m!程度にするのが望ましい.過酸化水素水

との反応がおさまってから，泥水が簿黄緑~濃黄色に
なるまで希塩酸を数ml注入して，さらに煮沸する.

20~30 分の薬品処理で珪藻殻を分離抽出できる.

塩酸の蒸気が立ち登らなくなるまでビーカーを放
置冷却させる.砂粒より半島、砕屑物や壊れ残った岩

片を自然沈殿法で取り去って，シルトより細かい粒

子だけをビーカー内に濃集する.自然、沈殿とデカン

テーションによる水洗をl.5 時間おきに 3~5 回繰

り返して酸を抜く.その後 pH が中性になると粘土

が浮いてくるので，上澄みが透明になるまで同様に

水洗を繰り返す.

珪藻殻が濃集している懸濁液を 15m! 試験管な
どを用いて 20~50 倍(曇りガラス程度のこさ)に希

釈する.希釈液を 18X24 (または 18X18) mm のカ

バーガラスに滴下し，熱対流の影響を受けずに標本

が一様に分散するように低温で乾燥させる.アル

コールで希釈したプルーラックスを用いてスライド

グラスに封入する.

2. 岩相と生層序

測定に用いたD. lautaの標本は茨城県常陸太田市

に分布する源氏川層から分離抽出した.源氏川層は

無層理で均質な砂質シルト岩~細粒砂岩を主体とし，

凝灰岩の薄層を挟有する.層厚は最大 550m と推定

されている.源氏川層の下位には，シルト岩の硬軟

互層からなる瑞竜層が整合関係で接している.源氏

川層の上位には細粒砂岩を主体とする長谷層が不整

合で累重すると推定されている(福留， 1974MS). 

調査ルートを常陸太田市北部の松崎に設定し，地

層の調査と岩石資料の採集を行った.調査ルートは

国道 349 号線から北西にのびる瑞竜沢と呼ばれてい
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要するに瑞竜沢セクションでは， 1) 岩相層序が確

立しており， 2)断層や著しい摺曲がなく連続的な層序

断面が得られ， 3) 微化石にもとづく生層序が確立し

ていて年代決定や精密対比がなされており， 4) 化石

標本が良好な保存状態で多産し，しかも 5) 標本抽出

が容易な点など生物測定学的研究にとって好ましい

諸条件が整っている.

44 (1988) 石化

3. 標本抽出と測定項目

測定は次のような手順に従って行った. 1) スライ

ドを生物顕微鏡のステージに固定して，カバーガラ

ス上に任意の測線を設定する. 2) 油浸対物レンズ

100X と接眼レンズ 10X (または 15X) の組合せで

測線をトラパースしながら ， D. lauta の完全な穀の

標本に遭遇するまで観察を続ける. 3) 遭遇した標本

が破損した設の断片であったり，殻の体位(封入状

態)が著しく傾斜している場合には測定対象からは

ずす.

測定項目は殻長 L ， 穀幅 W. 軸頂部にある apicaI

pseudosepta 事の本数，殻表面 (valve face，殻面)の

点紋の粗密さの度合，殻の輪郭(細長いか楕円か)，

marginaI rib の有無である.さらに，今回の測定で

は擬隔壁 (pseudosepta ・)に挟まれた穀内の空間を

"室.. (chamber) と定義し，その数 n を数えた.L と

W の測定は接眼レンズ内にセットした接眼マイク

ロメーターを用いて 0.1 目盛の桁まで行った.各試

料につき測定開始時と終了時の 2 回，対物マイクロ

メーターとの組合せで実長の測定と目盛の補正を

行った.

各試料ごとに完全な標本 50 穀に遭遇するまでト

ラパースを繰り返し測定した.厳密には，カバーガ

ラス内の標本の分散状態，測線設定時の任意性およ

び完全標本と不完全標本との比率にもとづく保存状

態の評価などを考慮すべきであろうが，上記の方法

で当面の解析に必要な程度の無作為な標本抽出が行

われたと考える.測定した岩石試料は ZIR-18~39

の 22 層準で， D.lauta の標本総数は 1100 殻である.

4. Apical pseudosepta の数にもとづく裁のタイ

プ分け

珪藻の殻 (valve) は非晶質シリカ(ガラス)からで

きていて， 2 つの殻が弁当箱のように合わさって 1

つの細胞を形作っている.この状態を frustule と， , 
い，上の穀を epivalve，下の穀を hypovalve と呼ぶ.

valve と valve の聞に girdle と総称される接続部分

の認められる珪藻が多く， girdle のうち各 valve に

ゾ
N
C
一
刃
〈
C

寸1

る沢で，元瑞竜の徳川光国墓の南側に位置する.瑞

竜沢セクションと名付けたこのルートには，瑞竜層

と源氏川層が露出している.両層を対象に 39 層準か

ら 45 試料を連続的かつ系統的に採集した(図 2).

珪藻分析の結果，源氏川層(試料 ZIR・ 18~39)から

は保存良好な珪藻群集が多産したが，下位の瑞竜層

(試料 ZIR・1-17b)からは珪藻化石は全〈産出しなか
った.これは続成作用によるガラス質成分の変質が

opaI-CT 以上に進んだためと思われる.

珪藻化石層序の分析結果を図 3 に示す. Maruyaｭ

ma (l 984b) の化石帯区分に従うと，瑞竜沢セクショ

ンの源氏川層は D.laufa IntervaI-Zone に相当し，お

よそ 15Ma の中期中新世初期の堆績層であると結

論される . D. laufa はこのセクションを通じて連続

して 40~70% と高産出率を占めるため，生物測定用

の標本の抽出が極めて容易である.さらに同属の他

緩が全く産出しないため，同定上の混同も防げる.
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ZIR15日
ZIR15b 

ZIR16a 
ZIR16b 

ZIR17a 
ZIR 17b 

ZIR18 
ZIR19 
ZIR20 
ZIR21 

ZIR 27 
ZIR 28 
ZIR 29 -:;〆75
ZIR 30' 

ZI R 36 
ZI R 37 
ZIR 38 
ZIR 39 

-単数形は pseudoseptum であるが.慣例に従い
本文中では統一して後数形を用いる.

瑞竜沢セクションにおける試料採集位

置と地層の走向・傾斜

図 2
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端竜沢セクションにおける珪藻化石群集の隠位的変化

多くの浮遊性種の細胞は frustule の状態でつな
がったり重なりあって群体(コロニー)を作って浮

力を増し，浮遊生活に適応している . Denticulopsis 
属の各種も殻の表面 (valve face) で接し合って，あ

たかも背中合わせになりながら群体を形成している.

化石標本の場合には群体や frustul巴で抽出される

ことは極めて希で，通常は valve または theca の状

態である.生物顕微鏡で観察する場合には透過光を
用いるため，観察像は総てシルエット(影絵)になる.

凶 3

付加している部分は cingulum と総称される. valve 

と cingulum を合わせた状態を theca と呼び，上殻

側は epitheca，下殻側は hypotheca と呼ぶ. Dentiｭ

culoþsゐ属の各種も connecting band と称する cin­

伊lum を各 valve ごとに I 個持っている(図 4 ， 図

五)- 最近の走査型電子顕微鏡(SEM)による観察では

connecting band 同士を結合する別のタイプの cin­

gulum もあることがわかってきた (Akiba and Yaｭ

nagisawa , 1985). 
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tsuzumi 

foramen 

図 4 珪藻細胞のガラス質殻の立体的組立モ
デル (Denliculopsis 属の例)

胴叩叩…n川州叫tI山l同e

pseudoseptum 

aplca副l 
branching 

foramen 

raphe 

marginal rib 

deck 

図 5 珪藻の殻の立体的透視モデル Wenli-
clIlopsis 属の例)

一方， SEM では標本の外部表面の画像が得られる

だけで，内部の骨格構造はわからない.したがって，

筆者は生物顕微鏡と SEM による観察を合わせて，

殻構造の三次元的なモデル化を行い，形質の組合せ

による穫の定義の確認を繰り返しながら分類学的な

検討を行っている (Maruyama ， 1984a). 

穀の各部位の名称と apicaI pseudosepta の数に

もとづく殻のタイプ分けを図 6 に示す.室数 n のと

き， 2 つの apicaI foramen 内に apicaI 開eudosepta

が全くない場合には(0 ， n , 0) , どちらか一方の api­

caI foramen 内に l 本の apicaI pseudosepta が認め

られる場合には (1 ， n , 0) ， 両方の apicaI foramen 内

に apicaI pseudosepta が l 本ずつ認められる場合

には(1 ， n , 1)と定義する.図 6 には n ==3 の場合を示

した.現在までの観察では， apical branching の一

部が発達して，あたかも apicaI pseudosepta のよう

に見えることがあっても，完全に独立した状態の

む1010101⑬

G)1010101③ 

CDIOIOIOI⑮ 
図 6 Denliculopsis lallla の殻の部位の名称、

と apical pseudosepta にもとづくタ
イプ分け

37 

apicaI pseudosepta が 2 本以上認められたことはな

い.また ， (l ,n , 0)の設定に際しては殻の前と後ろ(頭
部と尾部)を 1 側面では判定できないので， (0, n , 1) 
と等価に扱った. Dentたulopsお属は上下両穀とも穀

面と mantle の境界部に縦溝 (raphe) を有している

ので，その位置を基準にして穀の前後左右を定義す

ることができる.しかし，この方法は殻面の外側 (ou­

ter valve view) からの観察時にのみ有効で， valve 

や theca の内側 (inner valve view) からの観察時に

は縦溝が判別できないという欠点があり，実用的と

は言えない.なお， frustule を形成する場合 Denti­

culopsis 属は一方の valve の頭部に他方の valve の

尾部が対接する.

結果

1. 殻長 L と穀幅 W

殻長 L と殻幅Wの測定結果を図 7 に示す.殻長

の範囲は 6~36μm と幅広く， 1O~20μm に集中的な

分布が認められる.穀幅は 3~7μm と分布範囲が狭

<, 4~5μm に集中的な分布を示す.このことより，
D_ 加仰は殻長が長くなっても穀幅は細く，細長い

殻をつくる「相対的な成長」を示すといえる.

穀の形(細長さの程度)もほとんどの標本が「細長

く J，ラグビーポールのような極端な「楕円形J は認

められなかった.点、紋の粗密の程度を定量的に表現
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L:W TOTAL 1100 valves 
。

。

5 10 15 20 25 30 35μm 

LENGTH (L) 

図 7 殻長 L!こ対する穀幅Wの分布(L:W 図)

することはできなかったが，その変異の幅も著しい

ものではなかった. marginal rib は全標本で観察さ

れた.片側の rib の発達程度に対して他方の側の rib

が筆者な場合が認められたが，両側とも著しく未発

達な標本や全く存在しない標本はなかった.そのよ

うな標本は D. praelauta のカテゴリーに入る.

L :Wの分布図は生物地理学的・層位学的な観点

から D. laula の変異を検討する上での基準になる

ものである.すなわち，同時間菌(帯)における D.

J仰la の地理的な密度分布ノf ターンと合わせて，最

適生息地や適応放散の根拠地を推定していく手がか

りが得られたことを意味する.

2. 室数 n

室数 n のヒストグラムを図 8 に示す. n の最小は

l であり， 2 つの apical foramen のみからなる殻

(n=O)は認められなかった.また ， n の最大値は 13 で

あるが，さらに大きな n値が存在する可能性は今の
とニろ否定できない.

n=3 の標本は 442 穀で全体の 40%を占め，また
n=5 の方は 347 穀と全体の 32%を占め，両者を合

わせると D. laufa の約 7 割に達している .n 主 8 の標

本は極めて希で，その総和は全体の 3%にすぎない.
さらに， 1 主主n 孟 7 の範囲では室数が偶数In=2， 4, 6) 
の殻数は必ず両わきの奇数の殻数より少ない.

以上のことから ， D.laula は n =3 または 5 の穀が

卓越し，しかも奇数の n を取る傾向が強いと結論で

きる.この傾向は中期中新世中期から後期中新世初

valve 
自由

4<12 

TOTAL 1100 valves 

4園田寸ー ー ー・・・・・的~......ーー ーーー・・・・・・ー -ー ・・・ーー ーー・・・・ーーーー・・ーーー・・・・・
347 

耳悶ー・ーー・

湿田4 ・ーー・

1陵

日
13 14 6 3 1 1 

12 13 n 

図 8 室数 n を持つ殻の度数分布

期に生息していた D. ρraedimoゆha や D. dimor. 

pha でも認められる (Maruyama， 1984a) .この 2 種

は 1970 年代に広義の D. laula から分離されている

が，上から見た(蓋殻面， valve view)だけでは D.

lauta s. str. と区別できない場合が多い.したがっ

て，慎重な研究者は D. ρraedimoゆha帯や D. dι 
morpha 帯(いずれも化石にもとづく地層区分の単

位)から検出した蓋殻面のみの標本は D. laula s. 
ampl と記録し，同定上 D. ρraedimoゆha や D.

dimoゆha と即断することを避けている(例えば，

Barron, 1980). しかしながら，東北日本太平洋側の
南北断面に沿って，これら 3 種の時空分布を調査・
整理すると D. ρraedimoゅha 帯や D. dinwゅha 帯
から検出される蓋穀面の D. laula s. ampL はそれぞ
れの化石帯ごとに総て単一種 (D. ρraedinwrpha や
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D. dimoゆha) であり ， D. lauta s. str. との共産

(concurrent range) は全く認められない.この点を

形態学と生物統計学の両面から証明するうえで，今
回のデータは基本資料になると考える.

3. Apical pseudosepta の数

室数 n と apicaI pseudosepta の数とによって殻
を類型化した場合のヒストグラムを図 9 に示す.

n =3 と 5 のなかでも(0， 3, 0) と (0， 5, 0)のタイプ

がそれぞれ全体の 24% と 21%を占めている. (0, n , 
0)の頻度に比べて(1， n , 0) と (1， n , 1)の占める割合
は低しこの傾向は n =7 でも顕著に認められる.一
方，室数が偶数の殻 (n=2， 4, 6, 8)においては(1，
n , 0)ω頻度が(0， n , 0)や(1， n, 1)のそれを大きく上
凶っている

すなわち ， n が奇数の殻では(0 ， n , 0) が，偶数の
殺では(1， n , 0)が，それぞれ基本型を形作ってい
る.基本的に奇数の n を取り，さらに奇数 n と偶数

n においてそれぞれ優先するタイプが異なるという

ニとは遺伝的要因が殻の幾何学的構造を支配してい
ることを意味する.この作用は珪藻細胞の分裂増殖
時に発障されると考えられる.

4. 殻長 L の分布ノf ターンからみた frustule の形
成条件

定数 n に対する殻長 Lの分布を各 apicaI pseu. 

dosepta のタイプ別にグラフに示したのが図 10 で

あり，同様に W の分布を図示したのが図 11 であ

LENGTH (し}

μm 
n 

35 
(0 n 0) (1 n 0) (1 n 1) 

30 1 111 111 111 111 

25 

20 

15 

10 

5 

39 

る . n と Lの聞には強い相闘があり，直線回帰式を

求めることが可能である.一方， n に対する Wの変

化はその範囲のほとんどがオーパーラップしている.
このことは L:Wや n:L の解析から得た結果を裏

付けている.

図 10 におけるそれぞれの n に対する Lの範囲

(range)から判断すると， frustule を作る場合，片方

の穀が n のとき，他方の殻はおおむね n~n:t 2 の範

囲を取り得る.さらに詳しくみると ， n =3を例にし
た場合，その中でも Lが 14μm より短い約半分の殻
は n =1， 2 ， 3 の穀と frustule を作る可能性が最も高

い.一方， Lの長い殻は n=3， 4, 5 の穀と frustule

を作る可能性が最も高い.この傾向は n=5， 7 にお
いても同様に認められる.加えて，偶数 n=2， 4, 6 

に着目すると.偶数 nは n-n :t lの範囲の殻としか

frustule を作らないようにも見える.この点につい

ては標本数と分散の観点からさらに検討する必要が

valve 
草田-r--

TOTAL 1100 valves 

265 図<0， n，白}
密廻4 ・.

232 図(1， n，白}

掴-1-.…一...Fl.ー…・・ 4ヰー........・ー・・ー・ ーー ー rI.Ii (1 , n, 1>

1羽・咽・・・ーーーーー .....，.・・・・・・昨・ーーーー ーー ーーー ー一一一一ー ーー ーーー ーー ー・・・ーーー

1234567891日 11 12 13 n 

図 9 殺のタイプ別度数分布

TOT AL 1100 valves 

35 

30 

25 

20 
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図10 室数 nに対する殻長 Lの分布 (n:L図).それぞれの室数について引かれた 3 本の
線は左から (0， n, 0), (1, n, 0), (1, n, 1)のタイプを示す.
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図11 室数 nに対する殻幅 Wの分布 (n: W図)，それぞれの室数について引かれた 3 本の
線は左から (0 ， n, 0), (1, n, 0), (1. n, 1) のタイプを示す.
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図12 MacDonald-Pfitzer の規則に従った珪藻の細胞分裂

ある.

細胞を l 個 1 個解剖して殻構造とその組合せを調

べれば，上記の結論をさらに明確にすることができ

る.しかし，多数の試料を得るために現生の珪藻細

胞を対象にしても，穀長 30μm 以下の frustule を解

剖する技術はまだ確立されていない.また，化石標

本の場合，生体群集→遺骸群集→化石群集へ移化す

る化石化過程とその後の続成作用および岩石試料か

らの分離抽出作業など，その保存状態を劣化させる

条件が多く，完全な frustule を多量に入手すること
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は困難である.現段階では，乾燥させた標本の中か
ら根気よく完全な frustule を見つけ出し，実体顕微
鏡下で SEM の標本ステージに乗せる際，偶然に各
部分に分解するチャンスの到来を待つだけである.

考察
1. 珪藻細胞の増殖と穀長の短化

休眠胞子などを作らずに細胞分裂を繰り返して増
殖してしぺ過程では，珪藻の母細胞が分裂によって
上殻側と下殻側とに分かれた後，それぞれの穀の内
側に新しい殻ができて娘細胞が完成する.したがっ
て，分裂が進めば進むほど細胞(殻)の大きさは小さ
くなってし ぺ.この過程を rMacDonald-Pfitzer の

規則」とよぷ(Hendey ， 1964; Garrison , 1984). 

ここで母細胞において，穀長 100，穀厚 0.5 の上穀

を考えると，その内側の殻の長さは 99 になる.この

89 90 91 92 93 9叫 95 

6 

7 21 

8 28 56 

41 

母細胞が増殖を始め，殻の厚さが変わらないまま分

裂が繰り返されたと仮定する.その様子を図 12 に示

す.最初の娘細胞の世代 n を 1 と定義すると，細胞

と殻の数はそれぞれ 2n， 2 n+l で増加していく.

各世代における穀長の度数分布を考えると，度数

は 2 項定理に従って増加し，世代を重ねるごとにパ

スカルの三角形を形成していく.第 10世代目には細

胞数は 1024 個に達し，殻長の度数分布は図 13 のよ

うになる.この分布は細胞分裂を阻害する要因が全

く働かず，同調培養などの理想的な環境下でほぼ周

期的に増殖が繰り返された場合に得られる.阻害要
因が働いて，途中で死亡した細胞がある場合には穀

の総数は減少し，度数のピークも穀長の大きい側に

ずれ込むことが予想される.現在の海洋生態系にお

いて単一種からなる珪藻の群体(コロニー)の殻長分

布を考察すると，上記のような作業仮説が立てられ

generation 
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図13 細胞分裂による殺の増加を示すパスカルの三角形と第10世代目の殻の度数分布
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る.

化石群集の場合には，海面から海底への輸送シス
テムや続成作用における穀の淘汰，さらに分離抽出

時の穀の破損など多数のプラックボックスを通過し
ているため，現生群集とはかなり異なった穀長の度
数分布ノfターンを示すことが予想される.しかし，

地質学的な時間単位で考察する場合には，その分布

傾向は現在の生態系の遷移が集積した結果を十分に
反映していると考えて差し支えない.

穀長Lの度数分布に着目した解析が進んでいな

い現状では，今回の生物測定結果を十分議論するこ
とはできない.しかし，殻長 L と室数 n とが高い棺
関で直線回帰することは，細胞分裂がただ単に殻長
Lの変化にのみ影響するのではなく，殻構造(室数)

をも支配している可能性を示唆する.

2. 穀長 L と室数 n にもとづく分裂経路の復元
なぜ同一の室数 n を持つ穀の長さに長短の差が

有り得るのか? さらに apical pseudosepta の存

在様式がなぜ 3 タイプなのか? この問題を解くこ
とは，すなわち，珪藻細胞の分裂経路を復元するこ

とにほかならない.

n=3， 5 の最大，平均，最小の標本のスケッチを図

14 に示した.図中の矢印は珪藻細胞の増殖過程を復
元するために遡り得る経路を示している.この矢印

は，あたかも珪藻の細胞が成長するかのような印象

を与える.一度分裂した細胞が次の分裂を行うまで
に成長すると仮定したらどうなるか? すなわち，

ガラス質の穀が貝や有孔虫などのように次々と骨格
成分を分泌付加させて成長すると仮定したら，時間

を遡る形で分裂経路を復元することになるのではな

し叫べ丸山， 1986MS). 

化石標本の解剖学的研究が技術的に困難であり，

かつ数値実験を行い得るだけの予備的な解析が不十

分な現在，「ガラス質穀が成長する」という仮定のも

とに作業を進めることにする.この作業仮説のもと

で，"大きくなる"経路を考えると図 15 のようにな

る.

n が同一で，ほぽ同じ長さの L を有する (0 ， n , 
0), (1, n , ()), (1, n , 1)という 3 タイプはこの順に"

大きくなった"ことを意味しているのではないか?

すなわち， (0, n , 0)が片側の apical foramen 内に

apical pseudosepta を 1 本作って(1， n , 0)になり，

次に他方の apical foramen 内に apical pseuｭ

dosepta を l 本作って (1， n , 1)になり，その(1， n., 
1)が成熟して (1 ， n+1 , ())になり，さらに成熟して
(0, n+2, 0)の殺になる.極言すると， D.laula の細

胞では分裂後『新しく apical pseudosepta ができ，

それが pseudosepta に発達して室数 n を増してい
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分裂経路の遡行的復元 (n=3， 5 (J) 例)

( 0 , 3 , 0) [24%] 

( 1 ・:， o 〉口%] ¥ 

(1, 3 , 1) 附 /(0 ・ 4 ・ 0) [U] 

( 1 , 4 , 0) [8%] - ( 1 , 4 , 1) [0%] 

(0 , ~， 0) [21%] / 
( 1 , 5 ・ 0) 聞\

(1, 5 , 1) 聞 /(0 自 0) [0%] 

( 1 , 6 , 0) [2%] - ( 1 , 6 , 1) [0%] 

( 0 , 7 , 0) [5%] 

凶15 穀のタイプ分けにのみ着目した場合の
分裂経路の遡行的復元一(0， 3, 0) から
(0, 7, 0) までの順路と各タイプの存在
頻度一

MAX 

23 
5 



化石 44 (1988) 

く.しかも，その伸長は一方向ではなく，双方の軸

頂部で交互に行われるらしい. J という結論が得られ

る.

しかも. (0, n , 0) から (0， n+2 , 0) までの"大きく

なる"速度が非常に速いために. (1, n, 0), (1. n, 

1)および (1， n+ 1, 0) の存在率が同じ程度(等価にちか

く)低くなっているのではないか.また，偶数 n の

(0, n， O) や (1， n , 1) の頻度が 0~1%と低いのも，

"大きくなる"速度がはやいことの反映と考えられる.

この図式は現在の増殖様式の知識に反した表現形

式である.この遡行的な順路を足掛りにして，生物

学的に順行し得る分裂経路の復元ができるように，

今後とも計調|j資料ω収集と解析を行っていく必要が

ある
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一
日本学術会議だより 必8

公開講演会開催さる

昭和63年 2 月 日本学術会議広報委員会

日本学術会議では，学術の成果を広〈国民生活に反映浸透させるという日本学術会議法の主旨に沿うため，

公開講演会を開催していますが，今回の「日本学術会議だより」では.昨年11月に開催した 2 つの公開講演会

の講演内容を中心として，本会議の国際的活動の概要等についてお知らせします.

……・-・-倒………・一……………・・・...1._____--・-

公開講演会「ハイテクと人類の将来j

昭和62年度第 l 回目の公開講演会は， rハイテクと人類の

将来」という主題の基に， 11月 21 日.京都市の日本イタリ
ア京都会館ホールで開催された.

最初に，近藤次郎本会議会長(経営工学) :が， r誰が科学

の進歩を停められるか一心臓移植から SDI まで-J と題し

て.まず.人口の増加によって示きれる人類の発展が科学

の発展に支えられてきたことをあげた。一方では，日航機

の墜落事故， TMI やチェルノプイリの原発事故.スペース

シャトル爆発事故などにより多くの人命が失われたことを

述べた.心臓移植などの生命科学の進歩が高度医療技術の

倫理問題に関心を集め， SDI 構想、が宇宙の平和利用に新し
い問題を提起しているなどを指摘した.そして，これから
の科学・技術の発達には.人文・社会科学と自然科学の調

和を図ることが大切であることを強調した.

次いで，関寛治本会議第 2 部会貝(政治学，立命館大学

教授)は， rハイテク時代の学術ネットワークと平和の条件」
と題して.新しい先端的な科学技術が実際に応用可能とな
ってきたことに伴い.ハイテクを駆使した C&C というネ

ットワークが世界的に可能となり，複雑なネットワークか

ら成る世界政治の構造に大きな変化をもたらしつつあるこ

とを指摘した。そして，このような状況を踏まえて，国家
という壁を解決していかなくてはならないこと.そのため

には. トロン的発想のコンビュータシステムを基礎として

学術情報システムのより自由な地球的規模の再編成を行え
るようにすること.人間間ネ y トワークの高次化による国

の外交政策の在り方の再検討をすることも重要であること

を強調した.

最後に.島袋嘉昌本会議第 3 部会貝(経営学，東洋大学
教授)は， r人間と高度科学技術との調和」と題して，“高
度科学技術の粋を集めた航空機"の事故を取り上げて.そ

の大部分は人為ミスであることを指摘し，このような事故
は.人間と高度科学技術の接点で，何らかのそごが生じて

起きるものであることを指摘した。そして，現在人間と高

度科学技術とをいかに?ネージしていくかについて.十分
な科学的分析と管理的配慮がなされていない.その最大の

問題点は生命尊厳を基にした経営哲学の欠落であると指摘

した上で.人間と高度科学技術との調和を可能にする総合
科学の重要性を強調した.

公開講演会「情報化と国際化」

昭和62年度第 2 回目の公開講演会「情報化と国際化」が，
11月 28 日，本会議講堂で開催きれ，各界各層より多数が聴

講し.成功僅に終了した.

講演は， 3 人の演者による講演とそれに関連する質疑応

答が行われた.

まず最初に，猪瀬博本会議第 5 部会員(情報工学.学術

情報センタ一所長)が「情報技術と国際化J と題して，情
報技術の急速な発展にふれ，歴史上未曽有の規模で産業構

造転換を促し.世界の人々に革命的ともいえる意思疎通の

手段を提供した情報技術は，また一方で情報の氾濫を引き
起こし，貿易摩擦.雇用不安，情報の地域間格差.文化の

画一化など多様な国際問題を発生させてもいると指摘した.

コミュニケーションは，情報提供者と情報の受け手とのバ

ランスが何ょっ不可欠であるとし.それらを 1 )情報流通

の問題， 2) 先端技術開発の問題， 3) 雇用の問題， 4) 

文化の問題に分類し，スライドを交えて意見を述べた.

次に，竹内啓第 3 部会員(経済統計学，東京大学教授)

が「情報化時代の国際政治・経済J と題して.国際的な情

報流通を取り上げ.ますます大量にかつ急速に行われるよ

うになる，その影響として経済・文化等が国際化から世界

化・地球化(グローバル化)される傾向にある今日，一方

では政治における国家主義，民族主義との矛盾が激化する
であろうと指摘した。これからの国際的力関係は，情報力

の量が大きく関係してくると考えられると意見を述べた.

情報化は世界を一つにする基盤を与えることができるカ九
それには各国の協調が不可欠の条件であるとし， 21世紀中

頃には国境・国籍を意識しない望ましい時代がくるように
なるかもしれない，と結んだ.

最後に，字野政雄第 3 部会貝(商学.早稲田大学教授)

が， r企業の情報化と国際化」と題して.企業も個人と問機
に真剣に情報化と国際化について考え.生き残るために取
り組んでいることを，身近なコンビニエンス・ストアやク

レジット(信販)会社を例にとり，具体的にわかりやす〈

解説した.昨今 C. 1. (コーポレートアイデンティティ)
戦略が企業の経営戦略としてクローズアップきれているが，

どういう情報(ハード)を，どのように活用(ソフト)す

るのかが.一番の課題であると力説した.

(なお.これらの講演会の講演内容は.日学双書として.

例日本学術協力財団から出版きれます.)
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頭足類の由来を探る

林 貞 綱島

A research on the origin of the Cephalopoda 
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頭足類ω祖先に対する疑問は頭足類学，即ち Teu­
thology に取って極めて重要な問題であるが，夫れ

はまた古生物学，特に古軟体動物学，或いは古介類
学 (Palaeo.Malacology. Palaeo-Conchology) の重
要問題で，半世紀程前に一度論争の的となったので

あるが，近年それが再燃している.私もこの問題に

は係わりがある ωでその概要を述べておく. Sch. 
midt がエストニアの下部寒武系産の Volborthella

lel1l1is を微小頭足類として記W& したのは 1888 年で
あったが， Schindewolf (1 928) がこの化石が最古の

~n l.Oriであることを論じて以来 Pompeckj. Gra. 

bau. Teichert. Spath. Foerste など 10 数名の聞に

約 10 年間論義が続いた.これより先き 1861 年にカ

ナダでは Bil1ings が Salteralla を建てて，初めは
Serþlilhes に近いものと考えたが，後には翼足類に

入れた.しかし， 1924 年に T. H. Clark が S. conu. 
lala を頭足類に入れC. Poulsen (1927) もグリーン

ランド産の S. exþansa を頭足類に入れている.之に
反して Cobbold (1 932) は Salterella を翼足類とし，
Spath (1933) や Teichert (1 935) も之を頭足類から

除外している.

問題のこれら両化石中 Volborthella に就いては

私はシンデウォルフの薄片を自ら研究した.またク

ラークが頭足類としたおlteralla 資料中の l 個を

切断して内部構造を観察した.そしてこれら両者は
本質的に異らないことを知った.この化石は円錐形
の薄板 (laminae) が cone.in.cone に重って出来て
いてその頂点から錐板の中央を管状の空隙即ち

central tube が貫通しているのである.これが直角

石の体管を想わせたのであるが，気房を欠いている
ので頭足類には入れられない.私は 1937 年にこれら
両者を一括して Volborthelidea を提唱した.その定
義は次の如くである(図 lb) • 
.. Conch tiny, composed of invaginated cones 

-東京都渋谷区代々木 5 -50-18 (1987年 5 月 22 日受理)

and pierced by an empty centraI tube." 

Osnoby 5 巻 (1962) や Moore の Treatise， K・3

(1964) では VolbortheIlida 目は鵜鵡貝類に置かれ

ている.しかし私は頭足類の祖先から分岐した 1

小分校で，独立の新網目とす可きものと考えている.

今この類に就いてはカザクスタ産の寒武中期の

Vologdinella Balashov, 1962 を加えて 3 属 3 科と

なり，北半球の諸大陸のみならずグリンランドから

濠洲にEって広く分布していることが判っている.

Yochelsen et al. (1970) によってネパタ'の下部寒武

系産 Salterella には外殻があり，その尖端は半球形

に始まり，体房は殻の 1/3ないし 1/4で，弱い曲錐形

Orthoceroid Volborthellidea 

External Shell-

a b 

1";<1 1 Comparison of the structures among 出E

Nautiloidea (a) and Volborthellidea (b). 
Mesh: 50ft animal exclusive of Mantle. 
Black: Mantle, or 5hell secreting 皞gan 
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のものもあることが明かになった.また彼は Volbor­

thella と Salterella との近縁を否定し， S. ntgosa に

基いて Agmata を提唱したが，間もなく両属聞に本
質的相異のないことを確認した.従ってこの新称は

Volborthellida の同義異語に外ならない.

私はこの論文 (1937b) 中で当時翼足類とされてい

た Hyolithes 類とも比較した.この類も直錐で，稀に

は弱曲錐で，外見は似ているが，一対の翼のあるフ

タ (operculum) を持っている点で頭足類とは著しく

異っている.この類に対しては Moore の Treatise，

W (1962) 中で Fischer が軟体動物中に新目として

Calyptoptomatida を建てて Hyolithida Matthew, 
1899 はそのうちの綱とされている.頭足類との関連

で特に興味のあるのは斉藤和夫(1936) が北朝鮮平

壌南方の中和附近の中部寒武紀初期の化石として記

載した Hyolithes globiger で，この化石は球状の匹

殻から生長して来るのでこの種に基いて後に Sys­

siev が新綱 Globulida. 1957 と新属 Globulus. 1959 

を建てている.直角石の目玉殻も又この様な球形を呈
しているのである.

さて万人が見て疑いもない最古の頭足類化石と言

えば，東亜の Pleclronoceras である.之は山東省泰

安府西南西の Pagoda Hill の Tsinania 帯から産出
し 1905 年にワルコッ卜が Cyrtoceras cambria と命

名した化石をタイプとし， 1913 年に図示された.そ

の後私は遼東半島頚部の五湖噛地方自家山で之と近

似の化石を採集して，之を切断してその内部構造を

明らかにし， 1935 年に Pleclronocer，ω liaotungense 

なる新称を与え，併せて新科 Plectronoceratidae を
建てたのであった.従ってワルコットの種は現在 p.
call1bria と呼ばれている.両種は共に鳳山統基底部

の Tsinania 帯から産出し，その時代は寒武紀後期

の初頭である.両標本共 7mm 程の小型で，最古の頭
足類としては内部外形両方とも分明している P. liao-

1:,:(12 1後clrollocen品 li([(}tu l1#el1Se Koba・
yashi 
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tungem・6 がその後の考察の基になっているのであ

る.その形は曲錐で横断面はほぽ楕円形で内には多

数の気房があり，その腹側に細い体管があり，隔壁
は内端で釣針状をなし，初期のものはほぼ直角であ
るが，後期のものはやや鋭角となる.その末端で前

の隔壁との聞は聞いているが，最後から 2 番目の気

房にはその聞に断面で気房の方へ半円を描く連結環

が残存している.設の頂部は残存していないが体房

は殻長の 4 分の l 位であろう.縫合線は側面でゆる

やかに垂れさがっている.

そこで隔壁による体管と空房の分離が問題である

のであるが，ワルコット(1905. 1913) は山東の下部

寒武系産の Helcionella chinensis に就いて "The

apex is broken off at a smooth slightly convex 

septum" と記しているのである.私は，之に注目し

て平壌南方産の中寒武紀初の H. CUI加llica (})殻長

を切断して 2 隔壁の存在を実証した.そして "the

septate Helciunelln suggests for the conchphyloｭ

geny something of the stage one step before the 

appearance of the varichoanitic siphuncle" と述べ

たのである(1958). この変管型という ωは Plcctron・

oceras などの原始型でその性質が同一ml体中で I[îl

定していない型式に対して私が 1935 年に挺111\した

のである.

その前年にカナダロッキーの寒武中期ω Helcio­

nella ? carinata の殻頂に 2 隔壁の存在する事，y

Rasetti (1957) が報じた.

Wenz が Monoplacophora (単殻綱)舎建てたの

は 1952 年で Moore の Treatise (1960) では Hel­

cionella は腹足綱に入れられていたが，今日では

Bellerophontacea までが単穀綱に含まれている

(Rollins and Batten, 1968; Runnegar and Jell. 

1976). Helcionella は当然狭義の腹足類ではなく単

穀類の属であり，その殻頂の隔壁が問題であるので

あるが， Yochelson， Flower, Webers (1973) は西
南極産の後記寒武紀中頃 (Franconian) の Kn忽hto・

con1ls antarcticus には多数の隔壁の存在すること
を報じている.本種は Hyspeloconidae に属し，この

ような単殻類から頭足類が由来したであろうと称し

ている.しかし単殻綱中で Pleclronoceras に最も外

型の近似しているのは奥陶中期の Polliana であろ

う.最近この属が寒武中期に出現していたであろう

事が判って来た (Runnegar and Jell , 1976). 
単殻綱は左右対称で内側に数対の筋痕がある.一

般に曲錐形で口は惰円形乃至卵形で，稀に円に近い

ものもあり，また錐頂がその中心近くにあるものも

あるが，多くは前方に偏在している.本綱は古生代

に繁栄し，三畳紀前期に急に衰退して Neopilina の

みがぺルーの深い遠海に残存している.そして現生
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Ixl :1 lヤûaeo('(' 1"t4百川IIlabile Flower. 

fÆ で ':1: 1民[Jli 111 にはられるような体のねじ;jl (torｭ
sion) 1-欠いている.単伎鎖はこω点でもi-ifi足類と一

放する.しかし'康氏紀或いは川古生代に栄えた本綱

ω多〈は低錐形で海底に静止し或いは緩漫な移動を
していたであろう .lIZi 錐形で凹側に体管のある

!'/ec!rollυcel加では気回ωある凸側を上にして移動

し，時には遊泳，あるいは近距離の飛躍的移動が出

来たであろう.気房の形成にはこω ような古期単殻

績から IJズ始頭足額への生活様式の変化と密接な関連

がある.そしてその変化は Polliana のような曲錐形

の単殻類の頂殺形成の初期に生長に伴って外套は前

進に際して隔壁が背側から形成されても腹側では後
方に突出して残り気房と体管の分化を生じたであろ

う.その為に隔壁は体管の周囲で後方に曲ったが，

その曲り方は一定せず変管型を呈していたであろう

また活発な運動に耐えるために体管が気房の方へ突
出して側環 (siphuncular bulb) を形成している.
そこで前記の Helcionella の殻頂に見られるよう

なセプタの出現が問題であるが，東アジアの Tsina・
ma帯は北米の Franconian の上頂部に対比されて

いるので，テキサスでその上に当る Trempea­

leauan 上部産即ち寒武紀最末とされている Palaeo­

ceras mutabile Flower (1954) にはその腹側の体管

中に二次的に入って来た穀頂部が見られる.これは
円錐形で特にその尖端部は細くなり隔壁が存在する.
この地層には三葉虫を伴っているが，他の化石に就
いては述べられていないので同種の幼穀ではあるま

いかと推測される.何れにせよ幼穀中に生じた隔壁
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が設を横断しているか，或いは殻を気房と体管とに

区分するかが次の問題である(図 3) • 

最近中国では Pleclronoceras 直後に繁栄した寒武
後期の頭足類が多数記載・図示されている (Chen

and Teichert, 1983). しかし残念乍ら之等の Elles­

mereoceras 類の殻頂の判明しているものはない.し

かし現在ではこの類から内角石類が発展して来たこ

とは明かである.そして私は内角石類の殻頂に就い

ては 1937 年 (a) に評論したように種々の発展の段

階が認められるのである.

初生隔壁 (initial septum) の形成に就いては，これ

を類推するために内角石の初期の殻を見ると図 4

の如くである.すなわち頭足類の化石には体管と気

房とがあるが，しかし ， Nanno には両者が分化する

前に円錐形の幼殻がある . Proterocamel官'eras では

この幼殻が著しく長い円錐であるが， Foerstellites 

では小短錐形である.そして Sueccoceras や Man­

c/llfrocer加. Coreanoceras などではこの pre-septal

cone 段階が省略されている.これらの変化は奥陶紀

前期中に起って居るのであるが，しかし奥陶紀中期

の Chazyoceras は尚 Nanno に見られるように幼

殻から生長したのである.この preseptal cone が即

ち Monoplacophoran stage であって initial sepｭ

tum の形成から体管と空房が分かたれて Cephalo­

podan stage に入るのである.

1 

iJj 

2 

図 4

4 5 

6 
Endoceroid の apical end. 
1. Proterocameroceras brainardi 
(Whitfield) (after Ruedemann. 1904) 
2. Nanno belemnitiforme Holm (afｭ
ter Holm. 1896) 
3. Sueccoceras barrandei (Dewitz) 
(after Holm. 1896) 
1. F，即悶tellites faberi (Foerste) 
(after Foerste. 1929) 
5. Cameroceras trentone間e Hall (afｭ
tu F oerste. 1924) 
6. Endoceras akpatokense Foerste 
(a仕er F oerste. 1936) 
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之を要するに頭足類は単穀類から発生して来たの

であって，後者のうちでは Polliana 様のものから前

者即ち Plectronoceras が出現して来た.その聞には

中期寒武後葉と後期寒武前葉の期間の missing link 

があるが，その両者が共に西太平洋のものであるから，

そこで頭足類が発生したのであろう.頭足類の原型

は初めに想像されたように直錐型ではなく曲錐で，

Plectronoceras 直後に直錐型の EIlesmereoceroids

が大発展をしたのであった.
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古生物学の研究動向

古生物学研究連絡委員会

委員長高柳 洋

まえがき

lI(j和 62 年 4 月，第 13 期の日本学術会議に設置された第 3 常置委員会の委員長より，各研究連絡委員会委

員長に対して， r学術研究動向白書」作成のための資料原稿執筆依頼が行われた.その趣旨 l丸、今期における

学術会議の活動ω一環として，学術研究の動向について分析を加え，その長期的な研究計画を総合的にレ

ビューし，今後の学術研究の方向を見いだし，その発展に寄与するため'の「白書Jであると記されている.

よれそ受けて，古生物学研究連絡委員会(以下古生物研連)でも，委員長が研連としての考え方や主張を取り

まとめて執筆にあたることとし，同年 6 月上記の常置委員会に原稿を提出した.

第 3 常世委員会では，第 4 部関係(理学関係)の資料については早川|幸男，宮沢辰男の両会員がまとめ役と

る:っているが.何分にも膨大な資料を絞りこんで，小冊子にしなければ仕らない. したがって，古生物研連

挺I.!:lω版縞にしても，どU) くら\，がr(n雪 JIこ盛り込まれるものやらおぼつかない状態にある.このため，古

生物研連では，ニ ω原稿に若干ω手入れをして，委員長名で「化石」誌に公表し，最近における古生物研連の

折助ω~ft指令市生物学ω関係名ーにお伝えするニとにしたものである.なお本文中の項目の枠組みは，執筆依

中(iを受けた際に統一体裁としてうえらHたものに従っている.

はじめに

古生物学では，古生物の分類群ごとに専攻が分化

している.それぞれの分野における研究の発展過程

や研究の水準にはかなりな相違があり，急速な進捗

矧，ゆるやから:展開期などもみな異なっている.そ

の一方で，最近では古生物の専攻者たちが，地球科

学はもちろんのこと物理・化学・生物学など関連領

域の研究者など，方法論を異にする研究者たちと協

力して，惑星地球に生起した事象を解明する動きも

顕著である.したがって，一般的傾向として動向を

捉えることは甚だ難しいので，展望としては不完全

なものであることを予めお断りしておし

1. 研究テーマの動向

(1) 主要な動向:
古生物のなかでも微古生物学といわれる部門にお

いて著しい展開があった.とくに海生動・植物プラ

ンクトンは生産量が大きし分布が汎世界的で，し

かも進化速度がすみやかであるため，これらの微化

石による海成層の区分や精度の高い対比がグローパ

ルに進行した.とりわけ国際深海掘削計画の進行と

ともに，海水に被われているためそれまでは研究者

の手の及ばなかった地球表面の 2/3 を占める深海底

の堆積層についても成果があがった.この結果，後

期中生代以来の深海底の堆積物の形成機構や時代が

明らかになり，プレートテクトニクス理論の発展を

支える重要な貢献となった.また従来時代が不明の

まま長い間取り残されていた日本列島の地質体の重

要な構成部分から，微化石(とりわけ放散虫)の発見

が相次ぎ，時代やその形成の場の環境が判明し，そ

の結果，列島の構造発達史が大きく書き改められる

ことになった.

海生の軟体動物化石の研究は日本では一番長い研

究史を持っている.中生代の頭足類とくに白亜紀の

アンモナイト類の系統分類に関する多くの貢献と，

これに類縁の現生のオオムガイ類の生態調査・生理

学的研究が同時的に進行し，絶滅した古生物の"生

物学的古生物学" (Paleobiology) の分野を発展させ

るものとして注目されている.中・新生代の斧足類・

腹足類については，集団生物学的理論に基づく進化

系統が追求される一方で，それらの機能形態，古生

態の問題に研究が集中し，著しい進展をみせている.
また，これらを基礎とする古生物地理の研究は，ア

ジア大陸の縁辺部に位置する日本列島の形成期にお

ける古環境・古地理などの復元に貢献した.

その他の大型動物化石では，きわめて散点的に知

られるに過ぎなかった艇虫類化石の産出記録が増加

し，世界最古の魚龍の発見，陸生恐龍の発見などが

相次ぎ，中生代における日本列島およびその周辺海

域と大陸ないしテチス海との関連が新たな問題とし

て浮かびあがってきた.さらに新生代の日甫乳動物化

石の発掘調査も系統的に行われるようになり，古日南

乳動物相に関する知識が増大した.

一方，古植物学の分野では，アジア地域の一環と
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しての日本列島の古植物群という観点、に立って，古

生代から新生代まで一貫したアジアの古植生の変遺

が追究されてきた.これによりグローパルな気候変

動や，海陸分布の変化を反映した植物地理区の変遷

や系統の分化が明かにされている.また日本列島の

主要炭田は第三紀に形成されたが，これらの形成過

程が大型植物のみならず，花粉化石の分析を通じて

詳細にされた.さらに近年における琵琶湖底の掘削

による大型研究は，湖底層の独創的研究として世界

的にその成果が高く評価されたが，花粉化石を始め

とする微化石の研究は第四紀の古気候の探究に大き

く貢献した.

日本人研究者の主導による東南アジア地域の地質

学・古生物学の調査研究は 1962 年より 1981 年まで

継続して実施されてきた.これは当初外務省のコロ

ンポ計画の一環として行われたが， 1974 年以後は文

部省の海外学術調査研究助成金によりなされたもの

である.この成果は 25 巻にわたる大冊のシリーズ

(1964・ 1984) にまとめられた.タイ・マレーシア・イ

ンドネシア・フィリッピン・台湾などの諸国から産

出した古生代から新生代までの多くの分類群の化石

に関する古生物学上の業績は，単なる知的貢献にと

どまらず，それらが当該国の研究者との協力によっ

てなされ，それぞれの国における古生物学的研究を

おおいに促進し，さらにその後の種々の国際交流の

基礎を作ったことにより，おおいに評価される.

(2) 総括的展望:

化石は地質年代の決定に重要な役割を演じてきて

いるが，近年は，放射性同位体による年代測定法の

進歩や古地磁気層位学の進展に伴い，古生物進化上

の事件の絶対年代がかなり正確に突き止められ，こ

れにより古生物年代学が急速に進歩した.この結果
地質年代尺度の精度が向上し，地球上に発生した諸

事象の時間的推移や因果関係の把握が容易になった.

また，安定同位体の測定によって，古水温，海水の

肥沃度，グローパルな氷床の発達程度など種々の環

境的ノ fラメータを測ることが可能になった.このよ

うに質量分析計やコンビュータの進歩により，信頼

度の高い測定値が得られ，かつ多量のデータ解析が

可能になった結果，古環境，古気候，古海洋などの

変遷は勿論のこと，生物進化の時間的過程に関わる

問題の追究がおおいに行われつつある.最近におけ

る自然科学分野の一大話題である白亜紀/第三紀の

境界事件や生物群の大絶滅事件は，まさにその好例

といえるであろう.これらは近年の周辺科学やテク

ノロジーの進歩が古生物学に新しい研究手段を提供

し，古典的古生物学の域からわれわれが脱却するの

に，いかに力をかしているかを示す，ほんの一例に

すぎない. 1960 年代後半における電子顕微鏡，とく
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に走査型電子顕微鏡の導入が新しい観察と記録の手

段をもたらし，古生物学では革命的とすら言えるく

らいの進歩につながったのと同様である.

(3) 将来重要とみなされる研究テーマ:

古生物学の本来的目標の一つは化石という具体的

な証拠に基づき生物進化の道筋とその仕組みを明ら

かにすることにある.最近の新しい進化理論に刺激

されて，古生物学の進化機構，形態形成，機能形態

などについて挑戦する若い研究者の活動が目だち始

めているのは世界的傾向といえる.このような活動

を通じて，生物科学と古生物学との共通領域が将来

もっと広がるであろう.

古生物学者が過去の生物圏の問題に焦点を絞り，

動・植物の起源や系統を探り，それらの生態を明ら

かにし，さらに古動・植物群と環境の相互作用の所

産というべき古生物地理区の変遷の解明に努めると
いう，基本的姿勢には今後とも変化はないであろう.

しかしながら，プレートテクトニクス理論の進展に

つれて，これまでの地球表層部の構造発達史観は急

速に改まりつつあり，古生物学者は地球古環境の総

合的解明に積極的に乗り出すことになろう.過去の

探求を通じて得られる変動モデルは，現在の地球環

境を理解しさらにその長期的変動を予測するにも有

効である.

2. 研究活動の現状

(1) 研究活動の態様:
古生物学全般についていえば，個人研究のほうが

共同研究をはるかに上回っている.しかし研究者層

の厚い専門分野においては，かなりな頻度で総合研

究や海外学術調査など共同研究が行われている.新

第三紀軟体動物の古生物学地理，絶滅生物のアンモ

ナイト類の生理・生態の解明のための現生オオムガ

イ調査，中・古生代放散虫生層序，底生有孔虫の古

生態・古生物地理・進化系統などが好例である.ま
た，国際深海掘削計画，国際地質対比計画等に関連

する諸研究計画等で古生物学者の活動がめだっ.さ

らに最近では， 2 ・ 3 の特定研究において，物理系，

化学系，生物系などの研究者との共同研究が行われ，

かなりな成果をおさめた.

(2) 研究活動の展開:

古生物学の進展は，綿密かつ慎重な資料収集と観
察，分析そして総合というかなり根気のいる，基礎

研究が土台となっている.それによって初めて古生

物学の理論が発展し，そしてまた検証を繰り返すこ

とによって進歩がある.したがって，多分に経験と

いく分かのチャンスに恵まれないと，なかなか新た

な展開は望めない

学際的研究は古生物学(さらに広義には地球科学)
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と生物科学や海洋科学一般との聞に展開が期待され

る.生物進化，生物地理など地球生物発生以来の膨
大な記録を抱えた古生物学者と現生生物を対象に実

験手段を持つ生物学者がそれぞれの方法論のもとで

協同することが必要である.また，最近の海洋研究

の進展に伴~'.海洋底から莫大かつ保存良好の化石
が入手される時代となり，過去の全海洋の変遷を記

録した資料にわれわれは近付けることになった.こ

れらの記録の解読には海洋物理，海洋化学，海洋生

物学その他すべての分野との協同が必要である.最

近議論されている "G!oba! Change" 計画はこの良

~ ，試金石となろう.

先述のように，周辺科学技術の発達が古生物学の

進歩に及ぼした影響は大きい.海洋関係の研究が今

後ますます活発になるにつれ，高度に設備の整った

研究船舶への需要が増加するであろうし，一方，古

生物学の研究対象が分子レベルまでひろがるにつれ

て微倶的観察，記録，解析，微量分析等に必要な機

器への要求が高まるであろう.これらの開発が新た

な展開へのスプリングボードになることは疑えない.

現にエレクトロニクス関係の急速な進歩が日常的に

研究手段の改革的変化として現れている.

古生物学を問わず，広く自然科学の分野では，研

究評価の方法として，論文の学会誌掲載に際しての

レフェリー制が採用されているが，学会報告発表に

ついては，いまだに申請をことごとく受理して発表

させる方式がとられている.研究論文の水準を維持

する手段としてレフェリー制度は有効であるが，な

お残されている問題点として，若干付け加えると，

専門分野の多岐に分化している現在，分野によって

は適当なレフェリーを得がたい場合があること，ま

たレフェリーに人を得ないと個人的見解の強制が行

われる場合のあること，複数のレフェリーによる査

読に時間をとり過ぎることなど，いろいろと改善を

要することがある.

研究評価の問題よりはずれるが，もう一つの問題

は古生物学関係の学位論文等の大論文の公表手段の

ことである.これらは古生物の体系的分類記載を伴

う大部のものが多く，新分類体系の提唱など重要な

貢献もかなり含まれている.これらの公表は通常の

学会誌ではきわめて困難であり，これらの出版のた

めに果たしている大学院大学の紀要等の役割はいか

に重要であるか，強調しておきたい. (大学紀要類に

はレフェリー制度がないという理由で十ぱひとから

げに否定する自然科学界の一部の傾向には反対であ

る.) 

(3) 研究活動の社会環境

古生物学と国の学術政策とのかかわりについては，
海洋科学の振興の一端を海洋微古生物学がになって
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いる程度で，これまではあまり関わりがない.むし

ろないがしろにされている基礎的分野という意識が

濃厚である.学術会議の勧告案にかつて取り上げら

れた"古生物研究所"の構想そのものには現在でも

十分評価しうるものが含まれており，これを棚上げ

にされたことに対して遺憾とする研究者が多い.

学一官一産の関係において取り上げるべきことは

少ない.ただ応用古生物学というべきであろうか，

石油・天然ガスのような地下資源開発等にはたす微

化石層位学の役割は重要で，油・ガス田の地下地質

構造の解明に貢献してきている.したがって，大学

等研究教育機関に対しては，この方面において"学"

のもたらすべき研究成果と研究技術者の供給源とし
ての役割が常に期待されている.

古生物学の成果がいかに社会に還元されているか.

古生物学が「人間の生存」に関わる自然史科学とし
て，社会的に重要であることは疑いない.しかし，

基礎科学の多くの分野に通じることであろうが，直
接的な物質文明に対する貢献を論ずることはいささ

か困難である.学校教育のみならず，自然史博物館

やテレビ放送あるいは随時の化石展などを介して，

地球生物の発生以来の生物進化や生物と自然環境の

関わりについての社会教育に力をいれてきている.

人間の知識の増加や，新しい自然観が次の世代の人

間形成にどのような効果をもつのか，自己評価の難

しいところであるが，古生物学にたずさわる者とし

ておおいなる収穫を期待している.

3. 国際的にみた日本の学術研究

(1) 国際的位置づけ

日本の古生物学の研究水準はかなり高いと判断さ
れる

出版物としては，発刊以来半世紀を過ぎた欧文の

学会誌や特別出版物，少数種ながら有名な欧文の大

学紀要類があり，国際的に引用される機会が多い.

主として戦前のことながら，学術研究会議(後に学術

会議に引き継がれる)編集の"日本地質学地理学集

報"は日本の古生物学の成果を国際的に周知させる

よい手段であった.また，戦後，"東南アジアの地質・
古生物"シリーズ 25 巻(欧文;東大出版会)が刊行さ

れ，種々の国際昔、上で高く評価されている.一方，

研究者個人としては，各種の国際研究誌の編集委員

として活動中の者が多く，またそのような学術誌へ

の投稿も若い世代の研究者にふえつつある.その他，

国際研究集会の組織作りへの参加要請，日本におけ

る国際会議開催の要請等も後を絶たない.すでにい

くつもの国際会議がそれら研究者の努力により開催

され，また今後開催予定のものもすでにいくつかあ

る.
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(2) 国際比較・特色
日本における研究動向をみてとりわけ特色といえ

るものはない.研究対象が日本固有のものというよ

り，常にク@ローパルに関心をひくものが多いせいで

もある.学会誌の内容は次第に変化しているが，依

然主して分類記載に関するものが多い.これは米国

の学会のように，分類記載に重点をおいたものと理

論的な分野に力点、をおいたものと， 2 種類の雑誌を

発行しているところとは違い，日本では前者は学会

誌に，後者は国際誌にと，研究者によって発表機関

の使い分けが行われる傾向の証左とみている.

関連事項として指摘しておきたいのは，日本人研

究者にとって日本語と西欧語，特に使用頻度の圧倒

的に高い英語との語学的障壁は依然として高く，学

会誌編集者やレフェリーの多くが苦労するのは，論

文の内容の吟味より先に英文直しである.すでに論

文として発表されているものでも，英語国民からみ

て誤りを指摘されることがままある.これはおそら

く一部の分野に限る現象ではなし自然科学界の共

通問題点として，解決法を検討してしかるべきと思

われる.

4. 学術研究の推進のために
(1) 研究活動推進の問題点と改善策

近代古生物学はそもそもの出発点から地質学と共

存し，世界の大学においても，つねに連れ添う関係

で研究・教育が行われてきている.この是非の議論

にはここでは触れないが，この歴史的現実に立って

改善を考えねばならない

近年来，古生物学の研究所設立を要求してきてい
るが，これは次のようなことを理由としている.

a. 古生物学は地質学との協調により地球生物の
過去を探求してきたが，古生物の生物学を深

化すること無しにはもはや次の段階への展望

が開けぬ水準に到達した.

b. 生物進化は生物科学の大命題であるが，古生
物学にとって相棒である生物学の方では分子
生物学などと個体群・個体レベルよりも分子

レベルの方に研究の主力がそそがれ，分類学

者が減少し，その後継者の確保に苦慮する現
状にある.

c. 一方，古生物学の方では，研究者の大方は大学

の地質学ないし地球科学科に分散所属し，少

数の大学で一つの講座をもっ以外は，層位学

者とのぺアで l 研究組織単位を構成している

にすぎない.したがって，まとまった古生物

学の研究組織はない

d. 観察・分析用大型機器の開発が進行し，これら

の活用が古生物研究の推進のため不可欠であ
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る.これらの効率的活用には熟練した研究者

ないし技官がこれまた不可欠であることは多

くの事例の示すところである. (大型機器は多

大の投資のもとに順繰りに多くの大学に設置

されたが，それほどに成果が挙がらなかった

ことは事実である.)定員削減が国家的施策と

して，やむを得ないのであれば，共同利用研

究所における大型機器とマンパワーの集中配

置こそ最高の打開策である.

e. 現行の大学のような体制では，古生物学者と

生物学者が中心になって構成するるような研

究組織を確立し，創造的研究を推進し，かっ
研究者を養成することは極めて困難で，実現

するには研究所のような形態が望ましい

その他，数々の問題があるが，多くは他の分野に

共通していると思われる.次に箇条書にして挙げる.

a. 大学における自然科学系の学位を有する WJ手

教官の扱いは改善すべきである.意欲的で責

任感を持つ若手教官を確保するには，任期制

よりも地位や待遇の改善策を先行させるべき

である.

b. 大学院間で院生を活発に交換指導する制度が

あってよい

c. 大学等の積算校費の伸び率が O に近い今日，

研究費の科学研究費補助金への依存度は大き
くなる一方であるが，しかし，若手研究者へ

の手当が依然遅れている.また旅費(校費)ω

圧迫はフィールドワークや学生の実地野外指

導に重大な支障をきたしており，ニれが将来

禍根となる恐れもある.

d. 研究者養成のために大学院コースが増加しつ

つあるのは甚だ好ましいが，学位を取得した

研究者の受け皿に相当する大学はじめ研究機

関のポストに対する施策が貧困である.養成

しておいて途中で梯子をはずすようなことに

ならぬよう検討を急L ぐべきである.

e. 国際交流の基礎はどの分野でも同じであろう

が，研究者個人間の信頼関係の上に立ってい

る.今後の長期的国際交流を考えるならば，
若手研究者が活発に国際的に往来できるよう

な，研究機関の整備と資金的な手当が必要で
ある.現在，既成の研究者にとって国際学会

への出席費用がほとんど自弁の状態にあるこ

とも国際交流を血害する一因になっているが，

学会報告のための科研費による旅費支出を認
めるとか，各種財団に対して助成金の増大を

学術会議等の公的機関が運動するとか，方策

を練るべきである.

f. 学術情報関係の問題は，自然史関係の科学に
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共通の悩みである.

古生物学では，標本(とくにタイプ標本)の保管は
きわめて重要であり，これらがいかに管理されてい

るかは，その国の文化国家としてのレベルを潔uる良

き尺度である.日本はこの点に関する限り，欧米の

先進国に到底及ばない.標本類は各大学に分散して

一応保管されている形になっているが，管理不十分

の場合が多く，専門研究者の退職，後継者の断絶な

どが続くと，保管状態が不明となる場合もままある.

標本問題については，かつて文部省の行った実態調

査の結果がすでに出ており，若干その対策も構じら

れつつあるので，ここでは多言しない.しかし，こ

れら標本類を過去の研究の記念碑ないし骨董視する
向きもあるが，それは全くの無知に由来する誤解で

あって，タイプ標本は永久に現役の研究対象である

ことだけは強調しておきたい.

文献情報に関しては，情報収集とそれらの刊行が

日本古生物学会による恒常的事業の対象となってお

り，かなり体制が整備されている.しかしまだデー

タベースを構築する段階には至っていない.
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(2) 全体としての日本の学術研究のあり方
学術研究の国際的水準は平均以上であり，研究組

織・体制，研究費など多くの改善を要する点を抱え

ながらも，国際協力による研究の活発化は若手研究

者により広い視野と研究の場を提供する結果となり，

研究動向としては望ましい方向に向かっていると考

える.弱点、を数え上げれば切りがないが，一般に創

造的研究に乏しいこと，大学等の研究組織では，研
究活動を評価して研究者をプロモートできても，不

活発・低調を理由にしりぞけるような民間会社的な

小回りが利かないことなどが目にっしさらに日本

的特色ともいえる弱点は，たとえ独創的研究であっ
ても， -_ê_国際的洗礼を浴びて評価されなければ，

圏内的にも相手にされぬ傾向であろう.

最後に付言したいのは，近年ややもすれば，テク

ノロジ一一辺倒的論説や記事が新聞雑誌類を賑わせ

ているが，それに比べて基礎科学関係の発言の声が

ちいさ過ぎる.日本の基礎科学と科学技術のバラン
スのとれた発展のために学術会議は社会的発言を

もっと行うべきであろう.
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定例評議員会議事録

昭和 63 年 1 月 27 日(水)， 10: 00-18: 00 東京学芸

大学 20 周年記念会館， 2 階会議室

出席者:木村会長，鎮西， ì賓田，速水，猪郷，小高，

森，小畠，斎藤，高柳，棚部，棚井

委任状:長谷川(代木村)，糸魚川(代小畠)，亀井

(代鎮西)

書記:加瀬

報告

l. 常務委員会報告

<庶務>(1)6 月の評議員会後， 3 回の常務委員会を

聞き通常業務を処理. (2) 刊行物委員会・ 3 誌編集
委員については，「化石A3 号学会記事参照. (3) 科

研費審査委員推薦に関する 5 学会懇談会 (9 月 14

日)の結果，地質学 2 段:木村達明;地質学一般 I

段:徳岡隆夫本・熊井久雄本・蟹沢聡史・(補)岡田博

有;層位古生物学 l 段: ì賓田隆士・小津智生・鎮
西清高..(補)長谷川善和君を推薦.勺ま新任. (4) 日

本学術会議会員候補者として，佐藤正君を選定し

届出(1月 18 日). (5)昭和 63 年度科研費(学術定期

刊行物)計画調書を，総頁 304，総額 869.5 万円，補

助要求額 233.9 万円として申請.昭和 62 年度分に

ついては，状況報告書を"計画どうり"として提出

(10 月 1 日)，実績報告書を 360 頁で提出(1月 30

印. (6)学術会議に昭和 63 年度以降の学術研究集

会等開催予定調査票を提出. (7) r化石の科学」に

ついて朝倉書店との間で出版契約. (8)第 8 回国際

花粉学会(1992 年，長崎)と第 4 回底生有孔虫国際

シンポジウム(1990 年，仙台)を後援.

<報告・紀事> NO.145 から総アート方式(印刷経費節

減・多論文収録・プレート超過料金軽減を目的).

不統ーやミスにつき陳謝.号による掲載論文数の

著しい差は，年度当初査読後の完全原稿が少な

かったため. Nos.145-148 で総頁 360(計画書には

336 頁)，掲載論文数 26，内容多岐.現在手持ちの
原稿 12 編だけなので，積極的な投稿を切望.

<化石> No. 42(5 月刊行)， No.43 (l 2 月刊行)， No.44 は 3

月発刊の予定.現在，手持ちは，山口(11 頁)，小林

(4 頁)，間島(ll頁)，松本・米谷・野田(7 頁)，丸山

(12 頁)で，すべて査読を終了. (資料配布〕

<特別号>No.30松本達郎「北海道白亜系産プゾシア

科のモノグラフ J (英文)を総アート紙で予定し，

R
U
 

E--E 
事

194 頁， 188.7 万円，補助要求額 138.7 万円で文部

省に補助金申請中.

2. 賞の委員会報告

12 月 29 日に開催.評議員 11 名の回答に基づき，慎

重審議の結果，下記を推薦:学術賞 岡田尚武(石
灰質ナンノプランクトンの生層序学的研究)推薦

丸斎藤(常);論文賞松岡数充 (No. 140，乃ropha­

cus stei:η II のシストと遊泳体)推薦文，木村(達).

3. 日本学術会議・研連報告

学術会議の 1987 年中の主な活動: (1)地域型研究機

聞の設立勧告(4 月)， (2)大学等における学術予算の

増額要望(4 月)， (.3旧本高齢社会総合研究センター

(仮称)の設立勧告(4 月)等.古生物研連では， 12 月

会議で，国際会議代表派遣候補者の推薦順位決定，

「学術研究動向白書」への提出資料，シンポジウ

ム「古生物学の将来像(仮称)J，次期研連委員の構

成， IGBP の連絡組織， IGC ・ IPA 関係を議した.

〔別項参照〕

4. BibIiography 1981-1985 の進捗状況

目下，仙台で鋭意原稿作成中で， 3 月には原稿完成の

予定.
5. 古生物学研究所

文部省筋の示唆では， (1) 研究所は難しし施設がよ

い. (2)大学位置で I 位ならば支持可能. (3)1講座

でも半講座でもスクラップできる所必要.委員長

案では，東北・関東・関西・科博等の代表者によ

る委員会構成を希望.

6. 小林貞一先生からの要望

研究活動の充実発展と国際的対応の強調. (資料配

布〕
7. 化石友の会

61 年 4 月発足したのでほぼ 2 年，現在 161 名.

審議

l. 会員入退会

次の諸君の入退会が認められた.

<入会>井上恵介，奥山茂美，申在薫(Shin ]ai 

Hoon)，山口啓子，馬場健司，森野善広，上川容市

(7 名).

<退会>沢村孝之助，吉田道生(以上普通会員) ;前回

四郎，志井田功(以上特別会員) : Talent , ]ohn, 
A., ]ordan Reiner, Loeblich Alfred R. , ]r. (以上

在外会員).
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<逝去>高橋英太郎(87.8.20. ) 

次の諸君が特別会員に推薦された:赤松守男，河
村善也，佐藤喜男，田中邦雄，谷村好洋，都郷義

寛，西脇二一，長谷義隆，波田重県，牧野融，
安田尚登，菊池芳文，この結果，会員総数は 771 名

となった.内訳は名誉会員 9 名，特別会員 245 名，

普通会員 464 名，在外会員 41 名，賛助会員 12 社.
なお特別会員を現行のように会員係からだけでな

く，各大学関係の評議員からの推薦が要望された.

退会申し出の Loeblich 氏に無償で雑誌を送るこ
と等については，常任委員会で検討して具体的基

準等を作った後，次回評議員会で国際交流係から
侵案.
2. 論文賞・学術賞の決定

賞の委員より推薦要旨の説明があって，原案通り

承ZEL 〔別項参照〕
3. 貨の委員半数改選

投票.の結果，高柳洋吉，棚音11一成の両君選出. 1988 

年度の貨の委員は，木村会長のほか上記 2 名およ

び長谷川善和・鎮西清高両君の 5 名で構成.

4. IGC 際金関係

lGC に対する他学会の対応状況につき準備委員

から紹介.本学会としては，とりあえず 30 万円の

際金を目標とし，年会・例会等で 1000 円以上の寄
付者に「地球大紀行パンフ J (浜田君より学会に寄

贈II 部を進呈.正式の酸金は組織委員会設立後に

開始.

5. 1987 年度決算案

決算報告が審議され原案通り承認. (別項参照〕

6. 1988 年度事業計画および予算案

それぞれ審議され，原案通り承認. (別項参照〕
7. 日本学術会議推薦人・推薦人予備者の選出

推薦人として高柳洋吉君，推薦人予備者として木

村達明君を選出.会員候補の選出方法については

今後もさらに検討する必要がある旨の要請.

8. 学会運営規則等

評議員会運営規則案・常務委員会運営規則案を審
議し，一部改訂した.前者については，付則 5 と

して，下記の文を挿入;評議員会における会長の

選出にさいし，決選投票でも同数となった場合は，

年長者を会長とする.今回の会則改訂では，第 15

条の評議員数 15 名を 20 名に改めるのみとするが，

6 月の評議員会では会則の全面的改訂案を検討す

ることとし，そのさい副会長制の導入や会計監査

の選出方法も考慮すること.評議員会運営規則等

を「化石」に印刷.

9. 出版・編集規定等
出版・編集規定案については原案通り承認.報告・

紀事投稿規定案については， 24 印刷ページを超過
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する場合に実費著者負担とする等を決めた.また

完全な範例を付すこととした.特別号投稿規定案

については，ほぽ原案通りとし，「イヒ石」投稿規定

では印刷は著者負担とする.各規定は「イヒ石」に

印刷予定.
10. 会費滞納

滞納額が 94 万円以上になるので滞納者リストを

年会会場にはり出し，注意を喚起.滞納通知はハガ

キで.

11. 古生物学研究所

委員会構成の人選は，委員長と会長が原案作成し，

常務委員会をへて， 6 月評議員会で報告.大学施設と

して引き受けたい所，高順位で出そうな所の代表者

を入れる.

1988 年総会報告

昭和田年 1 月 28 日， 10:30一 11:30 東京学芸大学
図書館 3 F , AVホール，参会者 78 名
1.上記の評議員会の審議事項を中心とする報告な
どを諒承した.総会次第は次の通りであった.

1.開会， 2. 会務報告， 3. 学術会議・研連
報告， 4. 刊行物委員会報告， 5. 学術賞・論
文賞授与， 6. 会則の一部改訂， 7. 1987 年度
決算案， 8. 1988 年度事業計画および予算案，

9. 閉会
2. 学会賞推薦文

1987 年度 日本古生物学会論文賞

松岡数充君: Cyst and thecate forms of 乃Iroþhacus

sleinii (SchiIIer) WaII et Dale, 1971. Trans. Proc. 
Palaeont. Soc. ]apan, N. S. , No. 140, pp. 240・262 ，

pls.35・40 ， 1985. 

渦鞭毛藻化石は日本では比較的新しい研究分野で

ある.化石として産出する渦鞭毛藻は浮遊期(プラ

ンクトン)ではなく休眠期の藻体(シスト)である.

ところがその分類についてはこれまでの渦鞭毛藻

研究の歴史に起因して，浮遊期と休眠期(シストや

化石種)の双方に独立した体系が存在することに

なった.単一の生物が異なった生物名を有するこ

とは命名規約からも許されておらず，また今後の

研究に大きな支障をもたらすであろうことは十分

に予測できる.

この論文で取り上げられた化石種であるところの

Tuberculodinium vancam�oae (乃roþhacus sleiｭ

nlZ のシストに付された名称)もそのような渦鞭

毛藻の一つであるとともに，古海洋環境を復元す

る際の重要な指標種として注目されている.

本論文では Tuberculodinium vancamþoaeの適
切な分類学的位置を考察するために， 1) 長崎県大

村湾の表層堆積物から生シストを単体分離し，そ
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の 20 個体以上について培養をおこない，発芽して

くる浮遊細胞およびそれから分裂してきた娘細胞

を連続分離培養しつつ，詳細に観察した. 2) それ

と同時に，表層水中の浮遊細胞の鎧板配列及び堆

積物中のシストの偽鎧板配列の変異を詳細に観察

した

その結果，化石種として記載・命名されてきた

Tuber，ωlodinium vancamþoae は浮遊期における

Pyro�hacus vancamþoae のみならず P. steinii の

シストでもあることが証明されるとともに，浮遊

期の P. steinii と P. vancamþoae とは種レベルで

はなく亜種レベルで区別することが適切であると

判断された.さらに発芽してきた浮遊細胞の継続

培養の結果，以前に知られていなかった形態を有

する小形細胞の出現を認め，形態上の特徴からそ

れが配偶子である可能性を示唆し， P. steinii の生

活環を推定した.また乃Iroþhacus 属の鎧板配列

についても新たな表示様式を提唱し，それにもと

づいて他の属との類似性も議論している.

このようにこの論文は単細胞生物の微化石といえ
ども，『生物学的な種』の問題は重要であることを

再確認し，それを解決するためには現生生物の研

究が不可欠であることを示している.

日本古生物学会はここに松岡数充君に論文賞を贈
り，今後の一層の発展を期待する.

1987 年度日本古生物学会学術賞

岡田向武君:石灰質ナンノプランクトンの生層序学

的研究
石灰質ナンノプランクトンは，その盾に似た穀の

サイズが数ミクロンから大型のものでも 20 ミクロ

ン以下であるために，超微化石とも呼ばれる.白亜

紀末まで，深海底に供給される炭酸カルシウムの重

量にしてじっに 98%は，石灰質ナンノプランクトン

によって生産された.第三紀になると，浮遊性有孔

虫の台頭とともにその貢献度は徐々に減少したが，

現在でも深海底に供給される炭酸カルシウムの半分

は，この微小な藻類が生産している.このように重

要な堆積物の生産者であるにもかかわらず，このグ

/レープの分類・層序学的検討が加えられるように

なったのは， 1950 年代に入ってからで，研究は 1968

年に開始された深海底掘削計画の進展とともに格段

の進歩を遂げた.

岡田君は，このグループの研究では，日本におけ

るパイオニアの一人で，とくに個々の種の現海洋に

おける分布の検討では世界をリードしている.彼は，

まず低緯度西太平洋から初めて，ついで西太平洋の

全域に研究を広げ，季節的な種の生産量の変化を詳

細に追跡した.その成果は， 1970 年から 75 年にかけ

て，つぎつぎに出版され，ナンノ群集は水平的な変
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化は勿論であるが，垂直的，つまり深度によっても

顕著な層構造をなして分布することを，初めて明ら

かにした.高緯度の一層構造は，低緯度にかけて三

層に分化し，最深部の Lower Photic Layer は，

Flor坤haera属で特徴づけられる独特な群集で占

められる.この発見は，後に ， Florisþhaera属が化
石群集に占める割合から，古水深を復元する方法の

創案へと発展した.また，ナンノプランクトン群集

には遠洋と沿岸域の二つの群集があることも，初め

て明らかにした.

岡田君は，深海掘削計画の第 43 次航海への参加を

きっかけとして，このク勺レープの化石の生層序学的研究

に進んだ.新生代の代表的な化石種の出現・絶滅の

事件を組み合わせて作られた，石灰質ナンノプラン

クトンの番号帯区分は，このような研究の重要な成

果の一つで， Okada & Bukry の Zone として，現

在，世界の標準微化石帯区分のーっとなっている.

最近では，四国の鳥ノ巣層群のジュラ紀末から白

亜紀前期の群集，東部北海道の白堕 古第三紀の群

集，天草下島の始新世の群集，さらに伊豆半島周辺

地域の中期中新世 第四紀初期の群集の生l語序学的

研究など，日本列島の地層の国際対比に大きく貢献

している.

よって，日本古生物学会は，こよに学術立を贈り，

今後の一層の発展を期待する.

3. 下記のような 1987 年度会計決算. 1988 年度事業

計画および予算案を審議し承認した.

1987 年度一般・特別号会計決算報告

(1) 一般会計は，学会事務センター扱~ ，分と常務

委員会扱い分の合計額を示しである.

(2) 1987 年度の会費収入は，予定数に達しなかっ

た化石友の会会員の会費を除いて，ほぽ予算通

りであったが，前年度の滞納額はそのまま本年

度に持ち越され本会の財政を圧迫している. 1 

年以上の会費滞納者には会誌の送付が自動的に

停止されるほか，さらに退会の措置がやむをえ

ずとられることになるので，そのような事態に

ならぬよう，会費の完納に格別のご協力をお願

いする.

(3) 常務委員会は極力経費の節減に努めたが，結

果として，約 60 万円の出超となり，次年度繰越

金がマイナスとなった.その主な原因は，郵便

定期預金(340 万円)を継続したために解約利息

を受け取っていないこと，報告紀事および「化

石」が予定より多くの頁数の出版を行ない，会

員増にともなって部数を増やしたため経費がか

さんだことによる.

(4) 現在の学会基金は昨年度と同じで，合計 510

万円である.



化石 44 (1988) 

1988 年度一般・特別号会計予算

(1)本年度予算は，会費の完納を前提としている

ので会員諸氏に格別のご協力をお願いする.

(2) 本年度も報告紀事 4 冊(No.149-152)，化石 2 冊

(Nu 44・45)を刊行するので司それぞれに 540 万円，

130 万円の発行費を計上した.
(3) 特別号はNo.30を刊行する予定で文部省に刊

行助成金を申請中である.

(4) 秋季に評議員選挙を行うのでそのための費用
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を諸印刷費・業務委託費に計上した.

(5) IGC 準備委員会に本会から寄付を行う必要

があるので，これを予備費から支出する予定で

ある.

(6) 常務委員会では会費の値上げを防ぐためにで

きるだけの努力を行うが，会員諸氏におかれで

も，会費納入以外に，会員・友の会会員の勧誘，

本会出版物の買上げなどご協力のほどよろしく
お願いする.

1987年度一級会計決算および 1988年度ー般会計千賀

収入の部 子賞制 決質:額 1988年度予算額

前年度繰錨金 446 ,886 446 ,886 -158 ,034 
会費収入
正会員 3,118 ,000 3,096 ,000 3 ,071 ,040 
特別会員 1 ,929 ,330 2 ,004 ,500 1 ,945 ,820 
貸助会員 450 ,000 450 ,000 435 ,000 
外国会員 275 ,400 333 ,247 300 ,000 
化石友の会会員 600 ,000 408 ,000 540 ,000 

会第等売上 1 ,300,000 1 ,188 ,167 1 ,250 ,000 
報告紀事刊行助成金 1 ,370,000 1 ,370,000 1 ,370 ,000 
広告科{化石} 180,000 210,000 270 ,000 
国際交涜寄付金 400,000 162 ,400 300 ,000 
その他の寄付金 200,000 172 ,475 300 ,000 
利息 250 ,000 54 ,224 350 ,000 
年会・例会参加費 600 ,000 587 ,000 600,000 
報告紀事著者負担金 300,000 124 ,000 150,000 
雑収入 54 ,600 

iit 11 ,419 ,616 10,661 ,499 10,723 ,826 

支出の部 予算額 決n:罰 1988年度予算額

会誌発行費 6 ,397 ,830 7,411 ,474 6 ,700 ,000 
会誌送科 433 ,6QO 321 ,137 400 ,000 
通信還機賢 550,000 421 ,543 420 ,000 
諮問1静nt 410,000 414 ,780 ゐ 50 ， 000
業務委託費 1 ,300 ,000 1 ,375 ,938 1 ,450,000 
将来検討委員会費 420,000 209 ,400 。

国際交涜補助金 400,000 162 ,400 300 ,000 
雑費
保管干数科 12 ,000 8 ,360 9,000 
庶務事務費 20 ,000 。 。

編集貨 80,000 50 ,000 50 ,000 
謝金 100,000 70 ,000 80 ,000 
年金・例会会場費 200 ,000 200 ,000 200,000 
IPA会費 15 ,000 9 ,070 14 ,000 
貧関係費 40 ,000 41 ,600 40 ,000 
消耗品費 50,000 27 ,500 35 ,000 
その他 75 ,000 96 ,331 100 ,000 

予備費 716 ,186 475 ,826 
次年度繰鑓金 -158 ,034 

富十 11 ,419 ,616 10,661 ,499 10 ,723 ,826 

1987年度特別号会計決算および 1988年度特別号会計予算

収入の部 予算額 決算額 1988年度予算梅

前年度繰細金 1 ,277 ,475 1 ,277 ,475 2,892 ,866 

特文幸'J部省助成金
。 。 1 ,387 ,000 

8'J号売上金 1 ,500 ,000 1 ,727 ,827 800 ,000 
息 45 ,000 139 ,344 30,000 

!t 2 ,822 ,475 3,144 ,646 5 ,109 ,866 

支出の節 予算概 決算額 1988年度予算額

特別号印刷費 1 ,887 ,000 
謝金 40 ,000 40 ,000 40 ,000 
販売促進費 50 ,000 26 ,730 30 ,000 
事務韓貿 80 ,000 135 ,050 80 ,000 
編集費 。 50 ,000 。

予備費 2 ,652 ,475 3 ,072 ,866 
次年度線組金 2,892 ,866 

Z十 2,822 ,475 3,144 ,646 5 ,109 ,866 
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学術会議・古生物学研究連絡委員会報告

学術会議 (Science Council of ]apan) 

第 13 期の学術会議では「日本学術会議だより」を

創刊し， r広報協力学術団体Jである各種学会の機関

誌上で，活動状況を逐次報道することにした.古生
物学会でも「化石」に毎号これを掲載し，会員への周

知について努めている.

1987 年における主な活動を列挙すると， (1}地域型研

究機関の設立(勧告) (4 月)， (2)大学等における学術

予算の増額(要望) (4 月)， (3)日本高齢社会総合研究

センター(仮称)の設立(勧告) (10 月)，などがあっ

た.このほか，国立地図学博物館(仮称)の設立勧告，

「大学等における学術諸分野の研究情報活動の推進」

の要望などを行おうとする動きがある.また来期に

は，鉱物学研連提案の宇宙地球物質科学研究所，島

弧研究所設立案なども検討される見込みである.

古生物研連 (Liaison Committee for Paleontology 

USC) ) 

1987 年度は 5 月 22 日および 12 月 21 日に会議を

開催した.

5 月会議の議事内容は「化石J 43 号の学会記事に

掲載された. 12 月会議では，国際会議代表派遣候補

者の推薦順位決定，学術会議において作成中の「学

術研究動向白書」への提出資料の扱い，シンポジウ

ム「古生物学の将来像(イ反称)J の計画，次期研連委員

の構成，などを主として審議した.

国際会議代表派遣候補者として， 1)第 3 回国際古

植物学会議(木村達明)， 2)シルル紀国際層位学委員会

(浜田隆士)， 3)第 I 回東アジア海洋地質学会議(鎮西

清高)の 3 君を推薦した.

学術会議第 3 常置委員会の依頼を受けて研連委員

長がまとめて資料として提出した「古生物学の研究

動向」の内容を，「イヒ石」に掲載するよう取り計らう

ことにし fこ.

今期の古生物研連の委員は，学術会議会員 l 名と

古生物学会よりの被推薦者 11 名の計 12 名からなっ

ているが，関連研究領域との連絡調整を密にする必

要上，次期には古生物学会以外より推薦を受けた生

物系，地質系の 2・3 名の委員を加える件を検討して

いる.

これからの古生物学をめぐって意見を交換する機

会として，「古生物学の将来像(仮称)J シンポジウム

を 1988 年に開催すべく，学術会議に対して概算要求

中であるが，この企画には研連より猪郷久義，糸魚

川淳二，鎮西清高;速水格の 4 君が相談役として
参加し，関連の深い各大学より代表の参加をえて企

画を進めることとした.

国際共同研究計画 IGBP(International Geosｭ

phere Biosphere Programme: A Study of Global 

Change) は古生物学の分野にも関係が深いので，学

術会議内に関連諸分野との連絡組織を設置するよう

本研連も会長に要望した.その結果，会長直属の特

別委員会として rrGBP に関する打ち合せ会議」が発

足したが，これに対し研連として斎藤常正君を連絡

委員に送るよう手配中である.

万園地質学会議(lGC)日本開催(1992 年)の件は，

1989 年の Washington 会議で正式決定である.日本

開催準備委員会には，本研連関係では，浜田隆士，

鎮西清高，斎藤常正の 3 君が加わり活動中であるが，

この委員会は本年組織委員会に切り替えられる可能

性がでてきている.学術会議における国際古生物学

協会(lPA)との対応機関である古生物研連，会員学会

である古生物学会は，ともに組織委への参加が必要

となろう.なお本年よりニュース・レターが発行さ

れ，関係機関に配布される.

古生物学の研究所については，研連として設立へ

の努力を継続中である.このため関係方面と接触を

保ちつつ，たえず実現の必要性を説き，具体化の見

通しがある程度ついた段階で，改めて学術会議にお

ける勧告等の手段をとることとしている.
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日本古生物学会評議員会運営規則

第 l 条 日本古生物学会評議員会(以下評議員会と

略称する)は，会長および評議員によって構成さ

れる.名誉会長は評議員会に出席し，議決に参

加することができる.

第 2 条 定例評議員会は，毎年 2 回ひらかれる.会
長は，必要あると認めるとき，および評議員 5 名

以上の連署で理由を付して要求のあったとき，

|臨時評議員会を召集しなければならない.

第 3 条 評議員会は評議員の過半数の出席をもって

成立する.欠席する評議員は，代理者氏名を記

した委任状を提出して，その議決権の行使を他

ω出席評議員に委任することができる.ただし

出席評議員による議決権の代行は， 1 人 l 名に

限る.

第 4 条評議員会の議長には会長が当たる.

第 5 条評議員会は，総会の定めた基本方針にのっ

とり，次の事項を審議する.

1) 学会運営の具体的方策，事業計画および予

算案の立案，決算案の承認，常務委員会に対

する指示.

2) 会員の入会・退会ならびに除名の決定.賛助

会員の入会の推薦，特別会員・名誉会員の推

薦，その他会員の本学会における身分に関す

る決議.

3) 本学会の会長，常務委員，賞の委員会委員，

会計監査の選出.

4) 本学会が編集出版する出版物の編集委員会

や，評議員会の議決にもとづいて本学会内に

設置される委員会等の委員の決定.本学会を

代表して外部の各種機構に参加する委員等の

決定または推薦.

5) 本学会に設けられた貨の授賞者の決定.
6) 総会の議題の決定.

7) 会則改正の発議，各種規則の制定.

8) その他，会則に定める本学会の目的および

活動のため必要と考えられる事項.

第 6条評議員会の議題は，常務委員会が提出した
議題，評議員が提出した追加議題および動議と

する.

第 7条評議員会の議決は，とくに決議のない限り

(1988年 1 月 27 日制定)

無記名投票，多数決とする.可否同数のときは

議長がこれを決める.ただし，会長の選出の場

合は評議員定数の過半数の賛成を必要とし， 1 

回の投票で過半数に達しなかった場合には決選

投票を行う.会則改正の場合も，評議員数の過

半数の賛成を必要とする.

第 8 条会長が必要と認める場合には，第 5 条に定

める評議員会の審議の一部を評議員の通信投票

によることができる.

第 9 条評議員会に刊行物委員会をおく.刊行物委

員会は，庶務係，報告・紀事編集係，特別号編

集係，「イヒ石」編集係で構成され，本会の全ての

刊行物に関する企画，刊行物間の調整を行う.

第 10 条 本規則の改正は評議員会の議決による.

付則

1) 本学会の事務局は当分の間日本学会事務セン
ターにおき，実務の相当部分を同事務センター

に委託する.

2) 常務委員会は，同事務センターを監督し，会務に

支障・遅滞ないよう努めなければならない.

3) 常務委員会は，会員への情報伝達，会務の現状の

広報に努力しなければならない.

4) 常務委員の各係のうち，少なくとも庶務係，会計

係，およびもう一つの係には，首都圏(東京・神
奈川・埼玉・千葉・茨城)に在住または勤務地が

ある者が就き，会務に支障のないように計らう.

5) 評議員会における会長の選出に際し，決選投票

でも同数となった場合には，年長のものを会長

とする.

6) 評議員会の運営・審議にあたっては，その細部を

定めた「申し合わせ」を参照する.

申し合わせ

1) 評議員会における常務委員の選挙に際しては，

自由投票によって首都圏に在住あるいは勤務す

る評議員の内の得票上位の者 3 名をまず当選者

とし，残りの者から得票順に必要数(当分の聞は

3 名)までを常務委員とする.首都圏の常務委員

の内 2 名は，それぞれ庶務係，会計係となる.
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常務委員会に出席できない常務委員は，書面ま

たはその他の適当な方法で同委員会に会務を報

告しなければならない

2) 各出版物の編集係(編集委員長)は，業務の性質
上， 2 期以上継続することが望ましいので，必要

に応じて，評議員会の了承のもとに会長委嘱の
常務委員の制度を活用する. (特別号編集係と
「化石」編集係には，当面，それぞれ九州大学

及び東北大学の評議員がなり，これらに評議員
が~，ない場合は適当な特別会員に会長から常務

委員を委嘱する.しかし他機関に業務を移すこ

とが可能なように，なるべく早い機会に条件作

りを進める.)

3) 庶務係の任期は，連続して 2 期までとする.
4) 本学会年会は毎年 1-2 月に 1 回，例会は 6 月こ

ろ l 回聞く.年会・例会は，なるべく開催地の

意向を重視し，開催機関主導的に計画，運営さ
れることが望ましい
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具体的には，プログラム・プレプリントの編集・

印刷，シンポジウム・特別講演・ポスターセッ
ション・ショートコース・巡検・夜間小集会・

懇親会など，年会・例会にともなって開催され
る各種行事の立案・運営をできる限り開催機関
に任せる.行事係は，長期のプランニングを行

い，必要に応じて開催機関に協力，要請または

助言を行う.

5) 会員名簿は， 2 年に I 回発行する.会員の入退会
は，年 2 回の定例評議員会で，特別会員の推薦

は年度初めの評議員会で議する.評議員会で新
特別会員に推薦された者については，その意志
を確かめたうえで種別変更の手続をとる.
6) 本学会会員として 30 年以上在籍し，退会を申し

でた個人会員で，古生物学及びそれに関連する

分野に顕著な功績のあった方には，退会後も評

議員会の議をへて本会報告・紀事及び「化石」を
寄贈することができる. (1985 年 6 月評議員会
申し合わせ)

日本古生物学会常務委員会運営規則

第 l 条 日本古生物学会常務委員会(以下常務委員

会と略称する)は，評議員会が互選によって選出

する常務委員および必要に応じて会長が特別会

員の中から指名し評議員会の承認を経て任命す

る若干名の常務委員によって構成される.委員

数は 8 名とするが，必要に応じて評議員会の議

により増減させることができる.

第 2 条 常務委員会は，本学会総会および評議員会

において決定された運営方針に従って，会務を

執行すること，各種事業の統轄・調整を行うこ

と，および活動・運営方針の原案を作成して評

議員会に提案することを任務とする.

第 3 条 会長は必要に応じて常務委員会を召集し，

その議長となる.会長に支障のある場合は，会

長の委嘱あるいは互選によって選ばれた常務委

員がこれを代行する.

第 4 条 常務委員会には，庶務，国際交流，会計，

行事，報告・紀事編集，特別号編集，「化石」編

集，の 8 係を置き，常務委員が分担して業務を
行う.各係には，会長の委嘱によって常務委員

の業務を助ける幹事若干名を置くことができる.

第 5 条 各係の業務分担は，原則として以下の通り

とする.

1) 庶務係:会長の補佐，評議員会および常務委

(1988年 1 月 27 日制定)

員会に関する庶務業務，文書の発受，外部との

連絡折衝，学会記録の作成と保管，その他，他

の係の業務に属さない事項.

2) 国際交流係:国際交流事業の計画・実施に関
する業務，海外の諸機関および会員外の個人と

の連絡折衝.

3) 会計係:本学会会計の出納および基金の管理，

会費および本学会出版物の購読料等の徴収，滞

納者への請求，補助金および寄付の申請・受領，

物品の購入・保管，会計帳簿および証書類の整

理と保管，予算案および決算書類の作成，その

他，本学会の会計および財政に関する業務.
4) 行事係:本学会年会・例会の企画および会場
となる機関との連絡・援助，プログラムの作成

と会員への通知，その他，本学会の主催する行
事の企画と実施に関する業務.

5) 会員係:会員の入選会・除名・会員種別の変更
に関する手続き，会員の氏名・住所その他に関

する記録の整理，会員名簿の作成，その他，会

員に関する業務.

6) 報告・紀事編集係:本学会報告・紀事編集委員

会の委員長として，同誌の編集業務全般(投稿原

稿の受付保管，編集，印刷など)，および配布に

関する業務.
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7) 特別号編集係:本学会特別号編集委員会の委
員長として，同誌の編集業務全般(原稿の募集，

投稿原稿の受付保管，編集，印刷など)，および
出版助成金の申請，販売に関する業務.
8) r化石」編集係:本学会邦文誌「化石」編集委

員会の委員長として，同誌の編集業務全般(投稿
原稿の受付保管，編集，印刷など)，および配布

に関する業務.

第 6 条常務委員会は，本学会運営の現状を定例評

議員会に報告し，承認を受けなければならない.

第 7 条 本規則の改正は評議員会の議決による.

61 

申し合わせ

1) 常務委員会の各係は，各々の業務を遂行するた

めのマニュアルを作成し，業務の引継に支障の
ないようにする.

2) 文部省に対する報告・紀事の出版助成申請調書

の作成は，会計係が中心となり，報告・紀事編

集係，庶務係と協議しながら行う.

3) 推薦者のいない入会申し込みについては，まず

常務委員会に計り，承認をうけたのち，会員係

ほか l 名が推薦者となる.

日本古生物学会出版・編集規程

第 l 条 この規定は，日本古生物学会が会則第 2 条

に示す目的のために編集出版する，日本古生物

学会報告・紀事，「化石J，日本古生物学会特別

号の編集業務に適用する.

1) 日本古生物学会報告・紀事は，年 4 固定期的

に刊行する欧文誌で，会員より投稿の古生物

学に関する英，独，仏文の原箸論文および短

報，ならびに本会記事を掲載する.非会員の

投稿も編集委員会および常務委員会の議を経

て掲載することができる.

2) r化石」は，年 2 固定期的に発行する邦文誌

で，古生物学に関する邦文の論文その他投稿
規定に定める記事で，会員よりの投稿，編集

委員会からの依頼原稿，編集委員会が適当と

認めた非会員よりの投稿，ならびに本会記事

を掲載する.

3) 日本古生物学会特別号は，不定期に刊行す

る欧文出版物で，著者または主たる著者が本

会会員である英，独，仏文の原著論文のうち

分量が特に多く報告・紀事に掲載不可能なも

の，本会会員が編者となっている古生物学の

特定の分野に関する論文集あるいは目録，な

らびに本会の事業として編集した各種目録を

単独で出版する.

第 2 条 各出版物に対する投稿原稿の受付・受理・

保管・編集業務は，それぞれ日本古生物学会報

告・紀事編集委員会，「化石」編集委員会，日本

古生物学会特別号編集委員会が行う.

第 3 条各編集委員会は，本学会常務委員である当

該出版物編集委員長と若干の編集委員によって

(1988年 1 月 27 日制定)

構成される.編集委員は 3 編集委員長および常

務委員会庶務係で構成される刊行物委員会が推

薦し，評議員会の承認のもとに会長が委嘱任命

する.

第 4 条編集委員会は，原稿を受付けた場合，その

原稿が完成原稿であり，かつ各投稿規定に定め

られた形式上の不備がないことを確認した上で，

直ちに受付け番号および日付けを記入の上保管

し，著者には受付証を送る.

第 5 条 投稿原稿は，編集委員，あるいは会員また

は非会員の適切な研究者による査読をうける.

査読者の人選は編集委員会が行う.投稿原稿の

採否は，報告・記事および「化石」については，

査読者の意見を徴して編集委員会によって決定

し，採用の日付けをもって原稿の受理日とする.

特別号については，同編集委員会が出版費も考

慮、して採否の原案を作成し，評議員会において

決定する.
第 6 条編集委員会は，投稿原稿について，著者に

修正を求めることができる.

第 7 条編集委員会は不採用とした原稿については，

その理由を付記して著者に返却する.著者は，

不採用原稿について，評議員会に不採用に対す

る異議申し立てを行うことができる.

第 8 条報告・紀事および「化石」については，採

用原稿を各投稿規定に示す原稿の種目ごとに，

受付日付の順に掲載する.ただし著者が，編集

委員会によって大幅な修正を求められるなどの

理由により，投稿後論文の内容を大幅に修正し

た場合には，編集委員会の判断によって受付日
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付を変更することがある.場合によっては新規

の投稿と見なすこともある.特別号については，

その年度の出版計画にしたがって出版する.

第 9 条 本規定の改訂は評議員会の議決による.

付則
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編集委員長は Editor (特別号の場合は Series
Editor) ，また編集委員は Editorial Board とし

て出版物中に記載する.

日本古生物学会報告・紀事投稿規定

A. 投稿規定
1. 原稿の種類

論文原稿は図・表等を含めて 5 印制ページ以

上の原著論文と， 4 印刷ページ以内の短報とす

る.

2. 投稿
原稿投稿の際には正規の論文原稿のほか，

図・表を含む完全なコピー2 組と所定の投稿

カードをそえる.原稿は編集委員長あて直接送
付する.なお封筒の表には原稿在中と明記し，

簡易書留とすることが好ましい.原稿送付先は

当分の聞は下記あてとする.

干 305 茨城県つくば市天王台 1-1-1

筑波大学地球科学系 猪郷久義

3. 原稿の体裁
原稿の作成にあたっては，下記の「著者への

指針」に従い，「原稿の体裁例」を参考にして万

全を期すこと.

4. 著者の責任

a) 著者は編集上の諸事項に関して，可能な限

り編集委員会の指示に従う.

b) 著者校正は初校のみとし，印刷上のミスの

修正を原則とする.

c) 初校の際に原稿は著者に送付されないので，

手許に論文の完全コピーを残しておくこと.
d) 編集委員会で認められた論文で 24 印刷

ページを超過する場合は，その超過印刷分

に要する実費を著者の負担とする.

e) 別刷は無表紙 120 部まで無償で，それ以上

の部数及び表紙等に要する費用は著者の負

担とする.

f)出版後原稿の返却を希望する場合は，必要
額の切手を添付した返信用封筒を原稿とと

もに送付する.

B. 著者への指針

次にかかげる「著者への指針」は，より充実した
質の高い論文を報告・紀事になるべく数多く速やか

(1988年 l 月 27 日制定)

に掲載し，かっ編集・出版業務を円滑に進めるため

の投稿著者に対する案内ð;るいは勧告である.した

がって，著者の論文作成を強く拘束する性質のもの

ではないが，その主旨を十分に尊重して遵守され，

原稿を作成するよう希望する.

1 )文章

1. 原稿は可能な限り簡明にまとめ冗長でないも

のとし，その際用いられた欧語を母国語とす

る古生物学の専門家，または適当と認められ

る人に校聞を受けることが望まれる.この際

内容ならびに欧文が十分検討済みであること

の証明(校閲者の手紙の写しなどでも可)を付

すことが望ましい.

2. 原稿は A4 版または国際版の用紙にパイカあ

るいはクリーエ字体で原稿体裁例に準拠して

タイプスクリプトする.ワードプロセッサを

使用する場合もこれに準ずる字体を用いるこ

と.

3. 論文題目は簡潔にして要を得たものとする.
4. 論文題目の下に著者と通信可能な所属機関，

または住所を明記する.

5. アブストラクトは原則として 200 語程度とし，

論文引用はしない.短報にはアブストラクト

はっけない

6. 6 語以内で論文内容を的確に表現するキー

ワードを原稿所定の位置に付すこと.

7. 論文には目次はっけないが，本文は章，節，項

のように見易く区切ることができ，それらの

見出しは中央または左に寄せてタイプライト

し，それぞれ字体を指定する.

8. 第 1 ページに編集委員会が記入する受付日付

や受理日付以外の脚注は認めない.ここに所

属機関や研究グループなどの個人的な Con­

tribution number も付けない.

9. 生物名の属以下の名称(学名)や外来語はイタ

リック指定とする.なお人名の姓に小キャピ

タルは使用しない.
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10. 謝辞以外，人名に敬称は付けない.

11. 化石の記載と関連する文章の体裁は，分類群

によって慣例のようなものがあり，それぞれ

多少の違いがあるが，原稿体裁例を参考にさ

れたい.特に膨大なシノニムリストを必要と

する場合には，いたずらに無駄なスペースを

とらないように配慮されたい.論文中に用い

られた化石標本の所在は，命名規約の趣旨に

添って明確にしておくこと.

12. タイプライトできない特別な文字を印刷す

る必要があるときは手書きとしてもよいが，

分かりにくい特殊なものは発音等を欄外に朱

書する.

13. 引用文献は本文中に直接引用したものだけ

すべてを示す.引用方法や書名，誌名の省略

法は原稿体裁例に従うこと.なお，ロシヤ語

等編集・印刷上手数がかかると思われる欧語

に関しては，英訳あるいはアルファベット化

したものをなるべく用いられたい.

14. 文末に邦文題目， 400 字程度の簡潔な邦文要

旨と著者名を付する.
15. 地域的な地名や地層名等に用いられている

地名は，漢字対照表を所定の位置につけるこ

とが好まし， , 

II) 挿図 (Figure)

1. 図版形式の写真図版 (Plate) も，線描きの挿図

(Figure) と同じ取扱いとする.なお挿図の折

り込みは受付けない.

2. 線儲きの挿図は本文を理解するのに最小限必

要なものにとどめる.写真図版は古生物の記

載論文の場合多くなりがちであるが，十分吟

味してこれも最小限必要なものにとどめるよ

うに心掛けたい.挿図の総量は，目安として

総印刷ページの 50%以内が好ましい.

3. 線描きの挿図はそのまま印刷できるように，

白紙またはトレーシングペーパーに製図用の

黒インクで明瞭に描く.図中の文字がきれい

に描けない場合には，活字またはタイプライ

ター字，インスタントレタリングの文字など

をはること.この際縮小率を考えて字の大き

さを決める.また印刷に際しての縮小は 1 つ

の挿図の幅が本文の l 段幅 (7 cm) か， 2 段幅

(14.5 cm) になることを考慮、し，縮小率を指定

する.ただし編集上希望に沿えない場合もあ

る.原図の大きさは B4 版を限度とし，いたず

らに大きな原図は受け付けない.また挿図が

適切に作成できない場合は専門家に発注依頼

すること.

4. 化石等の写真図版の挿図の作成にあたっては
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原稿体裁例を参考にし，写真の仕上がり，配

置等を特に考慮、し適当な厚紙の台紙にはる.
挿図を 1 ページ大にする場合には横 14.5 cm, 
縦 20cmの枠内に説明文とともにおさまるよ

うにするのが理想的である.それ以下の場合

は幅が 14.5 cmか 7 cmの範囲内におさまるよ

うにするのが好ましい.この場合，縦は説明

文を含めて 20cm以内ならば長さは問わない.

化石等個々の写真を指示する数字や文字等は
なるべく右下にはり，字体や大きさを十分考

慮すること.カラー写真も編集委員会が特に

必要と認めた場合は掲載されるが，それに要

する実費は著者が負担する.

5. 線描きの挿図の説明文は通常 2 ・ 3 行の簡潔な

ものとする.写真図版の挿図の説明文も不必

要なスペースをとらないようにし，必要事項
を要領よくかっ見易くまとめて書くように工

夫されたい.これらの説明文は原図とは別の
用紙に番号順にタイプスクリプ卜する.

6. 挿図の挿入希望箇所は本文の欄外に指定する.

しかし，編集上必ずしも希望通りにならない

場合もある.

7. 挿図の余白には鉛筆書で著者，挿図番号，希望

縮小率等を明記し，それぞれの挿図には適当

な紙のカバーを付すこと.

III) 表 (Table)

l. 表はややもすると大きなスペースをとりがち

であるので，十分考慮して最小限必要なもの

にとどめる.また表の折り込みは受付けない.

2. 表の作成にあたっては，そのまま製版するも

のと印制の段階で組む 2 通りの方法があるの

で，そのどちらにするかを決めてから作成

されたい.前者の場合は縮小率を考慮し，文
字の大きさや線の太さに十分注意して作成す

る必要がある.なおこの場合は校正ができな

い.あまり複雑なものはそのまま製版できる

よう著者の責任で作成されたい.また表の原

稿も最大で B4 版までとする.

3. 説明文はタイトル程度の簡潔なものとし，挿

図の説明文とともに別紙にまとめ，表の余白

には著者名，表番号，場合によっては縮小率

などを鉛筆書きで明記する.また挿入希望箇所

を本文中の余白に指示する.しかし，これも

編集上必ずしも希望通りにいかない場合もあ

りうる.
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原稿作成例

Trans. Proc. Palaeont. Soc. Japan , N. S. , No. 000 , pp. 000-000 , 
‘ 00 Figs. , July 00 , 1988 

No./ 庁等 11 、桶集委賀会て‘さZ入，を欄にしておく

( ~1i~1l. d'.>tH 
(000.) POIKILOSAKOS (OLDHAMINIDINA , BRACHIOPODA) 
7' - FROM THE PERMIAN OF NORTHEAST JAPAN寧

\ー持1集委買会できZ入
JUN-ICHI TAZAWA 

Department of Earth Sciences , Faculty of General Education , 
Niigata University , Niigata 950-21 

and 

YUKIHIRO TAKAIZUMI 

Koyodai 4-33-22 , Izumi , Miyagi Prefecture 981-31 

4イタリソク掌体川 ~l
場令I'd.アジヂライジ

今必忠弘・ The oldhaminoid brachiopod genus Poikilosakos is 
recovered for the first time from the Japanese Permian. Poikilｭ

osakos kamiyassensis , n. sp. is described from the Middle Permian 
Kanokura Formation (Member KN1) of Kamiyasse , southern Kitakami 
Mountains , northeast Japan... 

Key words: Poikilosakos , oldhaminidina , brachiopoda , Permian , 
Kitakami Mountains , Northeast Japan 

事孟、会て設入
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Introduction 一、、て
、dへ~-I
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The purpose of this paper is to indicate the presence of a 

primitive and rare oldhaminoid Poikilosakos in the Midd1e Permian 

of Japan. The specimens described herein as Poikilosakos 

kamiyassensis , 

下iγト含
n. sp. were co11ected from.. 

Systematic descriptions 

Order Strophomenida Opik , 1934 
Suborder Oldhaminidina Wi11iams , 1953 
Superfamily Lyttoniacea Waagen , 1953 
Fami1y Poiki1osakidae Wi11iams ,1953 

Genus Poikilosakos Watson , 1917 

Poikilosakos kamiyassensis Tazawa and Takaizumi , n. sp. 

Figures 1-2a-7c 

Diagnosis.-Large transverse Poikilosakos; pedic1e va1ve 

interior wLth 10ng narrow , often irregu1ar1y branched 1obes...... 
Descripti on. -. • • • • • • • • • • . • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • . • • • , . . . . . . . . . . . 
Measurements. ー......... .・・・・・・・・・.. . . . . . . . . .・・・・・・・・・・.. . . . . . . 
Remarks. ー ( Comparison. ー) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

Material. -. • • • • • • • • • • 

Occurrence. ー.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
Reposi tory. ー............. (Holotype).......... (Paratype)... 

Genus Panderodus Ethington , 1959 

Panderodus unicostatus (Branson and Meh1 , 1933) 

Figures 1-1-26 

シノニムリストが多い場合の例

Paltodus unicostatus Branson and Me 't1 , 1933 , p. 42 , 'p1. 3 , fig. 
3; Rhodes , 1953 , p. 298. pl. 21 , figs. 84-88 , pl. 22 , figs. 
155 , 156; Rhodes , 1955 , p. 127-129 , p1. 10 , figs. 1 , 
3. • • • • • • • • • 

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
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. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
Panderodus unicostatus , Sweet et a1. , 1959 , p. 1057 , pl. 131 , 
fig.3; • 

Description. ー

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
Remsrks. -. • • • • • • • • • • • • • . • . ••• •••• . • • • • • • • . • 

..................................................... . 
Occurrence. ー.................. .・..... 
Repository. ー.

Genus Maorites Marshall , 1926 

Maorites densicostatus (Kilian and Reboul , 1909) 

少ない場合の例
Figure 1-6 

Kossamaticeras (Madrastites) bhavani Stoliczka sp. var. densi 

oostata Kilian and Reboul) , 1909 , p. 30 , pl. 15 , fig. 4 , not 
pl. 18 , fig. 1. 
Maorites densioostatus (Kilian and Roboul) , Spath , 1953 , p. 23 , 
pl. 2 , figs. 7-9 , not pl. 7 , fig. 6. 
Maorites densioostatus; Hunicken , 1965 , p. 70 , pl. 1 , figs. 12-
15. 

References cited 

Ager , D. V. , 1963: Prinoip1es of pa1eoeo010gy. 371 p. , McGrawｭ
Hill Co. 1nc. , New York. 

Arkell , W. J. , Kummel , B. and Wright , C. W. , 1957: Mesozoic 
Ammonoidea. L11-L471 , In , Moore , R. C. ed. , Treatise on 
Invertebrate Pa1eont010gy, Part L , Mo11usoa 4 , Cepha10podaｭ
Ammonoidea. Univ. Kansas Press and Geol. Soc. America , 
Colorado. 

Huang , T. , 1960: Preliminary note on the microfaunas from the 
Paoshan area , southeast of Hsinchu. Geo1. 80c. China , vol. 56 , 
no. 2 , p. 20-51 , pls. 1-3. (in Chinese) 

Naumann , E. and Neumayr , M. , 1890: Zur Geologie und Palaontologie 
von Japan. Denkschr. Kais. Akad. Wiss. , Ma th. - Na turw. Kl. , 
vol. 57 , p. 1-47 , pls. 1-55. (in German with Eng1ish abstract) 

Nomura , S. and Niino , H. , 1932: Fossil 皿ollusca from 1zu and 

Hakone. 8ci. Rep. , Tohoku Univ. , 2nd 8er. , vol. 15 , no. 3 , p. 
169-192 , pls. 5-8. 

Ohtsuka , Y. , 1986: Early internal shell microstructure of some 
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Mesozoic Ammonidea: 工mp1ications for higher taxon. Trans. 

Proc. Palaeont. 80c. Japan , N. 8. , No. 141 , p. 275-288 , p1s. 
45-50. 

Tazawa , J. , 1987: Attenuatella (Brachiopoda) from the Upper 
Permian of n0rtheast Japan and its bipo1ar distribution. 

Ibid. , No. 14:3 , p. 276唱 284 ， 4 Figs. 

Captions 

Figure 1. Index map of Hokkaido showing the distribution of Upper 

Cretaceous rocks (shaded) and areas of ammonite samp1es studied. 

A: Abeshinai area; B: Bakkai area; C: Coa1 fie1d. x = Fossil" 
1oca1ity. 

Figure 2. She11 structures in median (A , C and D) and cross 
sections (B). Sca1e = 100 microns. 

Figures 3-1--5 , Icriodus woschmidti Zieg1er; 1--3 , upper 1atera1 
and 10wer views , Loc ・ F-2 ， IGUT 4508; 4--5 , upper and 10wer views 
of fragmentary specimens , Loc. F-26 , IGUT 4622 , 4623 , x 60. 6--9 , 
Ozarkodina remscheidensis (Zieg1er); 6--7 , 1atera1 views , Loc. 
F-2 , IGUT 4560; 8--9 , upper and 10wer views , Loc. F-I0 , IGUT 
4563 , x 45. 

Figures 10-1--4 , Biostrina tamurai , sp. nov. , 1 , 1atera1 view , GK 
H 10155 (RV); 2a--b , 1atera1 and posterior views , GK H 10158 
(LV); 3a--c , anterior , posterior , and dorsa1 views , GK H 10082 
(LV) , a11 from Kotanbetsu , x 1..........................p. 411 
4a--d , Inoceramus heinzi Sornay , 1a tera1 , dorsa1 , posterior and 
anterior views , from Saku , GK H 10148 (LV) , x 1............p. 000 

Tab1e 1. The distribution of p1anktonic foraminifer species in 

the present area studied. 

Tab1e 00. Measurements of Pseudoschwagerina morikawai Igo , n. sp. 
(in mm) 

Ishihama 石羨， Motoyoshi-gun 本古都， Suenosaki 末の ω奇. Toyoma 益米
Utatsu-cho 脅えテ幸町・ E 
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原稿用紙に記入

東北百本の上押ヘ・ルム系走腕疋類バ花見ua定ねおよび同高の両得世
ゐ布: 1寺市北上山地，葛城昇、本吉那敬意町る決案芳、為洋 I~ 露也ずるよ部
川レム系〈ズ〉レ7.， -1者)τ都差益米菅下部の貰岩と・. . 

宙予足手屯ー
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日本古生物学会特別号投稿規定

1. 原稿の種類

本学会会員が主たる著者となっている英・独・

仏語の古生物学に関する原著論文で分量が多い

もの，本学会会員が編者となっている古生物学

に関する論文集あるいは目録類，あるいは本学

会の事業として編集した目録類.

2. 原稿の分量

原稿の分量は，従来発行の特別号にほぼ匹敵す

るもの.

3. 投稿

a. 正規の原稿のほか，図・表を含む完全なコ

ピー l 組を添える.

b. 下記の事項を明記した申込書を添える.

編著者(またはその代表者)氏名，所属機関，

連絡先，電話番号.

著者名，論文題目(およびその邦訳).

内容の要項 (800・ 1200 字程度，邦文で可)

内容及び欧文が十分検討済みであることを

証する書類(校閲者の手紙の写し等)

本文の頁数(刷り上がり見込み頁数，または

パイカ字体 25 行詰め原稿での枚数)，

また本文中に中小活字(8 ポ)組みの部

分があればそのおよその分量(総頁に

対する比率)，挿図・表の数と制り上が

り所要頁数，図版数.

他から印刷経費支払いの見込みの有無，そ

の予算額および支出額，ならびにその

見込みを証する書類(またはその写し).

その他の参考事項

(1988年 1 月 27 日制定)

4. 原稿の送付先 当分の間下記宛とする.

812 福岡市東区箱崎 6 丁目 10 番 l 号

九州大学理学部地質学教室

日本古生物学会特別号編集委員会

5. 著者の責任
a. 著者は編集手続きに関する編集委員会の指

示に従う.初校に対する校正は著者の責任

において行う.

b. 著者には本刷り 25 部までを無償とし，それ

以上は著者の負担(定価の割号Ilとする.

著者への指針

1. 原稿の体裁

a. 原稿，図・表・図版，引用文献などの体裁

は，すべて日本古生物学会報告・紀事の様

式に従う.

b. アブストラクトは原則として刷り上がり

2/3 頁以内程度とする.

c. 論文内容に応じて目次をつけてもよい.長

編の場合には，本文表題の前に別頁として

もよ i>

d. 論文の内容によっては，末尾にインデック

スをつけてもよい

2. 投稿期限

特別号の出版は不定期であるため，刊行のため

の原稿公募を出版計画に従って日本古生物学会

報告・紀事に公示するが，投稿者は刊行予定に

ついて特別号編集委員会に問い合わせるのが望

ましい.
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「化石」投稿規定

l. 原稿の種類

邦文で書かれた古生物学に関する原著論文・短
報・解説・論壇(評論・討論・アイデア・主張な

ど)・新刊紹介・書評・抄録・ニュースその他の

記事.

2. 原稿の分量と体裁

a. 原稿は 14 印刷頁以内とする(1論文の長さ

は， 400 字詰原稿用紙で，図表のない場合に

70 枚程度となる).

b. 原著論文には欧文の要旨をつける.

c. 原著論文・短報・解説・論壇の原稿には，欧
文の表題およびローマ字綴りの著者名をつ

ける.

d. 原稿第 1 頁に脚注として著者の所属機関を

記す.

3. 投稿

a. 所定の様式の投稿原稿整理カード(コピー

して使用されたい)を添える.

b. 原著論文・短報・解説・論壇の投稿の際に
は，正規の論文原稿のほかに，図(写真版を

含む)・表などを含む完全なコピー1 組を添

える.

4. 原稿の送付先

当分の間下記宛とする.

980 仙台市荒巻字青葉

東北大学理学部地質学古生物学教室
日本古生物学会 「化石」編集委員会

5. 著者の責任

a. 著者は編集手続きに関する編集委員会の指

示にしたがう.初校に対する校正は著者の

責任において行う.

b. 原稿(図・表を含む)は 14 印刷頁を限度とし，

これを越える部分，およびカラー写真・折

込図表の出版費用は著者の負担とする.

c. 印刷に要する費用は著者の負担とする.

著者への指針

1. 原稿

a. 原稿は 400 字詰め，横書き原稿用紙を使用

する.ワードプロセッサ使用の場合もこの

規格に合わせるか. 1 頁を 400 字の倍数と

(1988年 1 月 27 日制定)

し，原稿にそのむね明記する.

b. 文章は「である体」とし，現代かな使い，当

用漢字を用いる.ただし，固有名詞や学界

での慣用の術語はこの限りでない.句読点

はいを用いる.欧語綴りの人名を引用する

場合は，タイプするか活字体で明瞭に記し，

小キャピタル字体は用いない.また，生物

の学名はタイプするか活字体で明瞭に記し，

学名や変数のイタリック体の指定を行う.

d. 図・表をいれる位置を原稿の余白に指定す

る.

e. 欧文要旨は，欧語論文に堪能な外国人また

は適当と思われる人に，著者自身の責任で

校閲してもらう.

f. 図の作成要領は本学会報告・紀事「著者への

指針」に従う.複雑な表は図と同じように

そのまま製版できるよう，著者自身が黒の

活字またはタイプライターで作成する.

g. 引用文献は，著者名を abc 11慎に，また同一著
者を発表順に並べ，「文献」として，論文末

尾に一括する.体裁は以下の例の様式に従

い，ページまでを完記し，特に必要のない

かぎり図，表の数は省略する.

(例)

Braisier, M. D. , 1980. Microfossils.193 p. , Georｭ
ge Allen and Unwin, London. 

半沢正四郎， 1963. 大型有孔虫について(演旨).

地質雑， 69， 298・302.

畑井小虎・小林貞一， 1963. 腕足動物.小林ほか

9 名，古生物学，上巻， 103-126. 朝倉書店

Howe, H. V., 1963. Ostracoda of the genus 
Eucythere from the Tertiary of Mississipｭ

pi. Jour. Paleont. , 10, 143・ 145.

藤岡一男， 1963. 阿仁合型植物群と台島型植物

群.化石， (5)， 39・ 50.

Oishi, S., 1940. The Mesozoic floras of 
]apan. Ho肱aido lmp. Univ. , Jour. Fac. 

Sci. , 4 (5), 123-480. 

付記 r化石」誌を欧文で引用する際には，次のよ
うにされたい.

Fossils (Palaeont. Soc. ]apan) , No. 0。
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古環境・地質時代の解明に

l 花粉・微化石分析調査|
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・ ケロジェン分キ斤

・ 肝外地質 ・ 植生調査

・そ の他学術研究協力
遺跡調査 ・空中花粉分布調査その他

パリノ・サーヴェイ株式会社
本 社〒~03 東京都中央区日本橋室町2-1 (三井ビル内 ) fi(03) 24 1 ・ 4566 FAX 03 ・ 24 1 ・ 4597
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化石の科学
日本古生物学会編集/85 ，!，1j 136頁(カラー69頁)・定価6800円
本書は， 日本古生物学会が古生物の一般的な普及を目的として編集したもので\数多くの興味
ある化石のカラー写真を中心に，わかリやすい解説をつけた。内容は三部に分かれ，第 1 部で

は化石とはどのようなものか.第 2 部ていは古生物の営んできた生命現象，第 3 部では化石を通

して多くの隣接する基礎科学や現実の経済活動に与えた影響などが解説されている。その大半

がわが国のオリジナルな研究の品目介であリ.故新の動向へのよき入門書ともなっている。

図説古生態学
森下 晶・糸魚川津ニ著/85半Ij 180頁・定価5600円
古生態学は，古生物の生態すなわち古生物と生活環境の相互関係を研究する古生物学の一分野

で\過去の自然環境と生物群集の生活様式をダイナミソクに科学する学問である。本書は，写
真と図表を多数用いながら，第 I 部で古生態学の基礎知識を簡潔・平易に解説し，第 II部で群
集古生態学や個体古生態学の例，フィールド観察などの古生態学の実際的内容について，初心
者でも容易に理解できるように配慮し，図説的に興味深〈解説した古生態学の入門書である。

古生物百科事典
スチール・ハーベイ編/小畠郁生監訳/85判 256頁・定価 14000円
英国の古生物学者 R. スチール博士と A.P. ハーベイ博士の制集のもとに第一線の研究者23名が
共同執筆した“The Encyclopaedia of Prehistoric Life" の日本語版。内容は古生物学全般に
わたり，専門研究者が利用できる高いレベルを保ちながらも.化石などに関心をもっ多〈の人

びとが楽しみながら興味深〈読めるように配慮された百科事典。この事典によって，過去の生

物へのつきぬ魅力に惹かれ.地球と生物の現在および未来について多くの示唆が得られよう。

古脊椎動物図鑑
鹿問時夫著/重量内正幸挿図/85判 224頁・定価8800円
恐竜やマンモスのような巨大動物への興味の高まりから，近年古生物全般の形態や生態への関

心が深まってきており.それらに関する絵や解説も多いが.学術的な意味での正確な紹介はほ

とんどない。本書は，魚類から PiIi乳類まで古脊椎動物 337 穫をとりあげ，比較解剖学的立場か

ら，動物綿密画の権威・薮内正幸のイラストによる正確で粕綾な復元図を縄げるとともに，対
向頁に興味深い解説を配したわが国初の図鑑である。

日本化石図譜植物化石図譜
鹿間時夫箸/85半Ij 296頁・定価 14000円
日本における化石をほとんど網羅し，多数の図版を
もって構成した名著。初版刊行後の新知見を加えた
増訂版。 c内容〕化石/東亜における化石の時代分
布/化石の時代分布表/東亜の地質系統表/化石図
版とその説明/化石の形態に関する術語。

遠藤隆次著/85判 328頁・定価 15000円
先カンブリア紀から洪積世までの各地質時代に生育

した陸上および海生の両植物化石について.その積

属・分布・古地・古気候・進化の動向などを，多数
の図版を用いて詳述した，わが国ではじめての植物

化石図譜。好評の『日本化石図譜』の姉妹書。

自朝倉書店 干 162 東京都新宿区新小川町6-29/振替東京6・86刃
電話 (03)260-0141 (代)・営業部 (03)260-7631 (代)

〔本誌名ご記入向上お申込次第総介図書目録進呈〕



プレシオザウルスの化石砂

(全長約3.6 m) 

Ples卲saurus sp. 

ジュラ紀一Lías

L yme Legís, Dorset, 

イギリス

￥ 7 ， 000 ， 000 

-アンモナイト一 ￥ 400- ・三葉虫一 ￥ 500-

・鮫の歯 一 ￥ 250- ・魚の化石一 ￥ 400-

‘ヤモリ入り琉泊
(約3.6X2 .4cm) 

Amber 匤 gecko 

第三紀一 Olígocene

Santíago，ドミニカ

￥ 3 ， 000 ， 000 

等，その他，外国産化石を各種，格安にて取り揃えております。

御注文により，調達，御予約も承ります 。

近くまで御越しの折には是非お立ち寄り下さい 。

輸入化石・鉱物

株式会社テラノ、ゥス
〒 151 東京都渋谷区代々木 1.32.1 第 3宝山ピル4F
TEL 03・ 320・ 1505 (FAX 共通)

山手線代々木駅・代々木ゼミナーjレ側改札口を出て、
自の前、鳩牛井の吉野家砂のビル4階



中国古地理図集
中園地質科学院地質研究所

武漢地質学院
編輯 王鴻禎主編

地図出版社・ 10，800円
84半11/227頁(図版143貰)/精装(中英文対照)
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